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はじめに

『Oracle Fusion Middleware Oracle Enterprise Repository管理者ガイド』には、Oracle Enterprise Repositoryで4種類の管理タスク(インフラストラクチャ管理、アセット・ライフサイクル管理、セキュリティ管理、高度なアセット・ライフサイクル管理)を実行するために必要な情報がまとめられています。


対象読者

このドキュメントは、Oracle Enterprise Repositoryインストールの管理者またはアセット・ライフサイクル・プロセスの管理者を対象としています。





ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクル社のアクセシビリティへの取組みの詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoまたはhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs (聴覚障害者向け)を参照してください。





関連ドキュメント

詳細は、Oracle Enterprise Repository 12cドキュメント・セット内の次のドキュメントを参照してください。

	
Oracle Fusion Middleware Oracle Enterprise Repositoryコンセプト・ガイド


	
Oracle Fusion Middleware Oracle Enterprise Repositoryインストレーション・ガイド


	
Oracle Fusion Middleware Oracle Enterprise Repositoryアップグレード・ガイド


	
Oracle Fusion Middleware Oracle Enterprise Repository開発者ガイド








表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。















このガイドでの新しい情報

ここでは、Oracle Enterprise Repositoryの新機能と変更された機能、およびこのガイドに記載されているその他の重要な変更について紹介し、詳細情報へのリンクを提供します。このドキュメントは、以前の『Oracle Fusion Middleware Oracle Enterprise Repository構成ガイド』の新しいエディションです。

既知の問題(リリース・ノート)のリストは、http://www.oracle.com/technetwork/middleware/soasuite/documentation/releasenotes121300-2124738.htmlで、「Known Issues for Oracle SOA Products and Oracle BPM Products for 12c Release 1 (12.1.3.0.0)」を参照してください。


12c リリース1 (12.1.3)の新機能と変更された機能

Oracle Enterprise Repository 12c リリース1 (12.1.3)で、このガイドは次の新機能と変更された機能が記載されるように更新されました。

	
第8章「自動収集の構成および使用」には、次の説明があります。

	
OERハーベスタでRESTサービスの収集がサポートされるようになりました。


	
OERに、Oracle Service Busで使用するハーベスタが含まれています。


	
8.3.1.3項「WADL」が追加され、ここではWADLアーティファクトの収集について説明します。





	
第13章「Oracle Enterprise Repositoryエクスプレス・ワークフローの構成」が追加され、ここではこのリリースでの新しい簡略化されたワークフローについて説明します。








この12c リリース1 (12.1.3)向けドキュメントにおけるその他の重要な変更

Oracle Enterprise Repository 12c リリース1 (12.1.3)で、このガイドは次のように更新されました。

	
第2章「システム設定の概要」では、追加のシステム設定について説明します。


	
以前のリリースの『Oracle Fusion Middleware Oracle Enterprise Repositoryユーザーズ・ガイド』および『Oracle Fusion Middleware Oracle Enterprise Repository統合ガイド』の管理タスクが、このガイドに移動されました。










第I部


インフラストラクチャの管理

この部では、Oracle Enterprise Repositoryのインフラストラクチャの基本的な管理タスクについて説明します。

この部は、次の章で構成されています。

	
第1章「基本構成」


	
第2章「システム設定の概要」


	
第3章「Oracle Enterprise Repositoryのカスタマイズ」


	
第4章「電子メール通知および配信リストの構成」


	
第5章「インポート・エクスポート・ツール」


	
第6章「BI Publisherでのレポートの構成」








1 基本構成


この章では、用語およびOracle Enterprise Repository管理者の一般的なタスクを紹介することによって、Oracle Enterprise Repositoryの構成方法の基本について説明します。

この章には、次のセクションがあります。

	
1.1項「概要」


	
1.2項「部門」


	
1.3項「ロール」


	
1.4項「アクセス設定」


	
1.5項「ユーザー」


	
1.6項「プロジェクト」


	
1.7項「セッション」


	
1.8項「タイプ」


	
1.9項「Oracle Enterprise Repositoryの「診断」ページへのアクセス」


	
1.10項「Java Web Startのインストール」






1.1 概要

Oracle Enterprise Repositoryでは、すべてのユーザーにロールが割り当てられています。ロールによって、各ユーザーが実行できるOracle Enterprise Repository機能が定義されます。Oracle Enterprise Repositoryのアセットに関連付けられたファイルにユーザーがアクセスするには、ユーザーはプロジェクトに割り当てられている必要があります。

プロジェクトは、Oracle Enterprise Repositoryのメトリックを収集する主な手段です。Oracle Enterprise Repositoryは、プロジェクトで作成されるアセットと、プロジェクトで使用されるアセットを追跡します。Oracle Enterprise Repositoryユーザーは、プロジェクトに割り当てられます。ユーザーが新しいアセットを発行すると、プロジェクトの作成が求められます。同様に、ユーザーがアセットを再利用する場合、アセットが再利用されるプロジェクトが求められます。ユーザーとプロジェクトは、どちらも部門に割り当てられます。特定の部門に対して再利用可能なアセットの作成と使用を組織が追跡できるため、これはレポート作成の観点から便利です。

図1-1に、ユーザー、ロール、プロジェクト、アセットおよび部門間のリレーションシップを示します。


図1-1 リレーションシップ図

[image: 図1-1の説明が続きます]









1.2 部門

ユーザーおよびプロジェクトを作成する前に、部門を設定または作成する必要があります。この項には次のトピックが含まれます:

	
1.2.1項「新しい部門の作成」


	
1.2.2項「部門情報の編集」


	
1.2.3項「部門の削除」






1.2.1 新しい部門の作成

新しい部門を作成するには、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面から次の手順を実行します。

	
左側のパネルで、「部門」をクリックします。


	
「新規作成」をクリックします。新規部門の作成ダイアログが表示されます。


	
「名前」および「説明」フィールドに適切な情報を入力します。


	
終了したら、「保存」をクリックします。









1.2.2 部門情報の編集

部門情報を編集するには、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面から次の手順を実行します。

	
左側のパネルで、「部門」をクリックします。


	
「すべてをリスト」をクリックするか、特定の部門を検索します。


	
右側のパネルのリストから、編集する部門を選択します。部門の詳細ページが表示されます。


	
「編集」をクリックします。部門の編集ダイアログが表示されます。


	
必要に応じて、「名前」および「説明」フィールドを更新します。


	
終了したら、「保存」をクリックします。









1.2.3 部門の削除

Oracle Enterprise Repositoryで部門を削除するには、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面から次の手順を実行します。

	
左側のパネルで、「部門」をクリックします。


	
「すべてをリスト」をクリックするか、削除する部門を検索します。


	
部門を削除します。

	
「検索結果」画面から部門を削除するには、削除する各部門の横にあるチェック・ボックスを選択し、「削除」をクリックします。この方法を使用すると、複数の部門を同時に削除できます。


	
詳細ページから部門を削除するには、削除する部門の詳細ページを開き、「削除」をクリックします。














1.3 ロール

Oracle Enterprise Repositoryの「管理」ページで「ロール」リンクをクリックすると、管理者は組織の様々な機能用のロールを設定できます。各ロールに対してOracle Enterprise Repositoryのアクセス設定が確立され、各ユーザーには組織内でのそれぞれの機能に基づいて特定のロールが割り当てられます。

管理ロールが割り当てられたユーザーは、すべてのOracle Enterprise Repository機能に制限なしにアクセスできます。デフォルトでは、新規インストールまたは以前のバージョンからの移行のいずれにおいても、管理者として識別されたユーザー・アカウントには、初期インストールおよび構成を容易にするために管理ロールが割り当てられます。管理権限の割当ては、元のOracle Enterprise Repository管理ユーザー・アカウントと追加アカウント1つのみに制限することをお薦めします。Oracle Enterprise Repositoryで設定されている様々なデフォルトのロールによって、あらゆるOracle Enterprise Repositoryユーザーの機能と責任を満たす様々な権限が提供されます。これらのロールは、組織の特定のニーズにあわせてカスタマイズできます。

	
第1.3.1項「ユーザー・ロールの説明」


	
1.3.2項「新規ロールの作成」


	
第1.3.3項「ロールの編集」


	
1.3.4項「ロールの削除」






1.3.1 ユーザー・ロールの説明

次に、Oracle Enterprise Repositoryに付属の様々なデフォルト・ロールについて説明します。「管理」タブにアクセスできるユーザーは、組織のニーズにあわせてロール名を変更できます。これらのロールに付与されている権限は、「アクセス設定」セクションで変更できます。

	
ユーザー

Oracle Enterprise Repositoryのユーザー名とパスワードを持つ人は誰でもユーザーと見なされます。このロールは、ユーザーの作成時、新しいユーザーのデフォルト・ロールとして割り当てることができます。すべてのOracle Enterprise Repositoryユーザーは、次の操作を行うことができます。

	
企業の再利用イニシアチブに関するニュースの表示


	
アセットの検索、評価、使用およびダウンロード


	
プロジェクトの表示


	
レポートの生成


	
レジストラへのアセットの発行





	
アクセス管理者

アクセス管理者は、すべてのOracle Enterprise Repositoryユーザーを作成し、そのユーザーに権限を割り当てます。アクセス管理者は、「管理」タブの機能についてよく理解している必要があります。アクセス管理者は、通常、次の操作を行うことができます。

	
ユーザーと権限の作成、表示および編集


	
レポートの生成





	
上級発行者

上級発行者ロールは、通常、アセットのビルダーおよびハーベスタに割り当てられます。アセットのビルダーは、アセットの内容ベースの構築に焦点を当てます。ビルダーは、組織全体のアセットのニーズと個々のプロジェクトのニーズに対応します。ハーベスタは、実装後プロジェクトでアセットの再利用の可能性を調べます。上級発行者は、通常、次の操作を行うことができます。

	
アセットの検索、評価、使用およびダウンロード


	
プロジェクトの表示


	
レポートの生成


	
レジストラへのアセットの発行


	
アセット登録前のアセット・メタデータの編集





	
レジストラ

レジストラは、任意のアセットを受け入れるか、または拒否します。対処する機能に応じて、複数の人がリポジトリ・レジストラとしての役割を果たす場合があります。レジストラは、通常、次の操作を行うことができます。

	
アセットの検索、評価、使用およびダウンロード


	
プロジェクトの表示


	
レポートの生成


	
レジストラへのアセットの発行


	
アセット登録前のアセット・メタデータの編集


	
登録プロセスのアセットの受入れ


	
タブの承認


	
アセットの登録


	
アクセス設定の編集





	
レジストラ管理者

レジストラ管理者は、タイプ・マネージャを使用して、Oracle Enterprise Repository内のタイプを設定できます。レジストラ管理者は、通常、次の操作を行うことができます。

	
アセットの検索、評価、使用およびダウンロード


	
プロジェクトの表示


	
レポートの生成


	
レジストラへのアセットの発行


	
アセット登録前のアセット・メタデータの編集


	
登録プロセスのアセットの受入れ


	
タブの承認


	
アセットの登録


	
アクセス設定の編集


	
アーティファクト・ストアおよびタイプの編集





	
プロジェクト管理者

Oracle Enterprise Repositoryは、メンテナンス目的で履歴を管理するために、アセットの使用をプロジェクト・レベルで追跡します。プロジェクト管理者は、プロジェクトを作成し、「プロジェクト」タブを使用してユーザーをプロジェクトに割り当てます。プロジェクト管理者は、プロジェクトを閉じたり、どのアセットがデプロイされたかを示すことができ、プロジェクトによってレポートされたアセット価値のユーザー・インタフェースによって、プロジェクトで使用されているアセットの予測値およびコンシューマによってレポートされた価値を確認、検証およびオプションでオーバーライドできます。プロジェクト管理者は、通常、次の操作を行うことができます。

	
プロジェクトの作成、編集および表示


	
レポートの生成





	
システム管理者

システム管理者は、場合によって、インストールやインストール後の構成といった使用目的でOracle Enterprise Repositoryを構成します。システム管理者は、通常、次の操作を行うことができます。

	
システム設定の有効化および編集


	
レポートの生成




(システム管理者ロールを一般ユーザーに割り当てないでください。)









1.3.2 新規ロールの作成

この手順は、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面で実行します。

	
左側のパネルで、「ロール」をクリックします。図1-2に示すように、「ロール」セクションが表示されます。


図1-2 「ロール」セクション

[image: 図1-2の説明が続きます]





	
「新規作成」をクリックします。図1-3に示すように、「新規ロールの作成」ダイアログが表示されます。


図1-3 「新規ロールの作成」ダイアログ

[image: 図1-3の説明が続きます]





	
図1-3で、「概要」セクションのテキスト・フィールドにロール名および説明を入力します。


	
必要に応じて、新しいユーザーに自動的に割当てボックスを選択します。


	
「ユーザー」セクションの「ユーザーの編集」をクリックします。図1-4に示すように、新規ユーザーの追加ダイアログが表示されます。


図1-4 新規ユーザーの追加ダイアログ

[image: 図1-4の説明が続きます]





	
「検索」を使用するか、「すべてをリスト」をクリックしてユーザーを見つけます。


	
矢印ボタンを使用して、「使用可能なユーザー」列と「選択したユーザー」列の間でユーザーを移動します。


	
終了したら、「保存」をクリックします。




アクセス設定をロールに追加するには、1.4.1項「ロールへの権限の付与」を参照してください。






1.3.3 ロールの編集

この手順は、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面で実行します。

	
左側のパネルで、「ロール」をクリックします。図1-5に示すように、ロールのリストがメイン・ペインに表示されます。


図1-5 ロールのリスト

[image: 図1-5の説明が続きます]





	
「検索」を使用するかリストを参照して、編集するロールを見つけます。


	
ロールをクリックして、その情報を下部ペインに表示します。


	
ロールの詳細(下のフレーム)で「編集」ボタンをクリックします。図1-6に示すように、「ロールの編集」ダイアログが表示されます。


図1-6 「ロールの編集: ユーザー」ダイアログ

[image: 図1-6の説明が続きます]





	
終了したら、「保存」をクリックします。









1.3.4 ロールの削除

この手順は、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面で実行します。




	
注意:

ロールの削除には、削除権限が必要です。権限およびアクセス設定の詳細は、1.4項「アクセス設定」を参照してください。







	
左側のパネルで、「ロール」をクリックします。ロールのリストがメイン・ペインに表示されます。


	
「検索」を使用するかリストを参照して、削除するロールを見つけます。


	
オプション1:

	
上のフレームのリストで、削除する各ロールの横にあるボックスにチェックを入れます。


	
「削除」をクリックします。





	
オプション2:

	
上部ペインのリストでロールを選択して、その情報を下部ペインに表示します。


	
ロールの詳細(下のフレーム)で「削除」ボタンをクリックします。





	
削除の確認で「OK」をクリックします。




	
注意:

削除されたロールは、アクセス設定に表示されなくなります。

















1.4 アクセス設定

アクセス設定によって、管理者は各ロールに権限を割り当てることができます。アクセス設定では、ロールの機能と責任が識別され、Oracle Enterprise Repositoryのアセットおよびアセット管理機能への各ロールのアクセス・レベルが決定されます。

システム保護により、管理者は不注意から今後アクセス設定にアクセスできなくなるような権限変更を行うことはできません。

	
基本アクセス設定(BAS)

ユーザーが割り当てられているロールに基づいて、Oracle Enterprise Repository全体でのアセットへのアクセスを制御します。アセット・エディタ、タイプ・マネージャなどのOracle Enterprise Repositoryツールへのアクセスも同様に制御されます。基本アクセス設定では、システム全体でアクセスが設定されます。たとえば、アセットを表示する権限はすべてのアセットに適用され、アセットを使用およびダウンロードする権限も同様です。OERでのアクションの多くでは監査証跡が残されるため、プロジェクトおよび内部ユーザーの数が少ない場合にはBASで十分です。


	
カスタム・アクセス設定(CAS)

高度なロールベース・アクセス制御を設定して、Oracle Enterprise Repositoryの特定のアセットまたはアセット・グループへのアクセスを特定のユーザー・ロールに制限します。




	
1.4.1項「ロールへの権限の付与」


	
1.4.2項「権限の編集」


	
1.4.3項「ユーザー権限の検証」


	
1.4.4項「セキュリティに関する考慮事項」






1.4.1 ロールへの権限の付与

この手順は、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面で実行します。

	
左側のパネルで、「基本アクセス設定」をクリックします。


	
基本アクセス設定セクションのリストから、適切なグループ化を選択します。


図1-7 基本アクセス設定

[image: 図1-7の説明が続きます]





選択したグループ化のアクセス設定がメイン・ペインに表示されます。


図1-8 権限の設定

[image: 図1-8の説明が続きます]





	
「編集」ボタン(メイン・ペインの右上隅)をクリックします。基本アクセス設定の編集対象:ダイアログが表示されます。


図1-9 権限の設定

[image: 図1-9の説明が続きます]





ロールが左側に表示され、権限が上部に表示されます。


	
適切なオプションを選択して、表示されるロールを決定します。


図1-10 権限の設定

[image: 図1-10の説明が続きます]





	
権限を付与するロールを選択します。


	
チェック・ボックスを使用して、適切な権限を割り当てます。

	
空のボックスを1回クリックすると、チェック・マークが追加されます(付与済)。


	
2回目のクリックで、Xが追加されます(拒否済)。


	
3回目のクリックで、ボックスはクリアされます(付与なし)。





	
終了したら、「保存」をクリックします。









1.4.2 権限の編集

1.4.1項「ロールへの権限の付与」を参照してください。






1.4.3 ユーザー権限の検証

この手順は、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面で実行します。

	
左側のパネルで、「基本アクセス設定」をクリックします。


	
基本アクセス設定セクションのリストから、適切なグループ化を選択します。

選択したグループ化のアクセス設定がメイン・ペインに表示されます。


	
「アクセスの表示」ボタン(メイン・ペインの右上隅)をクリックします。メッセージ・ダイアログが表示されます。


図1-11 アセットの基本アクセス設定のアクセスの表示

[image: 図1-11の説明が続きます]





	
「構成」をクリックします。ユーザーおよびアクセス設定の検索/フィルタ処理ダイアログが表示されます。


図1-12 ユーザーおよびアクセス設定の検索/フィルタ処理

[image: 図1-12の説明が続きます]





	
ユーザーの検索セクションで、「検索」を使用するか、「すべてをリスト」をクリックして、権限を検証する対象のユーザーを見つけます。


	
矢印ボタンを使用して「使用可能なユーザー」列から「選択したユーザー」列にユーザーを移動します。


	
「OK」をクリックします。選択したユーザーのアクセス設定が表示されます。


図1-13 ユーザー・アクセス設定

[image: 図1-13の説明が続きます]





	
複数のユーザーを選択した場合、ユーザー名の横にあるアイコンをクリックすると、そのユーザーに固有の情報が表示されます。


	
完了後、「閉じる」をクリックします。









1.4.4 セキュリティに関する考慮事項

ロールベース・アクセス制御(RBAC)により、Oracle Enterprise Repositoryではアセットの使用と作成をユーザーごとに追跡でき、アセットの表示はパーソナライズされてOracle Enterprise Repositoryの指定した部分に制限されます。ただし、ロールベース・アクセス制御の目的は、アセット・メタデータにセキュリティを提供することや、基礎となるアセット・リポジトリのセキュリティを補強することではありません。

Oracle Enterprise Repositoryのアクセス設定により、セキュリティを追加しなければ保護されないアセットやメタデータにセキュリティが追加されるわけではありません。セキュリティを最大化するには、保護されていないリポジトリを介したメタデータへのアクセスを防ぐようにアセット・メタデータを管理する必要があります。機密情報は、アセットのペイロードに埋め込むか、ドキュメント・ファイルとして添付してセキュアなリポジトリでホストする必要があります。

基礎となるアセット・リポジトリからの認証および権限のチャレンジを回避するよう選択する場合は、自己責任で行います。

以下のアクションもセキュリティに影響します。

	
単一のOracle Enterprise Repositoryユーザー・アカウントを介したアクセス用のSCMシステムの構成


	
非承認ユーザーによるシステム・アクセスの許可


	
ゲスト・アカウントの作成

	
特定のOracle Enterprise Repositoryライセンスでは、ゲスト・アカウントは禁止されている場合があります。







これらのアクションにより、Oracle Enterprise Repositoryの内容が、Oracle Enterprise Repositoryにネットワーク・アクセスできるすべてのユーザーにさらされる可能性があります。


1.4.4.1 アクセス設定とアセット・エディタ

使用されているアクセス設定によっては、アセット・エディタにアクセスできるユーザーは、リポジトリ内の非表示となるはずのアセットとのリレーションシップを表示できる場合があります。この場合、非表示のアセットの名前が表示され、そのアセットとユーザーがアクセスできるアセットとの間のリレーションシップの詳細も表示されます。非表示のアセットのその他の情報はアセット・エディタに表示されません。この場合、表示可能なアセットと非表示のアセット間のリレーションシップを削除できます。ただし、当該のユーザーが非表示のアセットにアクセスできないと、それらのユーザーはリレーションシップをリストアできません。





1.4.4.2 権限

権限は、以下の場合があります。

	
付与済(権限が明示的に付与されている)


	
拒否済(権限が明示的に拒否されている)


	
付与なし(権限が明示的には付与も拒否もされていない)




次の表は、基本アクセス設定で管理できる権限を示しています。


アクセス定義

アセット: 制御されるツール: Oracle Enterprise Repositoryの「アセット」画面、アセット・エディタ、タイプ・マネージャ。


	権限	説明
	表示	アセットをOracle Enterprise Repositoryで表示できます。
	使用	Oracle Enterprise Repositoryで「使用 - ダウンロード」ボタンを表示および有効化します。
	ダウンロード	アセット・ファイルをダウンロードできます。「使用 - ダウンロード」ボタンを押した後、ファイル・リンクを表示します。
	確認	Oracle Enterprise Repositoryを使用したアセットの確認。
	編集	アセット・エディタでのアセットの編集。
	受入れ	アセットの受入れ。アセット・エディタのこのボタンによって、アセットは発行済 -- レビュー保留から発行済 -- レビュー中キューに移動します。
	タブの承認	アセットのメタデータの承認。このボタンは、各アセットのアセット・エディタの表示で、各タブの下部にあります。タブを承認すると、承認者の名前と日付がメタデータに記録され、アセットはそのタブの発行済 - レビュー中キューから移動され、タブのテキスト・ラベルが緑に変わります。
	登録	アセットの登録。この権限により、ユーザーはアセット・エディタですべてのアセットを登録できます。
	アクセス設定の編集	カスタム・アクセス設定でのみ適用されます。カスタム・アクセス設定をアセットおよびファイルに割り当てる機能を提供します。
	作成/発行	アセット・エディタでアセットを発行または新規アセットを作成する機能をユーザーに提供します。
	アセット・エディタの起動	アセット・エディタ・ツールを開く機能をユーザーに提供します。アセットを編集および登録するには、このツールを使用する必要があります。
	アーティファクト・ストアの編集	(アセット・エディタで)アーティファクト・ストアを作成および編集する機能をユーザーに提供します。
	タイプの編集	アセット・タイプ/コンプライアンス・テンプレート・メタデータを構成する機能をユーザーに提供します。アセット・エディタの起動権限が必要です。
	通知	ユーザーが非定型電子メールをユーザーに送信できるかどうかを決定します。
	グローバル権限	これらは、個別のアセットに適用されない権限であり、カスタム・アクセス設定によってオーバーライドできません。






アクセス: 制御されるツール: Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面: 「ユーザー」、「セッション」、「ロール」、「部門」、「ファイル・ストア」、基本アクセス設定、カスタム・アクセス設定


	権限	説明
	表示	前述のセクション内のエントリの表示。
	編集	前述のセクション内のエントリの編集。
	作成	ユーザー、ロール、部門、ファイル・ストアおよびカスタム・アクセス設定の作成。
	削除	セッション、ロールおよびカスタム・アクセス設定の削除。






プロジェクト: 制御されるツール: Oracle Enterprise Repositoryの「プロジェクト」画面


	権限	説明
	表示	「プロジェクト」ページでのプロジェクトの表示。
	編集	「プロジェクト」ページでのプロジェクトの編集。
	作成	「プロジェクト」ページでのプロジェクトの作成。
	テンプレートの適用	コンプライアンス・テンプレートをプロジェクトに適用します。






ポリシー: 制御されるツール: Oracle Enterprise Repositoryの「アセット」画面


	権限	説明
	ポリシーの適用	ユーザーが他のアセットにポリシーを適用できるようにします。






レポート: 制御されるツール: Oracle Enterprise Repositoryの「レポート」画面


	権限	説明
	表示	レポートの表示。






システム管理: 制御されるツール: Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面: 「システム設定」、電子メール・テンプレート。


	権限	説明
	編集	全般、セキュリティ、認証およびファイル・ストアの設定を編集する機能。
	有効化	全般、セキュリティ、認証およびファイル・ストアの新しい設定を有効化する機能。














1.5 ユーザー

この節では、以下のトピックについて説明します。

	
第1.5.1項「新しいユーザーの作成」


	
1.5.2項「ユーザー情報の表示」


	
1.5.3項「ユーザー検索」


	
1.5.4項「ユーザーのクローニング」


	
1.5.5項「ユーザー情報の編集」


	
1.5.6項「ユーザーの削除」






1.5.1 新しいユーザーの作成

新しいユーザーを作成するには、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面で次の手順を実行します。

	
左側のパネルで、「ユーザー」をクリックします。


	
「ユーザー」セクションの「新規作成」をクリックします。「新規ユーザーの作成」ダイアログが表示されます。


	
図1-14に示すように、「概要」セクションの各テキスト・フィールドに適切な情報を入力します。




	
注意:

アスタリスク(*)で示された各必須フィールドには必ず値を入力してください。








図1-14 「概要」セクション

[image: 図1-14の説明が続きます]





	
「ステータス」リストで「アクティブ」を選択します。


	
「ロール」セクションで、矢印ボタンを使用して項目を「使用可能なロール」列から「選択したロール」列に移動して、新しいユーザーにロールを割り当てます。(ユーザー・ロールが、すべての新しいユーザーのデフォルトのロールです。)


	
「部門」セクションで、矢印ボタンを使用して項目を使用可能な部門列から選択した部門列に移動して、新しいユーザーを部門に割り当てます。


	
終了したら、「保存」をクリックします。









1.5.2 ユーザー情報の表示

ユーザーの情報を表示するには、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面で次の手順を実行します。

	
左側のパネルで、「ユーザー」をクリックします。


	
「検索」またはすべてをリストを使用して、表示するユーザーを見つけます。

ユーザーのリストがメイン・ペインに表示されます。


	
リストからユーザーを選択します。ユーザーの情報が下部ペインに表示されます。


	
検索結果の非表示と表示ボタンをクリックして、ユーザーの詳細をメイン・ペイン全体に拡張します。


	
図1-15の最初のボタンをクリックして、ユーザーの詳細のタブ・ビューに切り替えます。


図1-15 「ユーザーの詳細」ページ

[image: 図1-15の説明が続きます]





	
図1-15の最初のボタンをクリックして、ユーザーの詳細の標準ビューに戻します。


	
図1-15の2番目と3番目のボタンをクリックして、ユーザーのリストをスクロールします。









1.5.3 ユーザー検索

この手順は、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面で実行します。

	
左側のパネルで、「ユーザー」をクリックします。


	
「名前」フィールドに適切なテキストを入力します。


	
必要に応じて「部門」、「ロール」および「ステータス」リストを使用して、検索を絞り込みます。


	
「検索」ボタンをクリックします。検索結果がメイン・ペインの上のフレームのリストに表示されます。









1.5.4 ユーザーのクローニング

ユーザーのクローニングは、管理者がユーザー・アカウントを迅速に複製する簡単な方法です。

この手順は、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面で実行します。

	
左側のパネルで、「ユーザー」をクリックします。


	
「ユーザー」セクションで、「検索」またはすべてをリストを使用して、クローニングするユーザーを見つけます。


	
ユーザーの詳細で「クローン」ボタンをクリックします。

「ユーザーのクローニング」ダイアログが表示されます。「概要」セクションは空白ですが、「ロール」および「部門」セクションの情報は、クローニングされたユーザーの情報が複製されています。


	
「概要」セクションの各テキスト・フィールドに適切な情報を入力します。


	
必要に応じて、矢印ボタンを使用して「使用可能」列と「選択済」列の間で項目を移動して、「ロール」および「部門」セクションの情報を編集します。


	
終了したら、「保存」をクリックします。









1.5.5 ユーザー情報の編集

この手順は、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面で実行します。

	
左側のパネルで、「ユーザー」をクリックします。


	
「検索」またはすべてをリストを使用して、編集するユーザーを見つけます。ユーザーのリストが、メイン・ペインの上のフレームに表示されます。


	
リストからユーザーを選択します。ユーザーの情報が下部ペインに表示されます。


	
ユーザーの詳細で「編集」ボタンをクリックします。「ユーザーの編集」ダイアログが表示されます(「新規ユーザーの作成」および「ユーザーのクローニング」ダイアログと同じフォームです)。


	
「概要」、「ロール」および「部門」セクションで、必要に応じて変更を行います。


	
終了したら、「保存」をクリックします。









1.5.6 ユーザーの削除

Oracle Enterprise Repositoryでユーザーを削除するには、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面から次の手順を実行します。

	
左側のパネルで、「ユーザー」をクリックします。


	
「すべてをリスト」をクリックするか、削除するユーザーを検索します。


	
ユーザーを削除するには:

	
「検索結果」画面からユーザーを削除するには、削除する各ユーザーの横にあるチェック・ボックスを選択し、「削除」をクリックします。この方法を使用すると、複数のユーザーを同時に削除できます。


	
詳細ページからユーザーを削除するには、削除するユーザーの詳細ページを開き、「削除」をクリックします。














1.6 プロジェクト

プロジェクトは、Oracle Enterprise Repositoryのメトリックを収集する主な手段です。Oracle Enterprise Repositoryは、プロジェクトで作成されるアセットと、プロジェクトで使用されるアセットを追跡します。Oracle Enterprise Repositoryユーザーは、プロジェクトに割り当てられます。ユーザーが新しいアセットを発行すると、プロジェクトの作成が求められます。同様に、ユーザーがアセットを再利用する場合、アセットが再利用されるプロジェクトが表示されます。これにより、Oracle Enterprise Repositoryは、プロジェクトごとの再利用節約に関するレポートを生成できます。また、Oracle Enterprise Repositoryは、アセット作成チームによって設けられた節約に関するレポートを作成できます。プロジェクトも階層状になっているため、組織は、たとえば多くのプロジェクトが生じる可能性のあるプログラムを設定できます。

プロジェクトは、より高度なガバナンス・プラクティスを適用および実施できるようにする概念です。Oracle Enterprise Repositoryコンプライアンス・テンプレート(通常は、アーキテクチャ設計図やプロジェクト・プロファイルの形式を取る)は、プロジェクトに適用できます。

Oracle Enterprise Repositoryの「プロジェクト」ページでは、プロジェクトを作成および管理するためのツールにアクセスできます。

	
第1.6.1項「プロジェクト詳細の表示」


	
第1.6.2項「プロジェクトの作成」


	
1.6.3項「プロジェクトの編集」


	
1.6.4項「ユーザー/使用方法の再割当て」


	
第1.6.5項「プロジェクトの検索」


	
1.6.6項「プロジェクトの終了」


	
1.6.7項「プロジェクトへのリレーションシップの追加」






1.6.1 プロジェクト詳細の表示

プロジェクト情報は、一連のポートレットまたはタブとして表示できます。


概要

プロジェクトの説明などがあり、割り当てられた部門、開始日、予測時間およびプロジェクト・ステータスを示します。


コンプライアンス・テンプレート

プロジェクトに割り当てられているコンプライアンス・テンプレートを表示します。


図1-16 コンプライアンス・テンプレート・タブ

[image: 図1-16の説明が続きます]






使用されるアセット

プロジェクトで使用される(または使用が検討されている)アセットをリストします。


図1-17 「使用されるアセット」タブ

[image: 図1-17の説明が続きます]





リストされているアセットの横にある「ズーム」アイコンをクリックして、そのレポートされたアセット価値を表示します。

	
プロジェクト・メンバーは、アセット使用の詳細を表示できます。


	
プロジェクト・リーダーは、レポートされたアセット価値を表示および編集できます。





図1-18 アセットのレポートされたアセット価値

[image: 図1-18の説明が続きます]





レポートされたアセット価値は、そのプロジェクトでアセットを再利用することによる節約時間を表します。この値は、予測値、コンシューマ値、またはプロジェクト・リーダーによって決められる完全に新しい値のいずれかから導出されます。この値を設定できるのはプロジェクト・リーダーのみです。


作成済アセット

プロジェクトによって作成されたアセットをリストします。


図1-19 作成済アセット・タブ

[image: 図1-19の説明が続きます]






ユーザー

プロジェクトに関連付けられたすべてのユーザーと、プロジェクトでの各ユーザーのロール(リーダーおよびメンバー)をリストします。プロジェクト・リーダーは、レポートされたアセット価値の値を、プロジェクトで使用されるアセットに割り当てることができます。


図1-20 「ユーザー」タブ

[image: 図1-20の説明が続きます]






関連プロジェクト

有効な場合、関連プロジェクトをリストし、親および子関係でのリレーションシップを定義します。






1.6.2 プロジェクトの作成

この手順は、「プロジェクト」画面で実行します。

	
左側のパネルで、「新規作成」をクリックします。「新規プロジェクトの作成」ダイアログが表示されます。


図1-21 Create New Project

[image: 図1-21の説明が続きます]





	
「名前」、「説明」および予測開発時間フィールドに適切な情報を入力します。


	
「...」ボタンをクリックしてカレンダを開き、「開始日」を選択します。


	
「部門」リストから部門を選択します。


	
「ステータス」リストで適切なステータスを選択します。「オープン」ステータスは、プロジェクトが変更のためにまだ開かれていることを示します。「クローズ」ステータスは、プロジェクトは閉じられており、変更のために開かれていないことを意味します。


	
必要に応じて、新しいユーザーに自動的に割当てを選択します。


	
「ユーザー」セクションの「編集」をクリックします。図1-22に示すように、ユーザーの追加/削除ダイアログが表示されます。


図1-22 ユーザーの追加/削除ダイアログ

[image: 図1-22の説明が続きます]





	
「検索」またはすべてのユーザーをリストを使用して、「検索結果」セクションにユーザーのリストを表示します。「部門」リストを使用して、検索結果をフィルタ処理します。


	
矢印ボタンを使用して、「検索結果」、プロジェクト・リーダーおよび「選択したユーザー」セクション間でユーザーを移動します。


	
「OK」をクリックします。割り当てられたプロジェクト・リーダーおよびプロジェクト・メンバーが、「新規プロジェクトの作成」ダイアログの「ユーザー」セクションに表示されます。


図1-23 「ユーザー」ダイアログ

[image: 図1-23の説明が続きます]





	
「保存」をクリックします。「新規プロジェクトの作成」ダイアログが閉じ、新しいプロジェクトの詳細が「プロジェクト」ページに表示されます。


図1-24 「概要」タブ

[image: 図1-24の説明が続きます]












1.6.3 プロジェクトの編集

この手順は、「プロジェクト」ページで実行します。

	
「検索」またはその他の方法を使用して、編集するプロジェクトを見つけます。


	
プロジェクトの詳細で「編集」をクリックします。


	
必要に応じてプロジェクト情報を編集します。(1.6.2項「プロジェクトの作成」を参照)。









1.6.4 ユーザー/使用方法の再割当て

この手順は、「プロジェクト」ページで実行します。

	
「ユーザー」タブを選択します。


図1-25 「ユーザー」タブ

[image: 図1-25の説明が続きます]





	
「ユーザー/使用方法の再割当て」をクリックします。「再割当」ダイアログが表示されます。


	
オプションを使用して、適切なアクションを選択します。


	
「新規プロジェクトの選択」をクリックします。プロジェクトの検索ダイアログが表示されます。


図1-26 プロジェクトの検索

[image: 図1-26の説明が続きます]





	
「検索」またはすべてのプロジェクトをリストを使用して、プロジェクトのリストを表示します。


	
ユーザーまたは使用方法(あるいはその両方)の再割当て先のプロジェクトを選択します。


	
「OK」をクリックします。


	
「次」をクリックします。再割当てするユーザーの選択ダイアログが表示されます。


図1-27 ユーザーの再割当て

[image: 図1-27の説明が続きます]





	
矢印ボタンを使用して、ユーザーをプロジェクト・リーダーまたはプロジェクト・メンバー(あるいはその両方)として再割当てします。


	
「次」をクリックします。確認メッセージが表示されます。


	
「完了」をクリックします。









1.6.5 プロジェクトの検索

この手順は、「プロジェクト」ページで実行されます。

	
「名前」テキスト・ボックスにキーワードまたは検索語を入力します。


	
必要に応じて、「部門」リストと「ステータス」リストを使用して、検索をフィルタ処理します。


	
「検索」をクリックします。検索結果がメイン・ペインにリストされます。









1.6.6 プロジェクトの終了

この手順は、「プロジェクト」ページで実行されます。

	
閉じるプロジェクトを選択します。プロジェクトの詳細が下のフレームに表示されます。


	
「編集」をクリックします。「プロジェクトの編集」ダイアログが表示されます。


	
図1-28に示すように、「プロジェクトの編集」ダイアログの「概要」セクションの「ステータス」リストから、「クローズ」を選択します。


図1-28 「プロジェクトの編集」ダイアログ

[image: 図1-28の説明が続きます]





	
「保存」をクリックします。プロジェクトに使用されるアセットがある場合は、図1-29に示すように、使用ステータスの更新ダイアログが表示されます。使用されるアセットがこのダイアログにリストされ、それぞれに「ステータス」リストがあります。


図1-29 「ステータスの更新」

[image: 図1-29の説明が続きます]





	
必要に応じて、使用される各アセットのステータスを更新します。




	
注意:

プロジェクト・リーダーに割り当てられている特定のロールおよび権限によっては、プロジェクトで使用される特定のアセットがリストに表示されません。この場合は、使用ステータスの更新ダイアログにATTENTIONメッセージが表示されます。ATTENTIONメッセージの下にリストされているプロジェクト・メンバーのみがアセットを拒否できることに注意してください。それ以外の場合、使用ステータスの更新ダイアログで「OK」をクリックすると、非表示のアセットのステータスは「デプロイ済」に設定されます。








	
使用ステータスの更新ポップアップが閉じると、ビューは「プロジェクトの編集」ダイアログに戻ります。


	
「保存」をクリックします。プロジェクトが閉じます。









1.6.7 プロジェクトへのリレーションシップの追加

プロジェクト・リレーションシップ機能により、プロジェクト間のリレーションシップを親/子に基づいてマッピングできます。

この手順は、「プロジェクト」ページで実行されます。

	
図1-30に示すように、「プロジェクト」ページで「すべてをリスト」をクリックします。


図1-30 「プロジェクト」ページ

[image: 図1-30の説明が続きます]





図1-31に示すように、プロジェクトのリストがメイン・ペインの上のセクションに表示されます。


図1-31 プロジェクトのリスト

[image: 図1-31の説明が続きます]





	
編集するプロジェクトを選択します。図1-32に示すように、「プロジェクトの詳細」ペインがメイン・ペインの下のセクションに表示されます。


図1-32 「プロジェクトの詳細」ペイン

[image: 図1-32の説明が続きます]





	
「プロジェクトの詳細」ペインで「編集」をクリックします。図1-33に示すように、「プロジェクトの編集」ダイアログが表示されます。


図1-33 「プロジェクトの編集」ダイアログ

[image: 図1-33の説明が続きます]





	
「プロジェクトの編集」ダイアログの関連プロジェクト・セクションで、「編集」をクリックします。図1-34に示すように、プロジェクトの追加/削除ダイアログが表示されます。


図1-34 プロジェクトの追加/削除

[image: 図1-34の説明が続きます]





	
「すべてのプロジェクトをリスト」をクリックします。使用可能なプロジェクト・ウィンドウにリストが表示されます。


	
必要に応じて、追加するプロジェクトを選択し、矢印ボタンを使用して親オブジェクトまたは子プロジェクト・カテゴリ・ウィンドウに移動します。選択したウィンドウにプロジェクトが表示されます。


	
「OK」をクリックして、プロジェクトの追加/削除ダイアログを閉じます。図1-35に示すように、新しいプロジェクト・リレーションシップが「プロジェクトの編集」ダイアログの関連プロジェクト・セクションの適切なリストに表示されます。


図1-35 関連プロジェクト・セクション

[image: 図1-35の説明が続きます]





	
「OK」をクリックして、「プロジェクトの編集」ダイアログを閉じます。図1-36に示すように、新しいプロジェクト・リレーションシップが「アセット詳細」の関連プロジェクト・セクションに表示されます。


図1-36 関連プロジェクト・セクション

[image: 図1-36の説明が続きます]





プロジェクト・リレーションシップは、Oracle Enterprise Repositoryナビゲータにも表示されます。








1.6.8 プロジェクトの削除

Oracle Enterprise Repositoryでプロジェクトを削除するには、Oracle Enterprise Repositoryの「プロジェクト」ページから次の手順を実行します。

	
「すべてをリスト」をクリックするか、削除するプロジェクトを検索します。


	
プロジェクトを削除するには:

	
「検索結果」画面からプロジェクトを削除するには、削除する各プロジェクトの横にあるチェック・ボックスを選択し、「削除」をクリックします。この方法を使用すると、複数のプロジェクトを同時に削除できます。


	
詳細ページからプロジェクトを削除するには、削除するプロジェクトの詳細ページを開き、「削除」をクリックします。














1.7 セッション

セッションによって、管理者はどのユーザーがOracle Enterprise Repositoryにログインしているかを確認でき、必要に応じてユーザー・セッションを停止できます。

	
1.7.1項「セッションの表示」


	
1.7.2項「単一のセッションの削除」


	
1.7.3項「複数のセッションの削除」






1.7.1 セッションの表示

この手順は、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面で実行します。

	
左側のパネルで、「セッション」をクリックします。図1-37に示すように、セッションのリストがメイン・ペインに表示されます。


図1-37 「セッション」ペイン

[image: 図1-37の説明が続きます]












1.7.2 単一のセッションの削除

	
メイン・ペインのリストから、削除するセッションを選択します。セッションの詳細が下のフレームで開きます。


	
セッションの詳細で「削除」ボタンをクリックします。確認ダイアログが表示されます。


	
「OK」をクリックします。セッションが削除されます。









1.7.3 複数のセッションの削除

	
メイン・ペインのセッションのリストで、削除する各セッションを選択します。




	
ヒント:

リストされているすべてのセッションを選択するには、列の上部にあるチェック・ボックスにチェック・マークを入れます。








	
表ヘッダーの「削除」ボタンをクリックします。確認ダイアログが表示されます。


	
「OK」をクリックします。セッションが削除されます。




(削除権限が必要です。1.4項「アクセス設定」を参照してください。)








1.8 タイプ

タイプによって、アセットの構成が定義されます。すべてのアセットには、その属性を定義するタイプが必要です。タイプのXMLを生成することもできます。これは特に、1つのタイプから別のタイプへのマッピング属性が必要となる移行プロセスで使用されます。詳細は、第8章「タイプ・マネージャの使用」を参照してください。






1.9 Oracle Enterprise Repositoryの「診断」ページへのアクセス

Oracle Enterprise Repositoryでは、「診断」ページはデフォルトで無効になっています。http://host_name:port/application_name/diag/index.jspに移動します(host_nameは適切な場所に置き換えます)。

「診断」ページをデフォルト・モードで開くと、次のメッセージが表示されます。

診断ページは現在無効です。Oracle Enterprise Repository管理者に問い合せてください。

「診断」ページを有効にするには、次の手順を実行します。

	
ORACLE_HOME/user_projects/domains/DOMAIN_NAME/bin/に移動します。


	
Oracle Enterprise Repositoryサーバーを起動する前に、setStartupEnv.shまたはsetStartupEnv.cmdを編集します。


	
-DdiagPagesEnabled=trueを、このファイルのEXTRA_JAVA_PROPERITES="${EXTRA_JAVA_PROPERTIES}行に追加します。


	
Oracle Enterprise Repositoryサーバーを再起動します。




必要な場合にのみ有効にし、システムが問題なく稼働するようになったら無効にすることをお薦めします。






1.10 Java Web Startのインストール

Java Web Startは、拡張子がJNLPのファイルを実行するブラウザ・プラグインです。Oracle Enterprise Repositoryのアセット・エディタ、タイプ・マネージャ、ナビゲータ・アプレット、ブラウズ・ツリー・アプレットおよびインポート/エクスポート・ユーティリティを使用するには、クライアントにJava Web Startが必要です。

	
1.10.1項「Java Web Startのダウンロードとインストール」


	
1.10.2項「Java Web Startのトラブルシューティング」


	
1.10.3項「LinuxでのJava Web Startの構成」






1.10.1 Java Web Startのダウンロードとインストール

Java Web Startは、最新バージョンのJDKに含まれています。

このドキュメントが公開された時点では、Oracle Fusion Middleware製品にはJDK 7.0 Update 55以降が必要です。ただし、記載されているように動作保証情報を確認して、必要なJDKのバージョンを常に確認してください。必要なJDKをダウンロードするには、ブラウザを使用して次のURLに移動し、Java SE JDKをダウンロードしてください。

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html






1.10.2 Java Web Startのトラブルシューティング

ブラウザで不明な拡張子を持つファイルが見つかると、多くの場合、アプリケーションを開くときに開くか保存することを求められます。JNLPファイル・タイプのこのアクションを実行するには、「Open」オプションを選択し、$JAVA_HOME/jre/bin/javawsファイルを参照して、適切なオプションを選択します。新しいJREが必要な場合は、1.10.1項「Java Web Startのダウンロードとインストール」の手順に従って最新のJREをインストールします。






1.10.3 LinuxでのJava Web Startの構成

Linuxオペレーティング・システムでJava WebStartを使用する前に、Java WebStartを構成する必要があります。

Java WebStartを構成するには、次の手順を実行します。




	
注意:

Linuxの場合、ブラウザにはいくつかのオプションのみが用意されており、LinuxインストールのデフォルトのブラウザはMozilla Firefoxです。







	
Mozilla Firefoxを閉じます。


	
コンピュータ上でmozillaディレクトリ(例: /usr/lib/mozilla-1.4または/home/<user>/.mozilla)を探します。


	
コマンド・プロンプトを開き、次のようなコマンドを使用してコンピュータ上のmozillaディレクトリに移動します。


cd home/<user>/.mozilla


	
pluginsディレクトリが存在しない場合は、次のコマンドを使用して作成します。


mkdir plugins


	
次のように、Mozillaインストール・ディレクトリの下のpluginsサブディレクトリに移動します。


cd plugins


	
現在のディレクトリで、Java ns7/libjavaplugin_oji.soファイル・タイプへのシンボリック・リンクを作成します。

ln -s /oracle/soa/mwhome_gov/jdk7/jre/plugin/i386/ns7/libjavaplugin_oji.so


	
Mozilla Firefoxを開き、次のリンクをテストします。

http://www.java.com/en/download/help/testvm.xml


	
Mozilla Firefoxで、「Edit」メニューをクリックし、「Preferences」を選択します。「Preferences」ダイアログが表示されます。


	
「Applications」をクリックします。「Application」ページが表示されます。


	
「Search」フィールドに、「JNLP」と入力します。JNLPが表示されます。


	
表示されたJNLPを選択します。「Action」リストがアクティブになります。


	
「Action」リストをクリックして、インストールされている正しいjavaws (例: WLS JDKとともにインストールされたjavawsなど)をポイントするようにします。




	
注意:

ただし、64ビットのLinuxでは、WLSにはJRockitのみが付属しています。プラグインにアクセスするには、64ビットのJDKを手動でダウンロードする必要があります。










	
注意:

アプリケーションをローカルに保存し、<JAVA_HOME>/jre/binにあるjavaws実行可能ファイルを使用して、Java Web Startアプリケーションを実行することもできます。次に例を示します。

<JAVA_HOME>/jre/bin/javaws -verbose /path_to_file/impexp.jnlp
























[bookmark: CHDEEJCH]
2 [bookmark: sthref115]システム設定の概要

[bookmark: OERCG1294]
この章では、Oracle Enterprise Repositoryの管理者が基本操作や特定の機能を構成するために使用するシステム設定について説明します。

この章には、次のセクションがあります。


	
2.1項「システム設定へのアクセス」



	
2.2項「システム設定の検索」



	
2.3項「システム設定プロパティの有効化」



	
2.4項「データベースへの設定の移動」



	
2.5項「Oracle Enterprise Repositoryのシステム設定」



	
2.6項「既知の問題」





[bookmark: BEIDDJHC]

2.1 [bookmark: sthref116]システム設定へのアクセス

システム設定にアクセスするには、次の手順を実行します。


	
Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面のサイドバーにある「システム設定」をクリックします。

[bookmark: sthref117]
図2-1 Oracle Enterprise Repositoryの「システム設定」ページ

[image: 図2-1の説明が続きます]
  



メイン・ペインで「システム設定」セクションが開きます。

システム設定はカテゴリに分けられています。各カテゴリはさらに機能グループに分けられています。

[bookmark: sthref119]
図2-2 機能設定が閉じた状態

[image: 図2-2の説明が続きます]
  




	
プラス・アイコンをクリックして任意のカテゴリまたは機能グループの表示を開きます。



	
マイナス・アイコンをクリックして表示を閉じます。








[bookmark: BEIEAEII]

2.2 [bookmark: sthref121]システム設定の検索

システム設定検索を使用して特定の機能のシステム設定を検索できます。


	
「検索」フィールドに検索語を入力します。関連するカテゴリ・セクションが開き、関連するシステム設定が表示されます。

[bookmark: sthref122]
図2-3 機能設定が開いた状態

[image: 図2-3の説明が続きます]
  




	
「クリア」をクリックして検索結果をクリアします。








[bookmark: BEIDHJJJ]

2.3 [bookmark: sthref124]システム設定プロパティの有効化

Oracle Enterprise Repositoryの一部のオプション機能をアクティブにするためには、特定のプロパティを有効にする必要がある場合があります。これらのプロパティはOracle Supportにより提供されています。


	
必要なシステム設定プロパティを取得します。



	
新しいシステム設定の有効化フィールドにそのシステム設定プロパティを入力します。



	
「有効化」をクリックします。該当するシステム設定カテゴリが下部のペインに開きます。



	
必要に応じて、システム設定プロパティを編集します。



	
完了したら、「保存」をクリックします。








[bookmark: BEICDDJF]

2.4 [bookmark: sthref125]データベースへの設定の移動







	
注意:

このオプションを使用すると、プロパティ・ファイルに格納されているすべてのシステム設定がデータベースに移動されます。このアクションを元に戻すことはできません。










「データベースへの設定の移動」をクリックします。すべてのシステム設定がデータベースに保存されます。これはクラスタ環境用です。クラスタ環境内のすべてのサーバーが1つのシステム設定ソースを持つことになります。




[bookmark: CHDDBEBE]

2.5 [bookmark: sthref126]Oracle Enterprise Repositoryのシステム設定

この項では、Oracle Enterprise Repositoryに用意されているすべてのシステム設定について説明します。

この項には次のトピックが含まれます:


	
2.5.1項「機能設定」



	
2.5.2項「サーバー設定」



	
2.5.3項「エンタープライズ認証設定」



	
2.5.4項「オープンAPI設定」



	
2.5.5項「外部統合設定」



	
2.5.6項「インポート/エクスポートおよびイントロスペクション設定」





[bookmark: BEIEJADB]

2.5.1 [bookmark: sthref127]機能設定

この項には次のトピックが含まれます:


	
2.5.1.1項「一般的なユーザー・インタフェース」



	
2.5.1.2項「検索」



	
2.5.1.3項「アセット詳細のPDF出力」



	
2.5.1.4項「プロジェクトおよびナビゲータ」



	
2.5.1.5項「進行中のアセット」



	
2.5.1.6項「ポリシー管理」



	
2.5.1.7項「通知」



	
2.5.1.8項「アクセス制御」



	
2.5.1.9項「Software File Identification (SFID)」



	
2.5.1.10項「使用 - ダウンロード」



	
2.5.1.11項「カスタム・リンク」



	
2.5.1.12項「レポート」



	
2.5.1.13項「その他」





[bookmark: BEIBDDCA]

2.5.1.1 [bookmark: sthref128]一般的なユーザー・インタフェース

[bookmark: OERCG1000]
プロパティ


	
フルネーム形式


	
enterprise.defaults.fullname.format



	
ユーザー名の表示形式を指定します。名前部分の文字列{prefix}、{first}、{middle}、{suffix}を句読点で句切って任意の順序で指定できます。余分なスペースは切り捨てられます。







	
注意:

この設定を変更した場合はサーバーの再起動が必要です。
















	
表示名フィールド


	
enterprise.defaults.displayname.field



	
リストから選択した項目によって、ユーザーに表示される情報が決まります。選択可能なオプションにより、ユーザーの電子メール・アドレス(emailaddressオプション)、ユーザーのフルネーム(fullnameオプション)、ユーザーのユーザー名(usernameオプション)、ユーザーのフルネームとユーザー名(fullname (username)オプション)、またはユーザーのフルネームとユーザーID (fullname (userid)オプション)が表示されます。







	
注意:

この設定を変更した場合はサーバーの再起動が必要です。
















	
表示名 - フルネームとイニシャル


	
enterprise.defaults.fullname.middleasinitial



	
ユーザーのミドル・ネームを扱う場合は、TrueおよびFalseオプションを使用して、ミドルネームをフルミドルネームで表示するか、イニシャルで表示するかを切り替えます。





図2-4に、Trueを指定した場合の形式を示します。

[bookmark: CHDBFBDI]
図2-4 フルネームとフルミドル・ネーム

[image: 図2-4の説明が続きます]
  



図2-5に、Falseを指定した場合の形式を示します。

[bookmark: CHDBBDFA]
図2-5 フルネームとイニシャル

[image: 図2-5の説明が続きます]
  




	
デフォルトの参照カテゴリ分け


	
cmee.assettab.default-categorization



	
リストから選択した項目によって、「アセット」画面の参照ツリーに表示される初期アセット・カテゴリ分けが決まります。選択可能なカテゴリ分けは、アセット機能、アセット・ライフサイクル・ステージ、ビジネス目標、「分類」、「ドメイン」、エンタープライズ・アーキテクチャ・モデル、「ライン・オブ・ビジネス」、「ソース」、「テクノロジ」、およびツールです。

図2-6に、デフォルトの参照カテゴリ分けとしてアセット機能を選択した場合の結果を示します。

[bookmark: CHDIFFFG]
図2-6 参照ツリー - カテゴリ分けとしてアセット機能を選択した場合

[image: 図2-6の説明が続きます]
  








	
アセット参照ツリーの表示


	
cmee.assettab.browse.visible



	
Trueに切り替えると、アセット・カテゴリ分けでソート可能なアセット参照ツリーが表示されます。Falseに切り替えると、アセット参照ツリーが無効になります。







	
デフォルトの参照タイプ


	
cmee.assettab.default-categorization-show-assettype



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、「アセット」画面の参照ツリーにデフォルトでアセットをタイプ別に表示するかどうかを切り替えます(タイプはデフォルトの参照カテゴリ分けのシステム設定によって決まります)。

図2-7に、このプロパティをTrueに切り替えた場合の結果を示します。

[bookmark: CHDFCAJC]
図2-7 参照ツリー - アセットをタイプ別に表示した場合

[image: 図2-7の説明が続きます]
  








	
リスト・ペイン内のフィールドの最大サイズ


	
cmee.asset.listpane.maxsize



	
リスト・ペイン内のフィールドの最大サイズを指定します。このサイズを超えるフィールドは切り捨てられ、ユーザーがフィールド上にマウスを置いたときにツールチップとして完全なテキストが表示されます。







	
スティッキーなレジストラ・キュー


	
cmee.registrar.stickyqueues



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、選択したアセット・エディタのタブをアセットの参照時にデフォルトで表示するかどうかを切り替えます。


	
True: 各アセットは、前に選択したアセットが表示されていたアセット・エディタのタブに表示されます。



	
False: 各アセットは、デフォルトでアセット・エディタの「概要」タブに表示されます。











	
表のズーム


	
cmee.assettab.multiplegroupelement.force-zoom



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、表要素をそれぞれ独自のウィンドウで開くかどうかを切り替えます。







	
表ヘッダーの繰返し


	
cmee.assettab.multiplegroupelement.show-header-interval



	
テキスト・ボックスに入力される数値により、大きな表で表ヘッダーを繰り返す間隔(行数)が決定されます。


	
図2-8に、このプロパティに値0を割り当てた場合の結果を示します。

[bookmark: CHDJABGB]
図2-8 コスト・カテゴリ - ヘッダーを繰り返さない場合

[image: 図2-8の説明が続きます]
  




	
図2-9に、このプロパティに値2を割り当てた場合の結果を示します。

[bookmark: CHDCEEAI]
図2-9 コスト・カテゴリ - 表ヘッダーを繰り返した場合

[image: 図2-9の説明が続きます]
  












	
リレーションシップを閉じる


	
cmee.assettab.relationships.collapse



	
Trueに切り替えると、アセット詳細ページの関連アセットのリストが閉じます。ユーザーがリストを開くには、リレーションシップ名の左側にある「ズーム」ボタンをクリックする必要があります。







	
すべての詳細のタブ表示


	
cmee.framework.show-as-tabs



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、アセット詳細をデフォルトで表示するかどうかを切り替えます。


	
図2-10に、このプロパティをTrueに設定した場合の結果を示します。

[bookmark: CHDEABFF]
図2-10 アセット詳細ページ - すべての詳細のタブ表示をTrueに設定した場合

[image: 図2-10の説明が続きます]
  




	
図2-11に、このプロパティをFalseに設定した場合の結果を示します。

[bookmark: CHDCGIED]
図2-11 アセット詳細ページ - すべての詳細のタブ表示をFalseに設定した場合

[image: 図2-11の説明が続きます]
  












	
長い日付書式の指定


	
cmee.server.date.format.long.default



	
完全な日付情報を表示するための日付書式を指定します(yyyy-MM-dd HH:mm:ss z)。







	
短い日付書式の指定


	
cmee.server.date.format.short.default



	
省略形の日付情報を表示するための日付書式を指定します(yyyy-MM-dd)。


	
長い日付書式の指定と似ています。











	
システム供給リレーションシップの表示


	
cmee.show-system-supplied-relationships



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、アセット・エディタのタブおよびアセット詳細にシステム供給リレーションシップを表示するかどうかを切り替えます。Falseに設定した場合、システム供給リレーションシップはアセット・エディタの「リレーションシップ」タブおよびアセット詳細には表示されなくなりますが、アセット・エディタのリレーションシップの構成ダイアログには引き続き表示されます。

システム供給リレーションシップは、アセットの更新時により複雑な照合を行うためなどに、Oracle Enterprise Repository内のシステム固有のリレーションシップに使用されます。したがって、システム供給リレーションシップは、ユーザーが作成または削除することも、方向を変更することもできず、常に読取り専用になります。







	
Webツールにおける非アクティブ・アセット・タイプの非表示


	
oracle.gui.assettype.hide.inactive



	
Trueに切り替えると、検索結果で非アクティブ・アセット・タイプが非表示になります。












[bookmark: BEIFFHBC]

2.5.1.2 [bookmark: sthref137]検索

[bookmark: OERCG1016]
プロパティ


	
アセット検索の結果の最大数


	
cmee.search.assets.maxresults



	
テキスト・ボックスに入力される数値により、検索によって返されるアセットの最大数が決定されます。0を入力すると、無制限の数が返されます。







	
検索の保存


	
cmee.asset.registry.saved.searches



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、検索の保存機能を切り替えます。この機能を使用すると、検索基準を保存して再利用できます。

Trueに設定した場合、次の図に示すように、「アセット」画面のサイドバーに「保存済の検索」セクションが表示されます。

[bookmark: sthref138]
図2-12 「保存済の検索」の有効化

[image: 図2-12の説明が続きます]
  








	
索引付きフィールドの検索


	
cmee.search.general.include.indexedfields



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、一般アセット検索で索引付きフィールドを対象とするかどうかを切り替えます。







	
カテゴリ分けの検索


	
cmee.search.general.include.categorizations



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、一般アセット検索でカテゴリ分けを対象とするかどうかを切り替えます。







	
詳細な検索オプションへのカテゴリ分けのデフォルト表示


	
cmee.search.advanced.categorizations.visible



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、詳細な検索オプション・ダイアログにカテゴリ分けツリーをデフォルトで開いた状態で表示するかどうかを切り替えます。





図2-13に、このプロパティをFalseに設定した場合の結果を示します。

[bookmark: CHDEDJIB]
図2-13 詳細な検索オプション - カテゴリ分けツリーを閉じた場合

[image: 図2-13の説明が続きます]
  



図2-14に、このプロパティをTrueに設定した場合の結果を示します。

[bookmark: CHDDBHIA]
図2-14 詳細な検索オプション - カテゴリ分けツリーを開いた場合

[image: 図2-14の説明が続きます]
  




	
特定のフィールドの検索


	
cmee.search.specific.field



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、キーワード・テキスト・ボックスに検索対象フィールドを指定することにより、標準検索で特定のフィールドを検索できるようにするかどうかを切り替えます。

次の図に示すように、文字列description:MyAssetを入力した場合、リポジトリ内のすべてのアセットの「説明」フィールドを対象としてキーワードMyAssetが検索されます。

[bookmark: sthref142]
図2-15 特定のフィールドの検索

[image: 図2-15の説明が続きます]
  








	
空検索の確認


	
cmee.empty.search.confirm



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、ユーザーが空白の文字列を検索する際に警告メッセージを表示するかどうかを切り替えます。

Trueに設定すると、警告メッセージが表示されます。







	
検索のロギング


	
cmee.log.searches



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、検索をロギングするかどうかを切り替えます。キーワード検索の検索基準のみがロギング対象となります。







	
すべての検索のロギング


	
cmee.log.complete.searches



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、すべての検索基準をロギングするかどうかを切り替えます。すべての検索基準がロギング対象となります。







	
ユーザー検索の最小文字数


	
cmee.users.min.text.search



	
テキスト・ボックスに入力される数値により、ユーザー情報を検索するために必要な最小文字数が決定されます。

最小数に満たない文字数でユーザー検索を実行しようとすると、警告メッセージが表示されます。







	
アセンブリ・モデルの表示


	
cmee.assembly.model.visibility



	
このプロパティをTrueに切り替えると、アセンブリ・モデルをフィルタ処理できるようになります。












[bookmark: BEIJFEBA]

2.5.1.3 [bookmark: sthref144]アセット詳細のPDF出力

[bookmark: OERCG1029]
プロパティ


	
デフォルトのアセット・タイプ用XSLTの使用


	
cmee.asset.pdf.xslt.default



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、アセットをPDFにエクスポートするときにデフォルトのアセット・タイプを使用するかどうかを指定します。デフォルトのアセット・タイプが存在しない場合は、エラーが表示されます。







	
PDFアセットのエクスポート先


	
cmee.asset.xml.paths.export-destination



	
テキスト・ボックスに入力されるテキストにより、PDFアセットのエクスポート先が指定されます。







	
PDFアセットのエクスポート先URL


	
cmee.asset.xml.paths.export-destination-url



	
テキスト・ボックスに入力されるテキストにより、PDFアセットのエクスポート先URLが指定されます。







	
PDFアセットのXSLディレクトリ


	
cmee.asset.xml.paths.xsl-source



	
テキスト・ボックスに入力されるテキストにより、PDFアセットのXSLディレクトリが指定されます。







	
PDFアセットの生成済PDFの出力先


	
cmee.asset.xml.paths.out-destination



	
テキスト・ボックスに入力されるテキストにより、PDFアセットの生成済PDFの出力先が指定されます。







	
PDFアセットの生成済PDFの出力先URL


	
cmee.asset.xml.paths.out-destination-url



	
テキスト・ボックスに入力されるテキストにより、PDFアセットの生成済PDFの出力先URLが指定されます。







	
PDFアセットのエクスポート用WebApp URL


	
cmee.asset.xml.paths.webapp-url



	
テキスト・ボックスに入力されるテキストにより、PDFアセットのエクスポート用WebApp URLが指定されます。












[bookmark: BEIIEAIE]

2.5.1.4 [bookmark: sthref145]プロジェクトおよびナビゲータ

[bookmark: OERCG1032]
プロパティ


	
プロジェクトの有効化


	
cmee.projects.enabled



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、複数プロジェクトをサポートするかどうかを切り替えます。







	
ナビゲータおよびプロジェクト階層


	
cmee.projecttool.advanced



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、ナビゲータおよびプロジェクト階層を含む拡張プロジェクト・オプションを使用するかどうかを切り替えます。







	
Microsoft JDKに対するナビゲータ・サポート


	
cmee.navigator.force-msjdk-support



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、MicrosoftのInternet Explorer用アプレット・プラグインと互換性のある代替ナビゲータ・アプレットを使用するかどうかを切り替えます。







	
ユーザー定義プロジェクト


	
cmee.extraction.user-projects.enable



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、アセットの使用/ダウンロード・プロセスでユーザーが即座にプロジェクトを作成できるようにするかどうかを切り替えます。





図2-16に、このプロパティをTrueに設定した場合の結果を示します。

[bookmark: CHDCHBGF]
図2-16 ユーザー定義プロジェクトをTrueに設定した場合の使用/ダウンロード

[image: 図2-16の説明が続きます]
  



図2-17に、このプロパティをFalseに設定した場合の結果を示します。

[bookmark: CHDBEEJB]
図2-17 ユーザー定義プロジェクトをFalseに設定した場合の使用/ダウンロード

[image: 図2-17の説明が続きます]
  




	
ユーザー定義プロジェクト - 接頭辞


	
cmee.extraction.user-projects.prefix



	
プロパティ・テキスト・ボックスに入力されるテキストが、ユーザー定義プロジェクトの接頭辞になります。これはレポート内での視覚的なグループ化に役立ちます。(ユーザー定義プロジェクトの有効化が必要です。)







	
作成するプロジェクト


	
cmee.project.producing.enabled



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、アセットの発行ダイアログに作成するプロジェクト・セクションを表示するかどうかを切り替えます(Oracle Enterprise Repositoryの「アセット」画面でアセットの発行リンクをクリックして標準発行を実行する場合)。





図2-18に、このプロパティをTrueに設定した場合の結果を示します。

[bookmark: CHDBGGBE]
図2-18 アセットの発行 - 作成するプロジェクト・セクションを表示した場合

[image: 図2-18の説明が続きます]
  



図2-19に、このプロパティをFalseに設定した場合の結果を示します。

[bookmark: CHDGBIBF]
図2-19 アセットの発行 - 作成するプロジェクト・セクションを非表示にした場合

[image: 図2-19の説明が続きます]
  




	
拡張プロジェクト・オプション - カテゴリ分け


	
cmee.projecttool.categorizations



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、プロジェクトにカテゴリ分けを割り当てるかどうかを切り替えます。







	
プロジェクトのレポートされたアセット価値の有効化


	
cmee.projecttool.assetvalue.enabled



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、プロジェクトのレポートされたアセット価値のメトリックを使用するかどうかを切り替えます。












[bookmark: BEIFBFHG]

2.5.1.5 [bookmark: sthref150]進行中のアセット

[bookmark: OERCG1041]
プロパティ


	
進行中のアセットの表示


	
cmee.asset.in-progress.visible



	
Trueを選択した場合、アセット・エディタ以外で進行中のアセットを参照できるようになります。












[bookmark: BEICGACE]

2.5.1.6 [bookmark: sthref151]ポリシー管理

[bookmark: OERCG1023]
プロパティ


	
コンプライアンス・テンプレートの有効化


	
cmee.compliance-template.enable



	
コンプライアンス・テンプレート・システムを有効にします。







	
アセット・ポリシーの有効化


	
cmee.asset-policy.enable



	
ポリシー管理システムを有効にします。







	
ポリシー・アサーションを閉じる


	
cmee.asset-policy.collapse.assertions



	
適用されているポリシーをアセット詳細に表示するときにアサーションの表示をデフォルトで閉じます。







	
アセット・ポリシー・リレーションシップ


	
cmee.asset-policy.relationship



	
ポリシーの割当てに使用するシステム内のリレーションシップ・タイプを定義します。双方向、並び順リレーションシップを使用する必要があります。












[bookmark: BEIIADEC]

2.5.1.7 [bookmark: sthref152]通知

[bookmark: OERCG1044]
プロパティ


	
アセット使用通知


	
cmee.extraction.notify-maintainer



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、アセットが使用された場合に、そのアセットに対してリストされている通知アドレスに電子メールが自動的に送信されるようにするかどうかを切り替えます。



	
電子メールの送信時には、次のアルゴリズムを使用して宛先アドレスが決定されます。


	
アセットに通知アドレスがある場合はこれを電子メール宛先として使用します。



	
これが該当しない場合、システム設定cmee.extraction.default.maintainer.emailに値が設定されている場合は、その値を宛先アドレスとして使用します。



	
これらが該当しない場合、発行者ユーザーが存在し、このユーザーに電子メール・アドレスがある場合は、この電子メール・アドレスを使用します。



	
これらが該当しない場合、作成者ユーザーが存在し、このユーザーに電子メール・アドレスがある場合は、この電子メール・アドレスを使用します。



	
これらが該当しない場合、使用に関する通知電子メールを送信しません。











	
アセット使用通知用のデフォルトの電子メール・アドレス


	
cmee.extraction.default.maintainer.email



	
このシステム設定を使用して、システムによって使用に関する通知が送信されるデフォルトの宛先電子メール・アドレスを指定します。







	
システム・レジストラ電子メール


	
cmee.registrar.email



	
自動生成の電子メール・メッセージに使用するレジストラの電子メール・アドレスをテキスト・ボックスに入力します。







	
システム・レジストラ代替通知


	
cmee.registrar.email.enable



	
アセットに通知電子メールが設定されていない場合にシステム・レジストラの電子メール・アドレスに通知電子メールが送信されるようにします。







	
管理者の電子メール・アドレスへのアクセス


	
cmee.security-admin.email



	
ユーザーやアクセスに関連する自動生成の電子メールの送信先となる個人(複数可)の電子メール・アドレスをテキスト・ボックスに入力します。これには、未承認のLDAPユーザーがユーザー・ディレクトリに追加された場合に送信される通知も含まれます。







	
リマインダ電子メールの有効化


	
cmee.extraction.notification.enabled



	
アセット使用やアセット価値のメトリックのステータスの更新を求める電子メールによる通知を有効化します。







	
リマインダ遅延


	
cmee.extraction.initial.delay



	
ユーザーがアセットをダウンロードしてから、「ステータスの更新」フォームへの入力を求めるリマインダを送信するまでの日数を示す数値をテキスト・ボックスに入力します。図2-20を参照してください。

[bookmark: CHDJIIBI]
図2-20 ステータスの更新

[image: 図2-20の説明が続きます]
  








	
リマインダ遅延 - 後続


	
cmee.extraction.subsequent.delay



	
初回の使用ステータス・リマインダ・メッセージを送信してから、後続のリマインダを送信するまでの日数を示す数値をテキスト・ボックスに入力します。












[bookmark: BEIFDGEC]

2.5.1.8 [bookmark: sthref154]アクセス制御

[bookmark: OERCG1048]
プロパティ


	
カスタム・アクセス設定


	
cmee.customaccesssettings.enabled



	
拡張カスタム・アクセス設定を有効にします。







	
アセットに対するカスタム・アクセス設定


	
cmee.customaccesssettings.asset



	
アセットに対する拡張カスタム・アクセス設定を有効にします。







	
ファイルに対するカスタム・アクセス設定


	
cmee.customaccesssettings.file



	
ファイルに対するカスタム・アクセス設定を有効にします。







	
すべての権限の切替え機能


	
cmee.security.gui.toggleall



	
GUIコントロールを有効にし、管理者が一度に1つのロールのすべての権限を切り替えられるようにします。












[bookmark: BEICJBDJ]

2.5.1.9 [bookmark: sthref155]Software File Identification (SFID)

[bookmark: OERCG1051]
プロパティ


	
使用状況の自動検出の有効化


	
cmee.usagedetection.enable



	
SFIDを管理し、可能な使用状況を自動的に検出するための使用状況の自動検出プラグインを有効にします。







	
未認識SFIDの収集の有効化


	
cmee.sfid.harvesting.enable



	
検出されたSFIDがシステムにまだ登録されていない場合にそのSFIDに関する情報が収集されるようにします。












[bookmark: BEIHBFJH]

2.5.1.10 [bookmark: sthref156]使用 - ダウンロード

[bookmark: OERCG1054]
プロパティ


	
アセット使用カスタム・ファイル


	
cmee.extraction.export.filename



	
アセット・ダウンロード・ペインでファイル名を入力してカスタム・アセット・メタデータ・フィールドを保存します。







	
アセット使用カスタム・フィールド・リスト


	
cmee.extraction.exported-custom-field.



	
この固有設定を使用すると、カスタム・アセット使用フィールドを作成できます。











	
注意:

このプロパティは末尾にピリオドが付いています。「検索」フィールドにこのプロパティを入力する際には、プロパティとともにピリオドを入力してください。














[bookmark: OERCG1055]
カスタム使用フィールドの作成


	
新しいシステム設定の有効化ボックスにプロパティ名を入力し、[Enter]を押します。



	
必要に応じて、「追加」をクリックして追加のテキスト・ボックスを開きます。

[bookmark: sthref157]
図2-21 使用 - ダウンロード

[image: 図2-21の説明が続きます]
  




	
追加の各カスタム使用フィールドの名前をそれぞれ対応するテキスト・ボックスに入力します。



	
完了後、「保存」をクリックします。新しいカスタム使用フィールドが使用 - ダウンロード・ダイアログに表示されます。

[bookmark: sthref159]
図2-22 カスタム・フィールドが追加された使用 - ダウンロード

[image: 図2-22の説明が続きます]
  









[bookmark: BEIGGDHI]

2.5.1.11 [bookmark: sthref161]カスタム・リンク

この設定グループを使用すると、Oracle Enterprise Repositoryのメニュー・バーの右側に表示されるカスタム・リンクの構成および表示を制御できます。

[bookmark: OERCG1060]
プロパティ


	
カスタム・リンク1


	
cmee.tool.show-marketplace



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、カスタム・リンク1を表示するかどうかを切り替えます。





[bookmark: sthref162]
図2-23 カスタム・リンク

[image: 図2-23の説明が続きます]
  



[bookmark: sthref164]
図2-24 カスタム・リンク1およびカスタム・リンク2

[image: 図2-24の説明が続きます]
  



(カスタム・リンク1とカスタム・リンク2の両方をTrueに設定した場合を示します)



	
カスタム・リンク1のラベル


	
cmee.tool.marketplace.label



	
テキスト・ボックスに入力されるテキストは、Oracle Enterprise Repositoryのメニュー・バーにカスタム・リンク1のラベルとして表示されます。







	
カスタム・リンク1のURL


	
cmee.tool.marketplace.url



	
カスタム・リンク1のURLを入力します。







	
カスタム・リンク1のターゲット・フレーム


	
cmee.tool.marketplace.target



	
カスタム・リンク1を開くフレームを指定します。







	
カスタム・リンク2


	
cmee.tool.show-marketplace



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、カスタム・リンク2を表示するかどうかを切り替えます。







	
カスタム・リンク2のラベル


	
cmee.tool.marketplace.label



	
テキスト・ボックスに入力されるテキストは、Oracle Enterprise Repositoryのメニュー・バーにカスタム・リンク2のラベルとして表示されます。







	
カスタム・リンク2のURL


	
cmee.tool.marketplace.url



	
カスタム・リンク2のURLを入力します。







	
カスタム・リンク2のターゲット・フレーム


	
cmee.tool.marketplace.target



	
カスタム・リンク2を開くフレームを指定します。







	
カスタム・ヘルプURL


	
cmee.tool.help.url



	
ヘルプ・リンクのカスタムURLを指定します。

注意: Oracle Enterprise Repositoryのヘルプ・ファイルはデフォルトではリモートでホストされています。必要な場合は、ヘルプ・ファイルをローカル環境でホストできます。その場合、ヘルプ・ファイルの場所が反映されるようにこの設定を変更します。












[bookmark: BEIGCHGE]

2.5.1.12 [bookmark: sthref166]レポート

[bookmark: OERCG1065]
プロパティ


	
レポートの有効化


	
oracle.reports.enabled



	
レポート機能を有効にするかどうかを指定します。







	
レポート・サーバーURL


	
oracle.reports.server.url



	
レポート・サーバー・リンクのカスタムURLを指定します。







	
レポート・サーバー・エンドポイントURL


	
oracle.reports.server.endpoint.url



	
レポート・サーバーに対して認証するWebサービス・エンドポイントのカスタムURLを指定します。







	
レポート・サーバー・ユーザー名


	
oracle.reports.server.username



	
レポート・サーバーに対するユーザー名資格証明を指定します。







	
レポート・サーバー・パスワード


	
oracle.reports.server.password



	
レポート・サーバーに対するパスワード資格証明を指定します。







	
レポートのExcel出力の有効化


	
oracle.reports.excel.enable



	
レポートのExcel出力を有効にします。












[bookmark: BEICGCDH]

2.5.1.13 [bookmark: sthref167]その他

[bookmark: OERCG1068]
プロパティ


	
アセット発行のファイル要件


	
cmee.submission.file.required.enable



	
有効にした場合、標準アセット発行を実行するユーザーは、ファイルの場所を示すURLを指定するか、ファイルをアップロードする必要があります。







	
コンシューマ調査


	
cmee.extraction.consumer-survey.enable



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、全アセット使用の調査の更新を表示するかどうかを切り替えます。この調査は、My Stuffページのアセット使用セクションに表示されるアセットを対象としています。

Trueに設定した場合、図2-25に示すように、完全な調査が表示されます。

[bookmark: CHDJABFB]
図2-25 ステータスの更新 - コンシューマ調査プロパティをTrueに設定した場合

[image: 図2-25の説明が続きます]
  



Falseに設定した場合、図2-26に示すように、「ステータス」リストのみが表示されます。

[bookmark: CHDIIDJF]
図2-26 ステータスの更新 - コンシューマ調査プロパティをFalseに設定した場合

[image: 図2-26の説明が続きます]
  








	
デフォルトの使用拒否理由


	
cmee.default.usage.rejection.reason



	
リストを使用して、デフォルトのアセット拒否理由を選択します。My Stuffセクションでのアセット使用ステータスの更新時にアセットが拒否されると、この理由が記録されます。選択可能なオプションは、要件に不適合、テクノロジが未成熟、非互換性、ドキュメントが不十分、法律/ライセンス、「パフォーマンス」、プロジェクトのタイミング、「信頼性」、調査のみ、「リスク」、「スケーラビリティ」、システム・リソース要件、およびユーザビリティです。







	
タイプ・マネージャの有効化


	
cmee.typemanager.enabled



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、タイプ・マネージャを表示するかどうかを切り替えます。

Trueに設定した場合、アセット・エディタでタイプの管理を選択したときにタイプ・マネージャが表示されます。Falseに設定した場合、タイプ・マネージャは表示されません。







	
Microsoft Excelスプレッドシートへのアセットのエクスポート


	
cmee.asset.registry.export.excel



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、アセット詳細情報を外部のMicrosoft Excelスプレッドシートにエクスポートできるようにするかどうかを切り替えます。





Trueに設定した場合、図2-27に示すようにアセット検索結果フレームに「Excelにエクスポート」メニュー選択項目が表示され、アセット詳細にExcelボタンが表示されます。

[bookmark: CHDCIAHH]
図2-27 検索結果内の「Excelにエクスポート」

[image: 図2-27の説明が続きます]
  



このプロパティをFalseに設定した場合、メニュー選択項目およびボタンは表示されません。





[bookmark: OERCG1074]
[bookmark: sthref171]アフィニティ設定

Oracle Enterprise Repositoryのコンテキスト内では、アフィニティは、2つ以上のアセットが同じプロジェクトにデプロイされる場合に生じる条件になります。アフィニティ要素は、この条件を満たす各アセットのアセット詳細に表示され、(デプロイされた)共通のプロジェクトが存在する他のアセットをリストします。

次のアフィニティ・システム設定を使用して、アフィニティ要素とそのコンテンツの特定の動作を決定します。


	
アフィニティしきい値


	
cmee.assettab.affinity.threshold



	
アフィニティ一致件数がこの設定で入力した数値を超えた場合は、アセット詳細でそのアフィニティ要素にすべてのアフィニティ・アセットの表示リンクが表示されます。







	
アフィニティ最小プロジェクト数


	
cmee.assettab.affinity.minimum



	
このフィールドに入力される数値により、アセットをアセット詳細ページの「アフィニティ」セクションに表示するために含める必要がある、プロジェクトの最小数が決定されます。





アセットを使用したプロジェクトの数が指定の数値に満たない場合、アフィニティ要素により、表示基準が満たされなかったことが示されます。










[bookmark: BEICCDAF]

2.5.2 [bookmark: sthref172]サーバー設定

この項には次のトピックが含まれます:


	
2.5.2.1項「一般」



	
2.5.2.2項「サーバー・リソース」



	
2.5.2.3項「電子メール」



	
2.5.2.4項「アップロード領域」



	
2.5.2.5項「監査」



	
2.5.2.6項「キャッシュ」





[bookmark: BEIFBFGF]

2.5.2.1 一般


	
管理ロール


	
enterprise.security.roletype.admin



	
このボックスに入力されるテキストは、Oracle Enterprise Repository内で無制限の管理者権限を持つロールに適用される名前を指定します。







	
アセット・エディタでのアセット説明内の埋込みHTMLの有効化


	
cmee.asseteditor.enable-embedded-html-asset-description



	
Trueに設定した場合、埋込みHTMLをアセットの説明に入力できるようになります。







	
会社名


	
cmee.enterprisetab.homepageselection.enabled



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、ユーザー・ロールまたは部門の割当てに基づいて特定のホームページを割り当てるかどうかを切り替えます。





Trueに設定した場合、ユーザー・ロールまたは部門に基づいて特定のホームページが割り当てられます。Falseに設定した場合、デフォルトのホームページが表示されます。



	
ホームページ選択の有効化


	
cmee.server.companyname



	
会社の名前をテキスト・ボックスに入力します。







	
ホームページ


	
cmee.enterprisetab.homepage



	
デフォルトのURLはデフォルトのOracle Enterprise Repositoryのホームページを指し、メイン・フレーム(右側)に表示されます。





[bookmark: sthref173]
図2-28 デフォルトのOracle Enterprise Repositoryのホームページ

[image: 図2-28の説明が続きます]
  



Oracle Enterprise Repositoryのホームページとして異なるページをロードする必要がある場合は、このURLを変更します。



	
デフォルトの文字エンコーディング


	
cmee.server.defaultencoding



	
システムで使用するデフォルトの文字エンコーディングです(デフォルトではJVMデフォルトが使用されます)。



	
例としては、UTF-8、ISO-8859-1などがあげられます。UTF-16はサポートされていません。







	
カスタム一意要素の有効化


	
cmee.unique-element.enable



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、タイプ用の追加のプラグインを有効にし、デフォルトで使用される名前とバージョンのペアに加えて一意の制約も定義するかどうかを切り替えます。







	
タイプごとの一意の要素


	
cmee.unique-element.per-assettype



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、一意要素プラグインを各タイプに個別に関連付けるかどうかを切り替えます。







	
アセット・エディタでのツリーの自動リフレッシュの無効化


	
cmee.asseteditor.disable-autorefresh-tree



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、ユーザーが「受入れ」、「発行」または「登録」をクリックしたときのツリーの自動リフレッシュを無効にするかどうかを切り替えます。












[bookmark: BEIBBJFC]

2.5.2.2 サーバー・リソース

[bookmark: OERCG1082]
プロパティ


	
データベース接続名


	
enterprise.dbaccess.connectionname



	
データベース接続に割り当てられる名前です。







	
WebApp JSPパス


	
enterprise.server.paths.jsp



	
アプリケーション・サーバー上のJSPの格納場所を指すファイル・パスです。







	
WebAppサーブレット・パス


	
enterprise.server.paths.servlet



	
アプリケーション・サーバー上の製品サーブレットの格納場所を指すファイル・パスです。







	
Webリソース・パス


	
cmee.server.paths.resource



	
Webリソースの格納場所を指すWebサーバー・パスです。







	
Webイメージ・パス


	
cmee.server.paths.image



	
Webサーバー上の製品イメージの格納場所を指すファイル・パスです。この設定には、Webリソース・パスの*imagesサブディレクトリが含まれている必要があります。







	
Web JNLPパス


	
cmee.server.paths.jnlp-tool



	
Webサーバー上のJNLPツールjarの格納場所を指すファイル・パスです。Java Web Startの互換性の問題により、このパスでSSL対応サービスを指すことはできません。







	
WebApp JSPパス


	
cmee.server.paths.jsp



	
アプリケーション・サーバー上のJSPの格納場所を指すファイル・パスです。







	
WebAppサーブレット・パス


	
cmee.server.paths.servlet



	
アプリケーション・サーバー上の製品サーブレットの格納場所を指すファイル・パスです。







	
アセット詳細パス


	
cmee.assettab.asset-detail-page



	
統合によるアセット詳細のロードに使用されるアプリケーション・サーバー・パスです。












[bookmark: BEIGJCAA]

2.5.2.3 電子メール

[bookmark: OERCG1085]
プロパティ


	
配信リストの電子メールの許可


	
cmee.email.cc



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、電子メール配信リスト機能を使用できるようにするかどうかを切り替えます。これにより、ユーザーが配信リストを作成できるようになり、そのリスト内のメンバーは、アセット登録プロセスの一環として送信される特定の電子メール通知にCCとして自動的に追加されます。







	
配信リストでの外部電子メールの許可


	
cmee.email.nonuser.cc



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、ユーザーが配信リストに外部電子メール・アドレスを指定できるようにするかどうかを切り替えます。Trueに設定した場合、配信リストで外部電子メール・アドレスが許可されます。Falseに設定した場合、配信リストは内部のOracle Enterprise Repositoryユーザーのみに制限されます。







	
SMTPサーバー


	
cmee.server.smtp



	
自動生成の電子メール・メッセージに使用されるSMTPサーバーのホスト名またはIPアドレスです。







	
外部電子メール・システムの使用


	
cmee.server.smtp.send-with-cron



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、Oracle Enterprise Repositoryの自動メッセージ用の電子メール・メカニズムを選択します。Trueに設定した場合、外部メカニズムが有効になります。Falseに設定した場合、Oracle Enterprise Repositoryの内部電子メール送信メカニズムが有効になります。

注意: この設定を変更した場合はサーバーの再起動が必要です。







	
電子メール送信間隔


	
cmee.server.smtp.send-interval



	
この設定では、Oracle Enterprise Repositoryの自動電子メール・メッセージの送信間隔を分数で指定します。







	
システム電子メールのHTML送信


	
cmee.server.smtp.send.format-html



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、Oracle Enterprise Repositoryの自動メッセージをHTML形式で送信するか、プレーン・テキスト形式で送信するかを切り替えます。


	
Trueに設定した場合、HTML形式が有効になります。



	
Falseに設定した場合、プレーン・テキスト形式が有効になります。











	
返信先ヘッダー付きのシステム電子メールの送信


	
cmee.server.smtp.send.replyto-required



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、Oracle Enterprise Repositoryの自動メッセージに返信先ヘッダーを含めるかどうかを切り替えます。返信先ヘッダーには送信元アドレスが含まれています。

Trueに設定した場合、返信先ヘッダーが有効になります。







	
通知電子メール・デリミタ


	
cmee.email.delimiter



	
複数の電子メール・アドレスを指定する場合に、デフォルトの電子メール・クライアントで使用される適切なデリミタ(カンマまたはセミコロン)をリストから選択します。(たとえば、Microsoft Outlookではセミコロンが使用されますが、Outlook Expressではカンマが使用されます)。







	
Oracleへの診断電子メールの送信


	
cmee.server.smtp.senddiag



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、内部での情報提供のみを目的としてオラクルに月次の診断電子メールを自動的に送信するかどうかを切り替えます。












[bookmark: BEIGBIDC]

2.5.2.4 アップロード領域

[bookmark: OERCG1088]
プロパティ


	
発行アップロード・ディレクトリ


	
cmee.server.paths.upload



	
HTTPファイル・アップロード・プロセスから直接アプリケーション・サーバー上にファイルをアップロードするために、ローカルで参照されるオペレーティング・システム・パスを定義します。このプロパティにより、次の機能が有効になります。


	
アセットの発行フォームの今すぐ添付ファイルを追加オプションが有効になります。(発行プロセスでアセットにファイルを添付する場合に必要です。)



	
アセット・エディタのアップロードされた発行ファイル・オプションが有効になります。











	
レジストラ発行アップロード・パス


	
cmee.server.paths.upload-registrar



	
アセット・エディタによるファイル参照が有効になります(オプション)。


	
パス(UNCによってホストされる場合)には、Windows OSまたはSamba/Sharityが必要です。



	
アセット・エディタのアップロードされた発行ファイルで「参照」ボタンの表示が有効になります。











	
発行アップロード用のアーティファクト・ストア


	
cmee.server.paths.upload-repository



	
構成済アーティファクト・ストアを設定して、発行されたファイルへの直接的なパブリック・アクセスを許可します。このプロパティは、アセット・エディタでの発行済ファイルの1ステップ受入れに使用されます。このプロパティを設定すると、次のようになります。


	
使用およびダウンロード可能なアセット・ファイルが表示されます。



	
アセット・エディタのアップロードされた発行ファイル・セクションに「受入れ」ボタンが表示されます。
















[bookmark: BEIFJDCJ]

2.5.2.5 監査

[bookmark: OERCG1093]
プロパティ


	
アセット保存エクスポート・ファイル名


	
cmee.asset.logging.filenamep



	
テキスト・ボックスに入力されるテキストにより、アセット・データの保存時に常に使用するファイル名が指定されます(アーカイブおよび監査用)。







	
アセット保存エクスポートのエラーによる失敗


	
cmee.asset.logging.failonerror



	
Trueオプションを選択した場合、なんらかの理由でアセット・エクスポート・ファイル名に書き込めない場合に監査の保存が中止されます。












[bookmark: BEIHDJGE]

2.5.2.6 キャッシュ

[bookmark: OERCG1096]
プロパティ


	
起動時のアセット・キャッシュの事前ロード


	
cmee.assets.preload.at-startup



	
Trueオプションを選択した場合、アプリケーション・サーバーの起動時にアセット・キャッシュが事前ロードされます。

Trueに設定した場合、アセット・キャッシュが事前ロードされます。







	
別スレッドとしてのアセット・キャッシュの事前ロード


	
cmee.assets.preload.as-seperate-thread



	
Trueオプションを選択した場合、アプリケーション・サーバーの起動時に事前ロードされたアセット・キャッシュが別スレッドとして扱われます。














[bookmark: BEIDGCBG]

2.5.3 [bookmark: sthref175]エンタープライズ認証設定

この項には次のトピックが含まれます:


	
2.5.3.1項「一般」



	
2.5.3.2項「認証トークン」



	
2.5.3.3項「パスワード設定」



	
2.5.3.4項「プラグイン・ログイン設定」



	
2.5.3.5項「LDAPおよびActive Directory設定」



	
2.5.3.6項「シングル・サインオン(SSO)設定」



	
2.5.3.7項「コンテナ・ログイン設定」





[bookmark: BEIHBIBF]

2.5.3.1 一般

[bookmark: OERCG13762]
プロパティ


	
非承認ユーザーのログイン


	
enterprise.security.unapproveduser.allowlogin



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、非承認ユーザーがシステムにログインできるようにするかどうかを切り替えます。これは、LDAPまたはコンテナ管理の認証を使用する場合に役立ちます。







	
ログイン・ポップアップの表示


	
enterprise.security.showloginpopup



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、Oracle Enterprise Repositoryのログイン・ダイアログをデフォルトで表示するかどうかを切り替えます。このダイアログによりユーザーを識別し、ログイン情報を表示します。







	
失敗したログイン試行の最大回数


	
enterprise.security.loginattempt.max



	
テキスト・ボックスに入力される数値エントリにより、ユーザーのロックアウト基準となる、失敗したログイン試行の最大回数が決定されます。0以下の値を入力した場合、ロックアウトは無効になります。図2-29に、ロックアウトされていることをユーザーに通知するメッセージを示します。

[bookmark: CHDEABDB]
図2-29 Oracle Enterprise Repositoryのログイン・ページ -- ユーザーのロックアウト

[image: 図2-29の説明が続きます]
  








	
ユーザー当たりの同時ログイン数


	
enterprise.security.concurrentuser.max



	
テキスト・ボックスに入力される数値により、ユーザー当たりに許可される最大同時ログイン数が決定されます。0以下の値を入力した場合、同時ユーザー・ログイン数は無限になります。







	
猶予期間ログイン


	
enterprise.security.password.expiration.gracelogins



	
テキスト・ボックスに入力される数値により、パスワードの有効期限が切れたユーザーに対してログインを許可する回数が決定されます。







	
LDAPログインの有効化


	
enterprise.authentication.ldap.enabled



	
認証用にLDAPログイン・モジュールを有効にします。







	
コンテナ・ログインの有効化


	
enterprise.authentication.container.enabled



	
認証用にコンテナ・ログイン・モジュールを有効にします。







	
コンテナ・ロールの同期


	
enterprise.authentication.container.synchroles.enabled



	
Trueオプションを選択した場合、コンテナ・ロールの同期が有効になります。







	
拡張コンテナ・ログインの有効化


	
enterprise.authentication.advancedcontainer.enabled



	
Trueオプションを選択した場合、認証用に拡張コンテナ・ログイン・モジュールが有効になります。







	
デフォルトの電子メール接尾辞


	
enterprise.defaults.email.suffix



	
デフォルトの電子メール・アドレスを決定するためにユーザー名に追加される接尾辞です。







	
新規非承認ユーザーに関する通知


	
cmee.new.unapproved.users.notify



	
TrueおよびFalseオプションを使用して、LDAP、Java EEコンテナなどの外部認証を介して新規ユーザーが作成された場合に、セキュリティ管理者に自動的に電子メールを送信するかどうかを切り替えます。
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2.5.3.2 認証トークン

[bookmark: OERCG13763]
プロパティ


	
認証トークンの有効期限


	
enterprise.defaults.authtokens.expiration.value



	
テキスト・ボックスに入力される数値により、認証トークンを有効期限切れおよびパージ対象として扱うまでの期間が決定されます(単位は、認証トークンの有効期限の単位メニュー選択項目で決定されます)。







	
認証トークンの有効期限の単位


	
enterprise.defaults.authtokens.expiration.period



	
リストを使用して、認証トークンの有効期限設定と一緒に使用する時間単位を選択します。選択可能なオプションは、「分」、「時間」および「日」です。







	
有効期限切れ認証トークンのパージ頻度


	
enterprise.defaults.authtokens.purgefrequency.value



	
テキスト・ボックスに入力される数値により、有効期限切れ認証トークンのパージ間隔が決定されます(単位は、有効期限切れ認証トークンのパージ頻度の単位メニュー選択項目で決定されます)。







	
有効期限切れ認証トークンのパージ頻度の単位


	
enterprise.defaults.authtokens.purgefrequency.period



	
リストを使用して、有効期限切れ認証トークンのパージ頻度設定と一緒に使用する時間単位を選択します。
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2.5.3.3 パスワード設定

[bookmark: OERCG13764]
プロパティ


	
パスワード - 最小長


	
enterprise.security.password.composition.minimumlength



	
テキスト・ボックスに入力される数値により、有効なパスワードを作成するために必要な最小文字数が決定されます。

注意: この設定は、管理ロールを持つ個人によって作成されたパスワードには適用されません。







	
パスワード - アルファベット必須


	
enterprise.security.password.composition.require.alpha



	
Trueオプションを選択した場合、アルファベットが1文字以上含まれていることがパスワード要件として設定されます。

注意: この設定は、管理ロールを持つ個人によって作成されたパスワードには適用されません。







	
パスワード - 数字必須


	
enterprise.security.password.composition.require.numeric



	
Trueオプションを選択した場合、数字が1文字以上含まれていることがパスワード要件として設定されます。

注意: この設定は、管理ロールを持つ個人によって作成されたパスワードには適用されません。







	
パスワード - 特殊文字必須


	
enterprise.security.password.composition.require.special



	
Trueオプションを選択した場合、特殊文字が1文字以上含まれていることがパスワード要件として設定されます。パスワードに使用可能な特殊文字のリストは次のとおりです。

` ~ ! @ # $ % ^ & * ( ) - _ = + [ { ] } \ \ | ; : ' \ " , < . > / ?

注意: この設定は、管理ロールを持つ個人によって作成されたパスワードには適用されません。







	
パスワードの有効期限


	
enterprise.security.password.expiration.days



	
テキスト・ボックスに入力される数値により、パスワードの有効期限までの日数が決定されます。

0以下の値を入力した場合、パスワードの有効期限は無効になります。







	
パスワード履歴の追跡


	
enterprise.security.password.history.count



	
テキスト・ボックスに入力される数値により、システムに記憶される旧パスワードの数が決定されます。パスワード履歴はパスワードの再利用を防止するために使用されます。







	
パスワード履歴 - 最小追跡期間


	
enterprise.security.password.history.minagehours



	
テキスト・ボックスに入力される数値により、現行パスワードのパスワード履歴への追加が許可されるまでの最小時間数が決定されます。この機能は、パスワードを何度も変更してパスワード履歴を逃れようとする行為を防止するのに役立ちます。












[bookmark: BEIGJIAF]

2.5.3.4 プラグイン・ログイン設定

[bookmark: OERCG13765]
プロパティ


	
プラグイン・ログイン・モジュール・クラス名


	
enterprise.loginmodules.pluggableloginmodule.classname



	
テキスト・ボックスに入力されるテキストにより、プラグイン・ログイン・モジュールのクラス名が指定されます。

必要に応じて、「+追加」をクリックして、別のプラグイン・ログイン・モジュールのクラス名を追加します。







	
プラグイン・ログイン・モジュール表示名


	
enterprise.loginmodules.pluggableloginmodule.displayname



	
テキスト・ボックスに入力されるテキストは、プラグイン・ログイン・モジュールの表示名として表示されます。

必要に応じて、「+追加」をクリックして、別のプラグイン・モジュールの表示名を追加します。







	
プラグイン・ログイン・モジュール


	
enterprise.loginmodules.pluggableloginmodule.enabled



	
プラグイン・ログイン・モジュールを有効にするには、テキスト・ボックスにtrueと入力します。

必要に応じて、「+追加」をクリックして、別のプラグイン・モジュールを追加して有効または無効にします。







	
プラグイン・ログイン・モジュール - 内部チェック


	
enterprise.loginmodules.pluggableloginmodule.internalchecking



	
構成済のプラグイン・ログイン・モジュールに対してパスワードの有効期限と猶予期間ログインの内部チェックを有効にするには、trueと入力します。

LDAPベース、SSOベース、コンテナ管理またはその他の外部ログイン・モジュールを使用して、これらのタイプのチェックを外部認証システムに委任するには、テキスト・ボックスにfalseと入力します。

必要に応じて、「+追加」をクリックして、別のプラグイン・モジュールを追加してその内部チェックを有効または無効にします。












[bookmark: BEIJCGEH]

2.5.3.5 LDAPおよびActive Directory設定

[bookmark: OERCG13766]
プロパティ


	
LDAPサーバーのホスト名


	
ldap.host



	
LDAPサーバーのホスト名を入力します。これは必須フィールドです。







	
LDAPサーバーのポート番号


	
ldap.port



	
LDAPサーバー・ポート番号を入力します。デフォルト値は389です。これはオプションのフィールドです。







	
LDAPマスク


	
ldap.mask



	
LDAPマスクとして認証バインドまたは検索基準のいずれかを入力します。これは必須フィールドです。







	
非承認ユーザー・アカウントの作成


	
ldap.allow-user-creation



	
trueを選択した場合、非承認ユーザー・アカウントを作成できるようになります。デフォルト値はtrueです。これはオプションのフィールドです。







	
ユーザーへのデフォルト・ロールの割当て


	
ldap.assign-default-roles



	
trueを選択した場合、ユーザーにデフォルト・ロールが割り当てられます。







	
欠落したロールの自動作成


	
ldap.auto-create-missing-roles



	
trueを選択した場合、欠落したロールの自動作成が有効になります。







	
欠落した部門の自動作成


	
ldap.auto-create-missing-depts



	
trueを選択した場合、欠落した部門の自動作成が有効になります。







	
LDAPバージョン


	
ldap.version



	
使用されるLDAPバージョン(2または3のいずれか)です。デフォルト値は2です。これはオプションのフィールドです。







	
管理者アカウントの識別名


	
ldap.bindDN



	
管理者アカウントの識別名です。これはオプションのフィールドです。







	
管理者アカウントのパスワード


	
ldap.bindPassword



	
管理者アカウントのパスワード。これはオプションのフィールドです。







	
SSL接続の使用


	
ldap.ssl.enabled



	
LDAPへのSSL接続を有効にします。デフォルトはfalseです。







	
参照の追跡


	
ldap.follow-referrals



	
trueの場合、参照を追跡します。







	
管理アカウントを使用したデータの取得


	
ldap.retrieve-data-as-admin



	
trueの場合、バインドDNを設定する必要があります。デフォルトはfalseです。







	
検索開始場所


	
ldap.baseDN



	
検索の開始位置です。検索を定義するためにldap.maskおよびldap.scopeと一緒に使用します。これはオプションのフィールドです。







	
検索範囲


	
ldap.scope



	
検索範囲を指定します。これはオプションのフィールドです。







	
検索されたエントリを識別する属性名


	
ldap.uniqueIDAttrib



	
識別名を使用する方法以外で検出エントリを識別する属性名です。指定しなかった場合は、uidがデフォルトで使用されます。これは必須フィールドです。







	
検索されたエントリの電子メールの属性名


	
ldap.emailAttrib



	
検出エントリの電子メールの属性名です。これはオプションのフィールドです。







	
検索されたエントリの名の属性名


	
ldap.givennameAttrib



	
検出エントリの名の属性名です。これはオプションのフィールドです。







	
検索されたエントリのミドル・ネームの属性名


	
ldap.middlenameAttrib



	
検出エントリのミドル・ネームの属性名です。これはオプションのフィールドです。







	
検索されたエントリの姓の属性名


	
ldap.surnameAttrib



	
検出エントリの姓の属性名です。これはオプションのフィールドです。







	
検索されたエントリの電話番号の属性名


	
ldap.telephoneAttrib



	
検出エントリの電話番号の属性名です。これはオプションのフィールドです。







	
LDAPの部門の使用


	
ldap.enable-synch-depts



	
trueの場合、ログイン時にLDAPからユーザー部門を取得します。







	
部門属性


	
ldap.deptAttrib



	
検出エントリの部門の属性名です。







	
LDAPのロールの使用


	
ldap.enable-synch-roles



	
trueの場合、ログイン時にLDAPからユーザー・ロールを取得します。







	
ロール属性


	
ldap.rbac.roleAttrib



	
検出エントリのロールの属性名です。







	
第2レベルの参照属性


	
ldap.redirectDnAttrib



	
ユーザー情報を取得する2次レベル参照を識別する属性です。dn(識別名)である必要があります。これはオプションのフィールドです。







	
ブリッジのクラス名


	
ldap.bridge.classname



	
このフィールドは必須です。このプロパティのテキストは、使用するブリッジのクラス名を表します。
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2.5.3.6 シングル・サインオン(SSO)設定

[bookmark: OERCG13767]
プロパティ


	
ユーザー名のヘッダー名


	
enterprise.container.auth.username



	
テキスト・フィールドに入力される値は、ユーザーのユーザー名を含むヘッダーの名前を表します。







	
名のヘッダー名


	
enterprise.container.auth.firstname



	
テキスト・フィールドに入力される値は、ユーザーの名を含むヘッダーの名前を表します。







	
ミドル・ネームのヘッダー名


	
enterprise.container.auth.middlename



	
テキスト・フィールドに入力される値は、ユーザーのミドルネームを含むヘッダーの名前を表します。







	
姓のヘッダー名


	
enterprise.container.auth.lastname



	
テキスト・フィールドに入力される値は、ユーザーの姓を含むヘッダーの名前を表します。







	
ステータスのヘッダー名


	
enterprise.container.auth.status



	
テキスト・フィールドに入力される値は、ユーザーのステータスを含むヘッダーの名前を表します。







	
電子メールのヘッダー名


	
enterprise.container.auth.email



	
テキスト・フィールドに入力される値は、ユーザーの電子メールを含むヘッダーの名前を表します。







	
電話のヘッダー名


	
enterprise.container.auth.phone



	
テキスト・フィールドに入力される値は、ユーザーの電話番号を含むヘッダーの名前を表します。







	
ロールのヘッダー名


	
enterprise.container.auth.roles



	
テキスト・フィールドに入力される値は、ユーザーのロールを含むヘッダーの名前を表します。







	
部門のヘッダー名


	
enterprise.container.auth.depts



	
テキスト・フィールドに入力される値は、ユーザーの部門を含むヘッダーの名前を表します。







	
コンテナで渡される部門の使用


	
enterprise.container.auth.enable-synch-depts



	
Trueオプションを選択した場合、ユーザー部門がコンテナから取得されます。







	
単一ヘッダー内で渡される部門


	
enterprise.container.auth.depts-single-header



	
Trueオプションを選択した場合、複数の部門が単一ヘッダーで渡されます。







	
部門デリミタ


	
enterprise.container.auth.depts-delimiter



	
テキスト・フィールドに入力される値は、部門名を区切るデリミタを表します。







	
コンテナで渡されるロールの使用


	
enterprise.container.auth.enable-synch-roles



	
Trueオプションを選択した場合、ユーザー・ロールがコンテナから取得されます。







	
単一ヘッダー内で渡されるロール


	
enterprise.container.auth.roles-single-header



	
Trueオプションを選択した場合、複数のロールが単一ヘッダーで渡されます。







	
ロール・デリミタ


	
enterprise.container.auth.roles-delimiter



	
テキスト・フィールドに入力される値は、ロール名を区切るデリミタを表します。







	
ユーザーへのデフォルト・ロールの割当て


	
enterprise.container.auth.assign-default-roles



	
Trueオプションを選択した場合、ユーザーにデフォルト・ロールが割り当てられます。







	
欠落したロールの自動作成


	
enterprise.container.auth.auto-create-missing-roles



	
Trueオプションを選択した場合、欠落したロールが自動的に作成されます。







	
欠落した部門の自動作成


	
enterprise.container.auth.auto-create-missing-depts



	
Trueオプションを選択した場合、欠落した部門が自動的に作成されます。







	
すべてのCookieを渡す - JWS


	
cmee.jws.pass-all-cookies



	
Trueオプションを選択した場合、ユーザーのブラウザに現在保存されているすべてのCookieがアセット・エディタ用のJava Web Startに渡されます。







	
認可ヘッダーの抑制 - JWS


	
cmee.jws.suppress-authorization-header



	
Trueオプションを選択した場合、JWSによって起動されたユーティリティによる認可ヘッダーの伝播が抑制されます。
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2.5.3.7 コンテナ・ログイン設定

[bookmark: OERCG13768]
プロパティ


	
フォールバック認証


	
enterprise.loginmodules.fallbackauthentication



	
フォールバック認証を有効にします。







	
コンテナ・ログイン・モジュール・クラス名


	
enterprise.loginmodules.containerloginmodule.classname



	
テキスト・ボックスに入力されるテキストにより、コンテナ・ログイン・モジュールのクラス名が指定されます。







	
コンテナ・ログイン・モジュール表示名


	
enterprise.loginmodules.containerloginmodule.displayname



	
テキスト・ボックスに入力されるテキストは、コンテナ・ログイン・モジュールの表示名として表示されます。







	
コンテナ・ログイン・モジュール


	
enterprise.loginmodules.containerloginmodule.enabled



	
Trueオプションを選択した場合、コンテナ・ログイン・モジュールが有効になります。







	
コンテナ・ログイン・モジュール - 内部チェック


	
enterprise.loginmodules.containerloginmodule.internalchecking



	
Trueオプションを選択した場合、コンテナ・ログイン・モジュールの内部チェックが有効になります。
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2.5.4 オープンAPI設定

この項では、次のオープンAPI設定について説明します。

[bookmark: sthref177]
2.5.4.1 [bookmark: sthref178]オープンAPI

[bookmark: OERCG1222]
プロパティ


	
オープンAPI


	
cmee.extframework.enabled



	
オープンAPIを有効にします。







	
オープンAPI - 最大アセット数


	
cmee.extframework.assets.max



	
オープンAPIを使用した問合せによって返されるアセットの最大数です。







	
オープンAPI - 最大プロジェクト数


	
cmee.extframework.projects.max



	
オープンAPIを使用した問合せによって返されるプロジェクトの最大数です。







	
オープンAPI - 最大ユーザー数


	
cmee.extframework.users.max



	
オープンAPIを使用した問合せによって返されるユーザーの最大数です。







	
オープンAPI - 一時エクスポート・ファイルの場所


	
cmee.extframework.export.tempfile



	
一時エクスポート・ファイルのパスです。







	
REXAPI SSLトラストストア


	
rexapi.ssl.trustStore



	
REX APIでSSL接続を確立するために使用される信頼できるキーストアのパスです。







	
REXAPI SSLトラストストア・パスワード


	
rexapi.ssl.trustStorePassword



	
REX APIでSSL接続を確立するために使用される信頼できるキーストアのパスワードです。







	
REXAPI SSLキーストア


	
rexapi.ssl.keyStore



	
REX APIでSSL接続を確立するために使用されるキーストアのパスです。







	
REXAPI SSLキーストア・パスワード


	
rexapi.ssl.keyStorePassword



	
REX APIでSSL接続を確立するために使用されるキーストアのパスワードです。















	
注意:

REXオープンAPIの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Enterprise Repository開発者ガイド』のRepository Extensibility Framework Oracle Enterprise Repositoryのカスタマイズ







3 Oracle Enterprise Repositoryのカスタマイズ


この章では、組織のOracle Enterprise Repositoryのホームページおよびその他のインタフェースのカスタマイズについて説明します。

この章には、次のセクションがあります。

	
3.1項「概要」


	
3.2項「Oracle Enterprise Repositoryの再ブランド設定」


	
3.3項「ロール/部門ベースのホームページ表示」


	
3.4項「Oracle Enterprise Repositoryソリューション・パックのインストール」






3.1 概要

組織は、Oracle Enterprise Repositoryのルック・アンド・フィールをカスタマイズできます。Oracle Enterprise Repositoryのカラー・パレットを変更できます。加えて、Oracle Enterprise Repositoryのホームページをロール別または部門別にカスタマイズできます。これにより、組織はガバナンスおよび特定のアセットをOracle Enterprise Repositoryユーザーのサブセットにプロモートできます。

Oracle Enterprise Repositoryのホームページにアクセスし、会社のロゴや会社固有の情報を使用してカスタマイズできます。この項には次のトピックが含まれます:

	
3.1.1項「Oracle Enterprise Repositoryのホームページへのアクセス」


	
3.1.2項「Oracle Enterprise Repositoryのホームページのカスタマイズ」






3.1.1 Oracle Enterprise Repositoryのホームページへのアクセス

Oracle Enterprise Repositoryのホームページにアクセスするには、次の手順を実行します。

	
Oracle Enterprise Repositoryをインストールしたhttp://<host>:<port>/<oer_instance_name>にログインします。または、http://<host>:<port>:/<oer-app-name>にログインすることもできます。


	
ログイン画面で、「ユーザー名」ボックスと「パスワード」ボックスに適切な情報を入力します。


	
「ログイン」をクリックします。ログイン・ステータス・ダイアログに、ようこそメッセージが表示され、ログインの日時が示されます。


	
ログイン・ステータス・ダイアログで、「閉じる」をクリックします。

Oracle Enterprise Repositoryのホームページが表示されます。







	
注意:

OERインストールがファイアウォールで保護されている場合、OERのホームページを表示するには、ブラウザでプロキシを設定する必要がある場合があります。












3.1.2 Oracle Enterprise Repositoryのホームページのカスタマイズ

Oracle Enterprise Repositoryのホームページを会社のロゴや会社固有の情報を使用してカスタマイズするには、次の手順を実行します。

	
Oracle Enterprise Repositoryのホームページにログインします。


	
cmee.enterprisetab.homepage設定を任意のWebサイトに設定します。デフォルトでは、このシステム設定はhttp://localhost:8080/oer/custom/home.jspに設定されています。


	
または、Webページを作成してOracle Enterprise RepositoryインストールのCustomディレクトリに追加することもできます。Customディレクトリのパスは、Oracle Enterprise Repositoryがインストールされているアプリケーション・サーバーによって異なります。











3.2 Oracle Enterprise Repositoryの再ブランド設定

この項では、Oracle Enterprise Repositoryを再ブランド設定する方法およびOracle Enterprise Repositoryでスキンをカスタマイズする方法について説明します。内容は次のとおりです。

	
3.2.1項「CSSからの開始」


	
3.2.2項「スキンのカスタマイズ」






3.2.1 CSSからの開始

Oracle Enterprise Repositoryでは、アプリケーションの色およびその他の視覚的な側面を制御するために編集できるCSS (カスケード・スタイルシート)が使用されます。Oracle Enterprise Repositoryは、大部分がニュートラルのカラー・パレット上に構築されており、単一色を中心にブランド設定されます。図3-1に示すように、CSSから色や書体を編集できます。


図3-1 カスケード・スタイルシート

[image: 図3-1の説明が続きます]





Oracle Enterprise Repositoryには、次のスキンが用意されています。

	
青 -- #0066CC


	
緑 -- #669933


	
ニュートラル -- #999999




Oracle Enterprise Repositoryには、デフォルトとしてOracleスキンが用意されています。

スキンには次の色も含まれています。

	
白 -- #FFFFFF


	
灰色 -- #EEEEEE









3.2.2 スキンのカスタマイズ

この項では、Oracle Enterprise Repositoryでスキンをカスタマイズする方法について説明します。内容は次のとおりです。

	
3.2.2.1項「スキンの選択」


	
第3.2.2.2項「スキンの作成」


	
3.2.2.3項「イメージ」


	
3.2.2.4項「カスタム・スキンのアクティブ化」


	
3.2.2.5項「Oracleが提供するカスタム・スキンのOracle Enterprise Repositoryへのインストール」


	
3.2.2.6項「ディレクトリ構造の使用」






3.2.2.1 スキンの選択

Oracle Enterprise RepositoryにはデフォルトとしてOracleスキンが用意されていますが、アクティブ・スキンを変更できます。スキンを制御するファイルは、WEB-INF/classes/skin.propertiesファイルです。skin.propertiesファイルで、使用するスキンについてskin.name.orgプロパティをgreen、blueまたはneutralに変更し、サーバーを再起動するとアプリケーションの新しいカラー・パレットが表示されます。






3.2.2.2 スキンの作成

Oracle Enterprise Repository用に独自のカスタム・スキンを作成する場合は、そのスキン用の新しいフォルダを作成してskinsフォルダに追加する必要があります。既存のスキン・フォルダをコピーして名前を変更する方法をお薦めします。Oracleでは、Oracle Enterprise Repositoryのインタフェースを単一色を中心に設計しています。推奨されるベスト・プラクティスは、新しいスキンのカラー・パレットを、Oracle Enterprise Repositoryで用意されているデフォルトのパレットと同様の中間色調の範囲にすることです。

CSSを新しい色で更新するには、置換対象の色の16進数を検索し、置換します。たとえば、青のスキンをコピーした場合は、0066CCを新しい色に置き換えます。これをsettings.cssファイルとstyle.cssファイルに対して行います。次のCSSファイルが<OER_home>/applications/oer/oer-web/skins/blueディレクトリにあります。

	
settings.css


	
style.css


	
tabs.css (このファイルは無視します)


	
tree.css (このファイルは無視します)









3.2.2.3 イメージ

デフォルトのイメージを更新することで、再ブランド設定を完了できます。イメージは2つの異なる場所に格納されますが、パスは同じに見えます。ベスト・プラクティスとして、新しいイメージは置換対象のイメージと同じサイズ(幅と高さ)にします。次のイメージが<OER_home>/applications/oer/oer/oer-web/skins/blue/images/menuディレクトリにあります。

	
smalllogo.gif (271 X 21)


	
wave.jpg (306 X 31)


	
oracleicon.gif (68 X 51)


	
logo.gif (414 X 28)


	
menuLogo.jpg (423 X 54)


	
login_splash.jpg (338 X 508)

"skins"フォルダのこの場所には、デフォルトのoracleを含むすべてのカラー・スキンがあります。フォルダには、すべての.cssおよび他のフォルダもあります。









3.2.2.4 カスタム・スキンのアクティブ化

ここまでの手順を完了すると、skinsフォルダのデフォルトのスキンのいずれかに非常によく似たカスタム・スキンが作成されます。最後の手順では、新しいスキンの新しいskin.propertiesファイルを作成します。これを行うには、既存のskin.propertiesファイルをコピーして編集します。このプロパティ・ファイルには、編集が必要な2つの項目(名前および色の値)があります。

	
行skin.name.org=blueで、blueを新しいスキンの名前に置き換えます。


	
16進の色の値を、新しいスキンのパレット内の色の値に置き換えます。




これらの変更を行った後、サーバーを再起動することで新しいスキンがアクティブになります。






3.2.2.5 Oracleが提供するカスタム・スキンのOracle Enterprise Repositoryへのインストール

Oracleが提供するカスタム・スキンをインストールするには、次の手順を実行します。

	
OTNからカスタム・スキンのZIPファイルを入手します。


	
ZIPファイルの内容を一時ディレクトリに抽出します。ZIPファイル内のファイルのそれぞれのディレクトリ・パスを保持するよう注意してください。


	
Oracle Enterprise Repositoryの既存の<FMW_home>/user_projects/domains/oer/config-oer/skin.propertiesファイルのバックアップ・コピーを作成します。


	
新しいskin.propertiesファイルを、カスタム・スキンのZIPアーカイブから<FMW_home>/user_projects/domains/oer/config-oer/ディレクトリにコピーします。


	
イメージとCSSファイルを含む抽出カスタム・スキン・ディレクトリを、<OER_home>/applications/oer/oer/oer-web/skins/ディレクトリに移動します。skin.propertiesファイルは、スキンのリソースを検索するためにこのディレクトリを指します。


	
アプリケーション・サーバーを再起動して変更を適用します。









3.2.2.6 ディレクトリ構造の使用

この項では、スキンを作成するためにディレクトリ構造を使用する方法について説明します。内容は次のとおりです。

	
「スキンの新規作成」


	
「カスタム・タグ・ライブラリの使用」


	
「skintagsライブラリのタグの使用」


	
「css」


	
「image」





スキンの新規作成

新しいスキンを作成するには、次の手順を実行します。

	
/skinsの下にyour_skins_folderを作成します。


	
必要に応じて、CSSおよびイメージを変更します。


	
エントリskins.org.nameがyour_skins_folderを反映するようにskins.propertiesファイルを編集します。


	
アプリケーション・サーバーを再起動します。




次の例に示すような命名規則に従う必要があります。


/skins/your_skins/folder/style.css
/skins/your_skins/folder/images/logo.gif
/skins/your_skins/folder/buttons/all_the_buttons
/skins/your_skins/folder/icons/the_other_icons



カスタム・タグ・ライブラリの使用

CSSおよびイメージの参照が適切な/skinsフォルダを指すように、skintagsカスタム・タグ・ライブラリが使用されます。現在は、cssおよびimageという2つのスキン・タグがあります。既存のJSPは更新されています。新しいJSPはskintagsライブラリを使用する必要があります。


skintagsライブラリのタグの使用

スキン・タグのいずれかを使用するには、JSPに次のものを追加する必要があります。

<%@ taglib uri="/skintags" prefix="skin" %>

(JSP内のみでの参照であるため、prefixは任意のものを使用できます)。


CSS

カスケード・スタイルシートのタグは、次の例のようになります。

<skin:css element='the_relative_path_to_the_style_sheet'/>

スタイルシートでの使用方法:

<LINK HREF="" REL="stylesheet" TYPE="text/css">


image

imageタグは、次の例のようになります。

<skin:image element='the_relative_path_to_the_image'/>

次の例は、HTMLのIMGタグ内でのimageタグの使用を示しています。

<IMG SRC="" WIDTH="182" HEIGHT="32" BORDER="0" ALT="Geneva">

(relative_pathは、(skin.propertiesファイルで定義されているように、skinフォルダから始まります。)










3.3 ロール/部門ベースのホームページ表示

この機能により、ユーザー・ロールまたは部門の割当てに基づいて特定のホームページが表示されます。この節では、次のトピックについて説明します。

	
3.3.1項「インストール」






3.3.1 インストール

Oracle Enterprise Repositoryのホームページをロール別または部門別にカスタマイズできます。次のステップを実行します:

	
homepages.xmlという名前のファイルを作成します。例3-1を参照してください。


	
homepages.xmlファイルをアプリケーションのクラスパスに追加します。Oracle Enterprise RepositoryアプリケーションのWEB-INF/classesディレクトリをお薦めします。


	
ホームページ・プロパティcmee.enterprisetab.homepageをhttp://SERVER/APP/custom/autoselect.jspに設定します。この場合、SERVERはサーバーの名前、APPはOracle Enterprise Repository Webアプリケーションのコンテキスト名です。




ホームページの選択は、homepages.xmlファイルの内容によって定義されます。


例3-1 homepages.xmlファイルの例

次に、homepages.xmlファイルの内容の例を示します。


1 <HomepageSelector>
2 <select criteria="roles">
3 <option value="Admin">http://www.oracle.com</option>
4 <option value="Architect">architect.jsp</option>
5 <option value="Developer">developer.jsp</option>
6 <option value="User">generaluser.jsp</option>
7 <defaultLocation>homepageDefault.jsp</defaultLocation>
8 </select>
9 </HomepageSelector>




次の行番号に注意してください。

	
行2:

	
基準の値を設定します。有効な値は次のとおりです。

	
roles


	
departments








	
行3-6:

	
オプションの値が、選択に使用するロールまたは部門の名前で示します。


	
ノードの値は、ユーザーがリダイレクトされるページの相対パスまたは絶対パスです。Oracle Enterprise Repositoryアプリケーション・サーバーでホストされるホームページのパスは、custom/autoselect.jspファイルに対して相対的です。前述の例では、architect.jspファイルもcustomディレクトリにあります。


	
順序が重要です。複数の部門で複数のロールまたはメンバーシップを持つユーザーは、最初に一致した選択に設定されます。





	
行7

	
選択基準のいずれにも該当しないユーザーのデフォルトのホームページを示します。










	
注意:

homepages.xmlの構成後、カスタムjspへのリダイレクトで「404 Not found」エラーが表示される場合は、<domain directory>/servers/<server name>/tmpフォルダ内にキャッシュされているデータをすべての削除し、再デプロイします。














3.4 Oracle Enterprise Repositoryソリューション・パックのインストール

この項では、ベース・データパックおよびHarvester Solution Packのインストール手順について説明します。


ベース・データパック

ベース・データパックは、Oracle Enterprise Repositoryデータベース・インストールの一部としてインストールされます。ベース・データは、他の方法では入手できません。Oracle Enterprise Repositoryの1つのバージョンから次のバージョンへのアップグレードでは提供されません。

ベース・データの一部として提供されるアセット・タイプは、主にテンプレートとみなされます。新しいアセット・タイプを作成するには、すでに存在するものをクローニングします。これらのアセット・タイプに2つのベスト・プラクティスを適用することをお薦めします。

	
ベース・データのアセット・タイプは、新しいOracle Enterprise Repositoryアプリケーションに固有のアセット・タイプを少なくとも1つ作成するまでは削除しないでください。


	
ベース・アセット・タイプを拡張する必要がある場合は、そのベース・アセット・タイプを変更することをお薦めします。Oracleが提供するタイプは様々なアセット・モデルで使用され、今後のOracleモデルへの確実な移行のために必要です。


	
ソリューション・パックで提供されるアセット・タイプを拡張する必要がある場合は、ソリューション・パックで提供される要素をタイプから削除しないことが重要です。推奨事項は次のとおりです。

	
エディタの場合: Deprecationなどの名前の新しいタブを作成し、その新しいタブに要素を移動します。


	
ビューアの場合: 要素は非表示要素という名前のセクションに移動されます。








Harvester Solution Pack

ハーベスタは12.1.3.0.0-OER-Harvester-Solution-Pack.zipに含まれていますが、これはOracle Enterprise Repositoryインストールとバンドルされています。

Harvester Solution Packをインストールするには、インポート/エクスポート・ツールを使用する必要があります。このツールは、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」タブから、インポート・エクスポート・オプションで使用できます。Harvester Solution Packの一部として提供されるアセット・タイプは、ハーベスタ・ツールで必要です。インポート/エクスポート・ツールの詳細は、第5章「インポート・エクスポート・ツール」を参照してください。


契約管理ソリューション・パック

契約管理ソリューション・パックは、Oracle Enterprise Repositoryインストールとバンドルされています。

契約管理ソリューション・パックをインストールするには、インポート/エクスポート・ツールを使用する必要があります。このツールは、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」タブから、インポート・エクスポート・オプションで使用できます。インポート/エクスポート・ツールの詳細は、第5章「インポート・エクスポート・ツール」を参照してください。









電子メール通知および配信リストの構成






4 電子メール通知および配信リストの構成


この章では、電子メール通知およびテンプレートを構成し、配信リストを管理する方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
4.1項「概要」


	
4.2項「電子メール通知の設定」


	
4.3項「電子メール配信リストの管理」


	
4.4項「電子メール・テンプレートの使用」






4.1 概要

Oracle Enterprise Repositoryでは、アセット登録プロセスの様々な参加者への自動電子メールがサポートされています。電子メールはリポジトリ・イベントに基づいて送信されますが、イベントのトリガーがユーザー・インタフェースを介したOERとの相互作用によるか、OER自動ワークフローによるかには関係ありません。自動電子メールは有効または無効にすることができ、これらの電子メールのテンプレートを特定のOERインスタンスに対して構成できます。自動通知および任意のサブスクライバ電子メールの受信者は、OERから送信されてくる電子メールの電子メール配信リストを指定できます。



4.1.1 電子メール通知および電子メール配信リストの使用

ユーザーは、電子メール配信リストを作成し、アセット登録プロセスの一環として生成される特定の電子メール通知にリスト・メンバーが自動的にコピーされるようにできます。配信リストのメンバーは、リスト所有者がアセットのレビューアまたは承認者として関係するアセット登録イベントについて通知されるため、配信リストはアセット登録ワークフローの自動化に役立ちます。たとえば、リスト所有者が欠席する予定の場合、他の認可ユーザーを電子メール配信リストに追加することによって、アセットのレビューおよび承認の責任を委任できます。








4.2 電子メール通知の設定

新しいバージョンのアセットが作成されたときに電子メール通知を受信するには、電子メール・アドレスを使用してcmee.registrar.emailシステム設定を入力する必要があります。電子メール・アドレスを使用してcmee.registrar.emailシステム設定を更新するには、「管理」ページ、「システム設定」の順に移動します。このシステム設定をまだ有効にしていない場合は、新しいシステム設定の有効化フィールドにcmee.registrar.emailと入力し、「有効化」をクリックして有効にします。設定がすでに存在する場合は、「検索」フィールドにcmee.registrar.emailと入力します。図4-1に示すように、「通知」セクションで、システム・レジストラ電子メール・フィールドに電子メール・アドレスを入力します。「保存」をクリックして設定を保存します。


図4-1 機能設定

[image: 図4-1の説明が続きます]
  







4.3 電子メール配信リストの管理

配信リストは、ユーザーのMy Stuff→「構成オプション」→電子メール通知の管理ページで作成します。既存のOracle Enterprise Repositoryユーザーだけでなく外部電子メール・アドレスを配信リスト用に選択できますが、そのオプションがOracle Enterprise Repository管理者によって許可されている場合のみです。

これらの手順は、図4-2に示すように、My Stuffページの「電子メール通知」セクションで実行します。


図4-2 「電子メール通知」

[image: 図4-2の説明が続きます]
  





4.3.1 配信リストの作成

電子メール配信リストを作成するには、次の手順を実行します。

	
図4-3に示すように、「リストの作成」をクリックして配信リストの更新ダイアログを開きます。


図4-3 配信リストの更新

[image: 図4-3の説明が続きます]
  



	
「リストの作成」をクリックして配信リストの更新ダイアログを開きます。

	
「名前」テキスト・ボックスに適切なテキストを入力します。


	
「部門」リストを使用して検索を絞り込みます。


	
「検索」をクリックします。




検索結果が「検索結果」列のリストに表示されます。


	
矢印ボタンを使用して「検索結果」列から「選択したユーザー」列にユーザーを移動することで、配信リストにユーザーを追加します。どちらかの列のすべてのユーザーを追加または削除するには、「すべて >>」および「すべて <<」ボタンを使用します。




	
注意:

配信リストに含めることができるメンバー数は最大で20です。








	
外部のユーザーをリストに追加するには、カンマをデリミタとして使用して、追加電子メール・アドレス・ボックスに電子メール・アドレスを入力します。

例: jack@example.com,jill@example.com,jake@example.net


	
「OK」をクリックして配信リストを保存します。


図4-4 電子メール通知

[image: 図4-4の説明が続きます]
  










4.3.2 配信リストの更新

電子メール配信リストを更新するには、次の手順を実行します。

	
「リストの更新」をクリックして配信リストの更新ダイアログを開きます。


	
4.3.1項「配信リストの作成」の手順に従って、新しいメンバーを追加するかメンバーを削除します。


	
「OK」をクリックして配信リストを保存します。









4.3.3 電子メールにリスト・メンバーがコピーされる状況

ユーザーの配信リストのメンバーは、次の通知電子メールで電子メールにコピーされます。

	
アセット受入れ


	
アセット割当て


	
アセット登録


	
アセット発行/拒否


	
アセット受入れ不可


	
アセット割当て解除


	
アセット未登録


	
アセット未発行











4.4 電子メール・テンプレートの使用

Oracle Enterprise Repositoryの特定のイベントで、自動電子メール・レスポンスがトリガーされます。たとえば、新しいアセットが発行されると、電子メール通知がレジストラに送信されます。次に、様々なテンプレートについて説明します。

	
全アセット・タブ承認: すべてのタブが承認されたことをレジストラおよびアセットに割り当てられたユーザーに通知します。

アセットのタブは、アセット・エディタで承認できます。「管理」タブを除く各タブに、「承認」ボタンがあります。このボタンは、アセットが受け入れられた後に使用可能になりますが、受入れは「管理」タブで行うことができます。


	
アセット受入れ: アセットが受け入れられたことを発行者に通知します。

アセットは、アセット・エディタの「管理」タブで受け入れることができます。「受入れ」オプションは、アセットが発行された後に使用可能になります。


	
アセット・アクティブ: アセットがアクティブとマークされたことを発行者およびサブスクライバに通知します。

アセットは、アセット・エディタの「管理」タブの「ステータス」セクションでアクティブとしてマークできます。


	
アセット割当て: 処理のためにアセットがユーザーに割り当てられたことをそのユーザーに通知します。

アセットは、アセット・エディタの「管理」タブの「ユーザーの割当て」セクションでユーザーに割り当てることができます。


	
アセット削除: アセットが削除されたことを発行者およびサブスクライバに通知します。

アセットは、アセット・エディタの「管理」タブの「ステータス」セクションで削除できます。


	
アセット・エディタ発行: アセット・エディタによるアセット発行についてレジストラに通知します。

アセットは、アセット・エディタで「ファイル」→「新規」または「ファイル」→「コピー/移行」によって発行できます。


	
アセット非アクティブ: アセットが非アクティブとマークされたことを発行者およびサブスクライバに通知します。

アセットは、アセット・エディタの「管理」タブの「ステータス」セクションで非アクティブとしてマークできます。


	
アセット登録: アセットが登録されたことを発行者に通知します。

アセットは、アセット・エディタの「管理」タブで登録できます。アセットが登録されるには、発行されて受け入れられている必要があります。


	
アセット・リタイア: アセットがリタイアされたことを発行者およびサブスクライバに通知します。

アセットは、アセット・エディタの「管理」タブの「ステータス」セクションでリタイアできます。


	
アセット発行拒否: アセットが拒否されたことを発行者に通知します。

アセットは、レジストラがアセット・エディタで拒否できます。


	
アセット・タブ承認: 特定のタブが承認されたことをレジストラに通知します。

アセットのタブは、アセット・エディタで承認できます。「管理」タブを除く各タブに、「承認」ボタンがあります。このボタンは、アセットが受け入れられた後に使用可能になりますが、受入れは「管理」タブで行うことができます。


	
アセット・タブ非承認: 特定のタブが非承認になったことをレジストラに通知します。未登録アセットの場合は、アセットに割り当てられたユーザーにも通知されます。

アセットのタブは、アセット・エディタで非承認にすることができます。「管理」タブを除く各タブに、状態に応じて「承認」または非承認ボタンがあります。このボタンは、アセットが受け入れられた後に使用可能になりますが、受入れは「管理」タブで行うことができます。


	
アセット受入れ不可: アセットが受入れ不可にされたことを発行者に通知します。

アセットは、アセット・エディタの「管理」タブで受入れ不可にできます。受入れ/受入れ不可オプションが使用可能になるには、アセットは発行されている必要があります。


	
アセット割当て解除: 以前にアセットに割り当てられたユーザーに、割当て解除されたことを通知します。

アセット・エディタの「管理」タブの「ユーザーの割当て」セクションで、ユーザーのアセットへの割当てを解除できます。


	
アセット未登録: アセットが未登録にされたことを発行者に通知します。

アセットは、アセット・エディタの「管理」タブで未登録にできます。アセットが登録/未登録にされるには、発行されて受け入れられている必要があります。


	
アセット未発行: アセットが未発行キューに送信されたことを発行者に通知します。

アセットは、アセット・エディタの「管理」タブで未発行にできます。未発行にするためには、アセットが受入れ不可にされている必要があります。


	
リポジトリ発行: アセット発行についてレジストラに通知します。

アセットは、Webツールの「アセット」タブからアセットの発行を選択して発行できます。


	
用途問合せ1: アセットの意図される用途についてアセット・コンシューマに問い合せます。

これは、このアセットに関する調査の発行をユーザーに促す通知です。調査は、WebツールのMy Stuffタブの使用されるアセット・セクションにあります。指定のアセットの詳細に、調査ステータスの更新というボタンがあります。このボタンは、コンシューマ調査システム設定が有効な場合にのみ使用できます。この設定は、cmee.extraction.consumer-survey.enableです。


	
用途問合せ2: 用途問合せ1に対するレスポンスに応じて、アセット・コンシューマはアセットの意図される用途について2つ目の問合せを受け取る場合があります。

これは、このアセットに関する調査の発行をユーザーに促す通知です。調査は、WebツールのMy Stuffタブの使用されるアセット・セクションにあります。指定のアセットの詳細に、調査ステータスの更新というボタンがあります。このボタンは、コンシューマ調査システム設定が有効な場合にのみ使用できます。この設定は、cmee.extraction.consumer-survey.enableです。






4.4.1 電子メール・テンプレートの表示

「管理」タブの電子メール・テンプレート・セクションで、電子メール通知を構成できます。各電子メール・テンプレートには有効な置換のリストがあり、これらはその特定のテンプレートで使用できます。置換の例として<%asset.name%>があり、これはテンプレートにアセットの名前を移入します。有効な置換のリストは、Oracle Enterprise Repositoryで使用できる30個のテンプレートそれぞれで異なっています。Oracle Enterprise Repositoryで電子メール通知を表示するには、次の手順を実行します。

	
ログイン資格証明を使用して、Oracle Enterprise Repositoryにログインします。Oracle Enterprise Repositoryのホームページが表示されます。


	
「管理」をクリックします。「管理」ページが表示されます。


	
「電子メール・テンプレート」をクリックします。図4-5に示すように、電子メール・テンプレートのリストとそのステータスおよび説明が表示されます。


図4-5 電子メール・テンプレートのリスト

[image: 図4-5の説明が続きます]
  



	
任意のテンプレートをクリックして、その電子メール・テンプレートの詳細を下のペインに表示します。たとえば、アセット使用をクリックします。図4-6はアセット使用電子メール・テンプレートを示しており、これはアセットが使用されていることをアセットの通知電子メール・フィールドで指定された連絡先に通知するために送信されます。


図4-6 電子メール・テンプレート - アセット使用

[image: 図4-6の説明が続きます]
  



	
「保存」をクリックします。


	
同様に、他の電子メール・テンプレートの詳細を表示できます。








4.4.2 電子メール・テンプレートの編集

この手順は、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面で開始します。

	
「管理」サイドバーで「電子メール・テンプレート」をクリックします。電子メール・テンプレートのリストがメイン・ペインの上のフレームに表示されます。


図4-7 電子メール・テンプレートのリスト

[image: 図4-7の説明が続きます]
  



	
編集する電子メール・テンプレートをリストから選択します。電子メール・テンプレートの編集画面が下のフレームで開きます。


図4-8 電子メール・テンプレート: 全アセット・タブ承認

[image: 図4-8の説明が続きます]
  



	
「ステータス」リストを使用して、電子メール・メッセージをアクティブにするか、非アクティブにします。


	
必要に応じて、テンプレート情報を編集します。





編集に関する注意

	
「ステータス」フィールドは「アクティブ」または「非アクティブ」に設定できます。「非アクティブ」の場合、指定したイベントについて電子メール通知は送信されません。「アクティブ」がデフォルトのステータスです。


	
置換は、件名、メッセージおよびメール送信者電子メール・アドレス内に配置できる動的変数です。通知が送信されるときに、これらの変数は適切な値に置き換えられます。次の例は、アセットの名前の置換を入力する構文を示しています。

<%asset.name%>というアセットを発行しました

電子メール・テンプレート画面には、各電子メール通知で使用できる置換のリストが表示されます。

















インポート・エクスポート・ツール






















[bookmark: BABFFDFI]
5 [bookmark: sthref206]インポート・エクスポート・ツール

[bookmark: OERCG13221]
この章では、インポート・エクスポート・ツールの機能と、このツールを使用してOracle Enterprise Repositoryに対する項目のインポートとエクスポートを行う方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。


	
概要



	
インポート・エクスポート・ツールの使用



	
インポート・エクスポート・ツールの起動



	
Oracle Enterprise Repositoryからの項目のエクスポート



	
Oracle Enterprise Repositoryへの項目のインポート





[bookmark: BABHECGB]

5.1 概要

Oracle Enterprise Repositoryの[bookmark: sthref207]インポート・エクスポート・ツールは、Oracle Enterprise Repositoryのインスタンス間でアセットや関連するメタデータのやり取りをできるように設計されています。







	
注意:

インポート・エクスポート・ツールを使用するときは、次のベスト・プラクティスに従います。

	
Oracle API CatalogからエクスポートしてOracle API Catalogにインポートすることがサポートされています。



	
Oracle Enterprise RepositoryからエクスポートしてOracle Enterprise Repositoryにインポートすることがサポートされています。



	
Oracle API CatalogからエクスポートしてOracle Enterprise Repositoryにインポートすることがサポートされています。



	
Oracle Enterprise RepositoryからエクスポートしてOracle API Catalogにインポートすることは、API Catalogへのエクスポート・ユーティリティを使用する場合にのみ、サポートされています。インポート/エクスポート・ユーティリティを使用すると、このユーティリティで作成されたzipファイルをインポートできます。OERからOACへのアセットのインポート以外でインポート/エクスポート・ツールを使用することは、サポートされていません。また、お薦めしません。

ユーティリティのインストールの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Enterprise Repositoryインストレーション・ガイド』のAPI Catalogへのエクスポート機能のパッチのインストール





BI Publisherでのレポートの構成






















[bookmark: CHEIGHCE]
6 [bookmark: sthref231]BI Publisherでのレポートの構成

[bookmark: OERCG1293]
この章では、Oracle Enterprise Repositoryでのレポート用にBusiness Intelligence (BI) Publisherを構成する方法について説明します。







	
注意:

Oracle BI Publisherの使用制限付きライセンスがOERに含まれています。このライセンスにより、OERに含まれるレポートを使用できます。独自のカスタム・レポートを作成する場合は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionの完全なライセンスを取得してください。










この章には、次のセクションがあります。


	
6.1項「Oracle Enterprise Repository事前構成済BI Publisherコンテンツのデプロイ」



	
第6.2項「セキュリティ・モデルについて」



	
6.3項「Oracle Enterprise RepositoryのJDBCデータソースの構成」



	
6.4項「BI Publisherサーバーの構成 - キャッシュ有効期限」



	
6.5項「レポートを有効にするためのOracle Enterprise Repositoryシステム設定の構成」



	
6.6項「レポートの操作」





[bookmark: CHEDCFBA]

6.1 [bookmark: sthref232]Oracle Enterprise Repository事前構成済BI Publisherコンテンツのデプロイ

Oracle Enterprise Repositoryは、すべてのレポートのエントリ・ポイントです。レポートをホストするには、BI PublisherおよびOracle Enterprise Repositoryを相互作用するように構成する必要があります。







	
注意:

この説明は、Oracle Enterprise Repositoryのレポートをホストする専用のBI Publisher 11gがインストールされていることを前提としています。










[bookmark: sthref233]BI Publisherでは、BI Publisherのユーザー、ロール、レポートおよび構成をホストするために、BI Publisher内部のリポジトリが使用されます。このリポジトリは、Oracle Enterprise Repositoryとの統合向けに開発されたBI Publisherコンテンツに置き換えられます。

[bookmark: sthref234]
6.1.1 Oracle Enterprise RepositoryでのBI Publisherの構成







	
注意:

10gレポートを11gに移行しようとしないでください。










Oracle Enterprise Repository-BI Publisherコンテンツをデプロイするには、次の手順を実行します。


	
データベースのパッケージ化されたコンテンツ・アーカイブを見つけます。レポートは、Oracle Enterprise Repositoryデプロイメントの<ORACLE_HOME>/oer/modules/tools/solutions/reportsディレクトリにあります。

このディレクトリに、12.1.3.0.0-OER-BIP11gReports.zipがあります。これには、各データベースに対応する3つのフォルダが含まれています。各フォルダには、OERのレポートのみが含まれています。



	
BI Publisherアプリケーション・サーバーを停止します。



	
適切なデータベース・フォルダからOERフォルダをBI PublisherのReportsディレクトリにコピーします。

domain/config/bipublisher/repository/Reports



	
BI Publisherアプリケーション・サーバーを再起動します。



	
Webコンソールhttp://hostname:port/xmlpserverを開いて、BI Publisher構成を確認します。OERフォルダがShared Foldersディレクトリに表示されることを確認します。










[bookmark: CHEIIBGB]

6.2 [bookmark: sthref235]セキュリティ・モデルについて

BI Publisherは、固有のセキュリティ・モデルではなくEnterprise Managerを使用してユーザーおよびロールを管理します。セキュリティ・モデルの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Publisher管理者ガイド』アセット・ライフサイクルの管理





第II部



アセット・ライフサイクルの管理

この部では、Oracle Enterprise Repositoryのライフサイクルの高度な管理タスクについて説明します。

この部は、次の章で構成されています。

	
第7章「タイプ・マネージャの使用」


	
第8章「自動収集の構成および使用」


	
第9章「アセット・エディタの使用」





タイプ・マネージャの使用






7 タイプ・マネージャの使用


この章では、タイプ・マネージャを使用して、Oracle Enterprise Repositoryのアセット・エディタやアセット詳細に表示されるように、アーティファクトごとの情報の編成と表示を制御する方法について説明します。

この章では、次の項目について説明します。

	
概要


	
タイプ・マネージャの起動


	
新しいタイプの作成


	
登録ワークフローに対応するタブの構成


	
タブの要素


	
タイプ・マネージャ・アイコンのイメージの追加


	
一意のID


	
共通のメタデータ・ビューア


	
タイプXMLスキーマの表示と編集






7.1 概要

Oracle Enterprise Repositoryの各アーティファクトは、次の3つのいずれかの見出しに分類されます。

	
アセット


	
コンプライアンス・テンプレート


	
ポリシー




各見出しは様々なタイプで表されます。

	
アセット・タイプ


	
コンプライアンス・テンプレート・タイプ


	
ポリシー・タイプ




これらのタイプはパターンであり、その各種インスタンスは、Oracle Enterprise Repository内で管理できる多様なアーティファクトに対応するように作成されます。次に例を示します。

	
アプリケーションは、アセット・タイプのインスタンスです。


	
プロジェクト・プロファイルは、コンプライアンス・テンプレート・タイプのインスタンスです。


	
規制コンプライアンス・ポリシーは、ポリシー・タイプのインスタンスです。




タイプによって、Oracle Enterprise Repositoryのすべてのアーティファクト(アセット、コンプライアンス・テンプレート、ポリシー)に関する情報の表示とそのアーティファクトの分類の両方が決まります。Oracle Enterprise Repositoryには複数のタイプが付属しています。タイプ・マネージャを使用して、これらのタイプを変更したり、新しいタイプを作成できます。

タイプ・マネージャは、アセット・エディタやアセット詳細に表示されるように、アーティファクトごとの情報の編成と表示を制御します。






7.2 タイプ・マネージャの起動

この手順は、アセット・エディタで実行されます。




	
注意:

アセット・エディタにはJava Web Startが必要です。Java Web Startのインストールおよび構成の詳細は、1.10項「Java Web Startのインストール」を参照してください。







	
「アクション」メニューで、タイプの管理を選択します。図7-1に示すように、タイプ・マネージャ・ページが表示されます。


図7-1 タイプ・マネージャ・ページ

[image: 図7-1の説明が続きます]
  



	
ツリーでアセット・タイプ、コンプライアンス・テンプレートまたはポリシーを選択して、その構成を表示または編集します。





7.2.1 タイプ・マネージャのビュー

各タイプにはエディタとビューアがあります。

各タイプのエディタとビューアのビューの構成に関連する情報は、データベースのXMLファイルに保存されます。タイプ・マネージャは、GUIにXMLファイルをロードします。これにより、タイプの作成、変更および削除が可能になります。タイプが保存されると、データはXMLでアセンブルされ、データベースにロードされます。

	
7.2.1.1項「エディタ」


	
7.2.1.2項「ビューア」






7.2.1.1 エディタ

エディタは、アセット・エディタに表示されるように、特定タイプのアセットおよびコンプライアンス・テンプレートの情報の編成と表示を制御します。


図7-2 エディタ・タブ

[image: 図7-2の説明が続きます]
  



エディタの表示は次の3つのセクションに分類されます。

	
一般

タイプ名、使用ステータス・セレクタ、タイプ・アイコン・セレクタ、「プレビュー」ボタン(アセット・エディタで表示される場合と同様に、アセット、コンプライアンス・テンプレートまたはポリシー・タイプを表示)が含まれます。


	
タブ

タイプに使用可能なタブのリストが表示されます。これらのタブは、アセットおよびコンプライアンス・テンプレートのアセット・エディタ・ビューに表示されるタブに相当します。リストされているタブをクリックすると、タブ・セクションの真下にある「要素」セクションにその要素が表示されます。


	
要素

項目をクリックすると、タブ・セクションにリストされているタブの要素がここに表示されます。




タブ・セクションと「要素」セクションの右側に次の複数のボタンが表示されます。

	
追加


	
編集


	
削除


	
上へ移動


	
下へ移動




これらのアクションは、タブ・セクションまたは「要素」セクションにリストされるどの項目にも適用できます。単純に項目を選択してから、適切なボタンをクリックします。

次に示される要素は、有効なタイプに必要です。これらの名前を変更できますが、タイプから削除することはできません。

	
名前


	
バージョン


	
説明


	
ファイル情報


	
電子メールで通知


	
キーワード









7.2.1.2 ビューア

ビューアは、Oracle Enterprise Repositoryの「アセット」セクションに表示されるように(アセットとコンプライアンス・テンプレート情報の一般ユーザー・ビュー)、特定タイプのアセット、コンプライアンス・テンプレートまたはポリシーの情報の編成および表示を制御します。


図7-3 「ビューア」タブ

[image: 図7-3の説明が続きます]
  



「ビューア」の表示は、主に次の3つのセクションに分類されます。

	
非表示要素

表示可能なすべての要素をリストします。

	
(右側にある)「編集」ボタンを使用して、リストされている要素の構成を変更します。


	
グループでの表示ボタンを使用して、Oracle Enterprise Repositoryの主なアセット表示にある2つの列のいずれかに要素を割り当てます。





	
グループ

列1と列2があります。これらは、Oracle Enterprise Repositoryの主なアセット表示にある主要な2つの列に相当します。右側のボタンを使用して、それぞれの列の要素を構成します。


	
要素

「グループ」、列1またはグループ、列2で項目をクリックし、「要素」セクションでそれぞれの項目の要素を表示します。右側のボタンを使用して、これらの要素を構成します。







	
注意:

タイプに加えられる変更は、そのタイプに割り当てられるすべてのアセットの表示に影響します。
















7.3 新しいタイプの作成

データベースの整合性を維持するには、アセットが現在関連付けられていないタイプのみを削除できます。




	
注意:

このアクションにより、再利用の測定が変更されます。







	
図7-4に示すように、「ファイル」メニューで「新規」を選択すると、新しいタイプの作成ダイアログが開きます。


図7-4 新しいタイプの作成ダイアログ

[image: 図7-4の説明が続きます]
  



	
「タイプ名」テキスト・ボックスに適切な情報を入力します。


	
「デフォルトのタイプ」リストで、新しいタイプの基本テンプレートとして既存のタイプのいずれかを選択します。


	
「OK」をクリックします。図7-5に示すように、新しいタイプがツリーに表示されます。


図7-5 「アセット・タイプ」リスト

[image: 図7-5の説明が続きます]
  










7.4 登録ワークフローに対応するタブの構成

タブは、登録ワークフローに対応する論理シーケンスでタイプに配置される必要があります。たとえば、「フレームワーク」アセット・タイプ(Oracle Enterprise Repositoryに付属)では、最初に「一般」情報の入力は直感で行われます。「ドキュメント」タブと「テスト」タブは非常に似ており、互いに近くにあります。ワークフロー・プロセスの最後である実際の登録手順は、「管理」タブで実行されます。そのため、「管理」タブはシステムで生成され、意図的にその位置で固定されます。

タブが承認されると、必ずTabApprovedEventイベントがトリガーされます。このイベントと、タブ名およびその他特定のメタデータが、ワークフローに送られ処理されます。


7.4.1 タブの追加

タブは、タイプ・マネージャで追加できます。次の手順を実行します。

	
図7-6に示すように、変更するタイプを選択します。


図7-6 「アセット・タイプ」リスト

[image: 図7-6の説明が続きます]
  



	
エディタ・タブのタブ・セクションで、「追加」をクリックします。図7-7に示すように、タブ・ダイアログが表示されます。


図7-7 タブ情報ダイアログ

[image: 図7-7の説明が続きます]
  



	
タブ名テキスト・ボックスに適切な情報を入力します。


	
「OK」をクリックします。図7-8に示すように、新しいタブの名前がタブ・セクションのリストに表示されます。


図7-8 タブ・リスト

[image: 図7-8の説明が続きます]
  



	
「一般」セクションで「プレビュー」をクリックします。「プレビュー」ページが表示されます。図7-9に示すように、新しいタブが表示されます。


図7-9 コンポーネント・エディタのプレビュー

[image: 図7-9の説明が続きます]
  



	
「プレビュー」ページを閉じます。


	
「保存」をクリックして変更を保存します。








7.4.2 タブの位置の変更

タブの位置を変更するには、次の手順を実行します。

	
変更するタイプを選択します。


	
エディタ・タブで、移動するタブを選択します。


図7-10 タブ・リスト

[image: 図7-10の説明が続きます]
  



	
「上へ移動」または「下へ移動」を適宜クリックします。クリックするたびにタブのレベルが1つ移動します。図7-11に、選択したタブがリストの下から上に移動する状況を示します。


図7-11 タブ・リスト - 最上部にある選択済タブ

[image: 図7-11の説明が続きます]
  



	
「一般」セクションで「プレビュー」をクリックします。「プレビュー」ダイアログが表示されます。図7-12のタブの新しい位置に注意してください。


図7-12 コンポーネント・エディタのプレビュー

[image: 図7-12の説明が続きます]
  



	
「保存」をクリックして変更を保存します。


	
「プレビュー」ウィンドウを閉じます。


	
「保存」をクリックして変更を保存します。








7.4.3 タブの編集

選択したタブを編集するには、次の手順を実行します。

	
図7-13に示すように、変更するタイプを選択します。


図7-13 「アセット・タイプ」リスト - タブが選択された状態

[image: 図7-13の説明が続きます]
  



	
図7-14に示すように、エディタ・タブで、編集するタブを選択します。


図7-14 タブ・リスト

[image: 図7-14の説明が続きます]
  



	
「編集」をクリックして、タブの名前を変更します。図7-15に示すように、タブ情報ダイアログが表示されます。


図7-15 タブ情報ダイアログ

[image: 図7-15の説明が続きます]
  



	
「OK」をクリックします。


	
「保存」をクリックして変更を保存します。








7.4.4 タブの削除




	
注意:

タブを削除すると、そのタブに関連付けられているすべてのデータが削除されます。







タブを削除するには、次の手順を実行します。

	
変更するタイプを選択します。


	
図7-16に示すように、エディタ・タブで、削除するタブを選択します。


図7-16 タブ・リスト

[image: 図7-16の説明が続きます]
  



	
「削除」をクリックします。図7-17に示すように、確認のダイアログが表示されます。


図7-17 確認のダイアログ

[image: 図7-17の説明が続きます]
  



	
「はい」をクリックします。タブが削除され、タブのリストやプレビューに表示されなくなります。


	
「保存」をクリックして、変更内容を保存します。




次の必須要素のいずれかを含むタブを除き、すべてのタブをタイプから削除できます。

	
名前


	
バージョン


	
説明


	
ファイル情報


	
電子メールで通知


	
キーワード




システムにより、これらの要素を含むタブは削除されません。これらの要素を含むタブを削除するには、最初に要素を別のタブに移動する必要があります。








7.5 タブの要素

各種要素は、アセット・メタデータの管理やプレゼンテーションに対応するようにタブに追加できます。これらの要素の一部は使い捨てになります。つまり、タイプで一度しか使用されません。要素が割り当てられると、使い捨ての要素は、使用可能な要素のリストに表示されなくなります。各要素タイプのプロパティを次に示します。

	
テキスト・フィールド -- データ文字列を含む

	
表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。


	
必須

選択した場合、アセットを保存する前に、フィールドにデータを移入する必要があります。


	
索引付き

選択した場合、そのタイプの詳細な検索オプションにフィールドが表示されます。


	
最大長

フィールドの最大データ長の検証ルール。数字のエントリを受け入れます。





	
数値テキスト・フィールド -- 単一の数値を含む

	
表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。


	
必須

選択した場合、アセットを保存する前に、フィールドにデータを移入する必要があります。


	
索引付き

選択した場合、そのタイプの詳細な検索オプションにフィールドが表示されます。


	
最小値

フィールドの最小データ値の検証ルール。数字のエントリを受け入れます。


	
最大値

フィールドの最大データ値の検証ルール。数字のエントリを受け入れます。


	
小数点以下の桁数

フィールドのデータの小数点以下の桁数を指定するための検証ルール。数字のエントリを受け入れます。





	
日付フィールド -- 単一の日付値を含む

	
表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。


	
必須

選択した場合、アセットを保存する前に、フィールドにデータを移入する必要があります。


	
索引付き

選択した場合、そのタイプの詳細な検索オプションにフィールドが表示されます。





	
URL -- URLにリンクする文字列を含む

	
表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。


	
必須

選択した場合、アセットを保存する前に、フィールドにデータを移入する必要があります。


	
索引付き

選択した場合、そのタイプの詳細な検索オプションにフィールドが表示されます。





	
チェック・ボックス -- 2つの値(有効または無効)によるチェック・ボックスを含む

	
表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。


	
必須

選択した場合、アセットを保存する前に、フィールドにデータを移入する必要があります。


	
デフォルトで選択

「はい」を選択した場合、チェック・ボックスは、同じタイプの新しいアセットに関して自動的に選択されます。





	
リスト -- 限定された項目のリストを含む

	
表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。


	
必須

選択した場合、アセットを保存する前に、フィールドにデータを移入する必要があります。


	
索引付き

選択した場合、そのタイプの詳細な検索オプションにフィールドが表示されます。


	
許容可能な値

リストを移入する使用可能なデータのリスト。「構成」ボタンを使用すると、値を構成できます。





	
編集可能なリスト -- データまたは数値のいずれかの項目を含む

	
表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。


	
必須

選択した場合、アセットを保存する前に、フィールドにデータを移入する必要があります。


	
索引付き

選択した場合、そのタイプの詳細な検索オプションにフィールドが表示されます。


	
エントリ・フィールド

英数字の値のリスト。「構成」を使用すると、英数字または数値のいずれかの値を構成できます。





	
複数選択リスト -- 一度のみ選択可能な項目で構成されたリストのデータを含む

	
表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。


	
必須

選択した場合、アセットを保存する前に、フィールドにデータを移入する必要があります。


	
索引付き

選択した場合、そのタイプの詳細な検索オプションにフィールドが表示されます。


	
許容可能な値

リストを移入する使用可能なデータのリスト。「構成」ボタンを使用すると、新しい値や既存の値を構成できます。





	
表 -- 列と行の情報(列は要素に対応し、行は要素に関するデータに対応する)を含む。使用可能なタイプは次のとおりです。

	
テキスト・フィールド


	
数値テキスト・フィールド


	
URL


	
チェック・ボックス


	
ドロップ・ダウン・ボックス


	
表

	
グループ表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。


	
項目表示名

データ・エントリ領域


	
必須

選択した場合、アセットを保存する前に、フィールドにデータを移入する必要があります。


	
要素

各要素は、表の列になり、要素タイプと同じルールに従います。








	
カテゴリ分け -- アセット・エディタのビューの動作に関連するデータを含む。タイプにつき1回のみ使用できます。

	
表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。


	
カテゴリ分けタイプ

Oracle Enterprise Repositoryで使用可能な各種カテゴリ分けのリスト。





	
アセット・リレーションシップ -- リレーションシップの動作に固有のデータを含む。アセット間のリレーションシップを検索して設定するには、この要素タイプをタイプにつき1回のみ使用できます。

	
表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。





	
関連付けられたファイル -- ファイルの動作に固有のデータを含む。関連付けられているファイルを追加すると、そのファイルへのリンクが作成されます。

	
表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。





	
連絡先の選択 -- 連絡先の動作に固有のデータを含む。連絡先の作成や既存の連絡先の使用を有効にするには、この要素をタイプにつき1回のみ使用できます。

	
表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。





	
プロジェクトの作成 -- アセットを作成して使用するプロジェクトの動作に固有のデータを含む。プロジェクトの作成を有効にするには、この要素をタイプにつき1回のみ使用できます。

	
表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。





	
JARイントロスペクション -- JARファイルの動作に固有のデータを含む。完全修飾クラス名を要素の内容に追加するには、この要素をタイプにつき1回のみ使用できます。

	
表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。





	
要件リストとカップリング -- 要件の動作に固有のデータを含む。この要素では、要素に入力したデータ(英数字)に基づきカップリングが有効になります。

	
表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。





	
ベンダー選択 -- ベンダーの動作に固有のデータを含む。この要素は、タイプにつき1回のみ使用できます。名前は、アセット・エディタのベンダーの構成オプションで構成されるベンダーの名前に相当します。

	
表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。





	
アップロードされた発行ファイル -- アップロードされたファイルの動作に固有のデータを含む。この要素は、タイプにつき1回のみ使用でき、アップロード・パスのアセットIDと同じ指定ディレクトリの内容に基づいてデータを生成します。

	
表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。





	
SFID -- 使用追跡の自動化の動作に関連するデータを含む。タイプにつき1回のみ使用できます。

	
表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。





	
一意の要素 -- 一意のIDの動作に関連するデータを含む。タイプにつき1回のみ使用できます。

	
表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。





	
テンプレートの適用先プロジェクト -- コンプライアンス・テンプレートの動作に関連するデータを含む。タイプにつき1回のみ使用できます。

	
表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。





	
UDDIサービス・キー -- Harvester Solution Packで使用され、UDDIレジストリに公開されるサービスを一意に特定します。

	
表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。





	
UDDIレジストリ -- Harvester Solution Packで使用され、アセットが公開されたUDDIレジストリのリストを表示します。

	
表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。





	
XPathメタデータ・ビューア -- XPath共通メタデータ・ビューアです。詳細は、第7.8.1項「XPath共通メタデータ・ビューア」を参照してください。

	
表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。


	
メタデータ・タイプ

XML形式のエントリ・タイプを含むエントリ・タイプ。


	
XPath

指定のメタデータ・タイプ内でのメタデータの検索に使用されるXPath。





	
イントロスペクション標準属性ビューア -- Harvester Solution Packで使用され、ハーベスタ操作に関連するメタデータを表示します。通常は、ハーベスタ・プロパティと呼ばれる要素としてHarvester Solution Packのアセット・タイプに追加されます。このビューアは、XSLT共通メタデータ・ビューアの例でもあります。詳細は、第7.8.2項「XSLT共通メタデータ・ビューア」を参照してください。

	
表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。





	
メタデータ・ファイル -- この要素はアセット・ファイルと同様に実行されます。この要素はXML形式のメタデータを公開します。ハーベスタまたはユーティリティ交換操作によってアセットに付加されます。メタデータは、アセットに関する使用およびダウンロード操作に公開されます。この要素は、タイプのビューア部分では使用できず、「アセット詳細」には表示されません。

	
表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。





	
アセット・ファイル -- この要素では、アセットの使用およびダウンロード操作用にファイルを公開できます。アセットに名前とURLのぺアを指定することで各ファイルを追加できます。この要素は、タイプのビューア部分では使用できず、「アセット詳細」には表示されません。デフォルトでは、ファイル情報と呼ばれる要素としてすべてのアセット・タイプに追加されます。

	
表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。





	
WSDLサマリー -- Harvester Solution Packで使用され、WSDL(本来はサービスを定義)へのリンクを提供します。

	
表示名

アセット・エディタに表示される要素ラベル。








7.5.1 要素の操作

数値テキスト要素には数値情報が含まれ、多くの場合、レポートで使用されます。次の例では、タイプの「概要」タブに数値テキスト要素を追加してレポート作成フィールドを作成します。

	
変更するタイプを選択します。


	
図7-18に示すように、エディタ・タブの「要素」セクションで、「追加」をクリックします。


図7-18 「要素」セクション

[image: 図7-18の説明が続きます]
  



図7-19に示すように、追加する要素タイプの選択ダイアログが表示されます。


図7-19 追加する要素タイプの選択ダイアログ

[image: 図7-19の説明が続きます]
  



	
リストから数値テキスト・フィールドを選択します。


	
「OK」をクリックします。数値テキスト・フィールドの編集ダイアログが表示されます。


図7-20 数値テキスト・フィールドの編集ダイアログ

[image: 図7-20の説明が続きます]
  



	
「表示名」テキスト・ボックスに適切な情報を入力します。


	
「必須」を選択する場合、必要なデータがこの要素のすべてのフィールドに入力されるまで、このタイプのアセットを(アセット・エディタで)保存できません。


	
Oracle Enterprise Repositoryの検索に要素フィールドを含めるには、「索引付き」を選択します。


	
「最小値」フィールドと「最大値」フィールドに適切な情報を入力します。


	
入力後、「OK」をクリックします。











7.6 タイプ・マネージャ・アイコンのイメージの追加

タイプ・マネージャ・アイコンにイメージを追加できます。この項の内容は次のとおりです。

	
第7.6.1項「アイコン・イメージの要件」


	
第7.6.2項「使用可能なタイプ・アイコンの表示と選択」






7.6.1 アイコン・イメージの要件

	
サイズ: 16x16ピクセル


	
形式: GIF形式


	
保存先: Oracle Enterprise Repositoryインストール・ファイルのホスト・ディレクトリのサブディレクトリimages/tree/enterprise/asset。




アイコン要素を追加するには、次のようにします。

	
images/tree/enterprise/assetサブディレクトリでicons.xmlファイルを見つけます。


	
icons.xmlを必要に応じて編集し、新しいGIFイメージのアイコン要素を追加します。


	
これが開いている場合、アセット・エディタを閉じて再度開きます。









7.6.2 使用可能なタイプ・アイコンの表示と選択

この手順は、タイプ・マネージャで実行されます。

	
タイプを選択します。


	
図7-21に示すように、エディタ・タブの「一般」セクションで、「割当て」をクリックします。


図7-21 「一般」セクション

[image: 図7-21の説明が続きます]
  



図7-22に示すように、アイコンの選択ダイアログが表示されます。


図7-22 「アイコンを選択」ダイアログ

[image: 図7-22の説明が続きます]
  



	
リストからアイコンを選択します。


	
「OK」をクリックします。


	
「保存」をクリックし、変更を保存します。図7-23に示すように、サイドバーのリストのタイプの横に新しいアイコンが表示されます。


図7-23 「アセット・タイプ」リスト - 新しいタイプ

[image: 図7-23の説明が続きます]
  












7.7 一意のID

Oracle Enterprise Repositoryに発行されるすべてのアセットには、Oracle Enterprise Repositoryに固有のID番号が自動的にタグ付けされます。これは、アセットの編成と管理に使用されます。ただし、特定の環境や状況では、組織が特定のアセットに追加のカスタム特定キーを割り当てる場合に効果があります。たとえば、Oracle Enterprise Repositoryに対して外部のシステムのリソースまたはアセットにアセットを関連付ける場合、一意のIDキーを使用して一意性を実行できます。

Oracle Enterprise Repositoryの一意のID機能を使用すると、タイプ・マネージャへのアクセス権を持つユーザーは、選択したアセット・タイプまたはコンプライアンス・テンプレート・タイプ(あるいはその両方)に一意のID要素を追加できます。タイプごとに追加できる一意のID要素は1つのみです。この一意のID要素は、選択したタイプのアセットのアセット・エディタ表示に表示されます。

アクセス・エディタへのアクセス権を持つユーザーは、「一意のID」テキスト・ボックスに適切な情報を追加することで、これらのアセットおよびコンプライアンス・テンプレートに一意のIDキーを割り当てることができます。

各IDキーの一意性は、システム全体で実行したり、特定のタイプ内での実行に制限したりすることができます。たとえば、システム全体で実行される場合、タイプに関係なく2つのアセットに同じ一意のIDキーを割り当てることはできません。タイプ内で実行される場合、同じタイプの2つのアセットに同じキーを割り当てることはできません。ただし、同じ一意のIDを異なるタイプの複数のアセットに割り当てることができます。アセット・エディタ内では、すでに別のアセットに割り当てられた一意のIDキーを含むアセットを保存しようとすると、エラー・メッセージが生じます。

一意のID要素の具体的なタイプ・マネージャ構成によって、その中に含まれる要素や情報が、Oracle Enterprise Repositoryの各アセットのアセット詳細表示に表示されるかどうかが決まります。


7.7.1 タイプへの一意のID要素の追加

この手順は、タイプ・マネージャで実行されます。




	
注意:

一意のID要素に関連付けられているプロパティを、「管理」画面のシステム設定セクションで有効にする必要があります。







	
変更するタイプを選択します。


	
一意のID要素が追加されるタブを選択します。


図7-24 「要素」セクション

[image: 図7-24の説明が続きます]
  



図7-24に示すように、そのタブに割り当てられている要素が「要素」セクションに表示されます。


	
「要素」セクションで、「追加」をクリックします。図7-25に示すように、追加する要素タイプの選択ダイアログが表示されます。


図7-25 追加する要素タイプの選択ダイアログ

[image: 図7-25の説明が続きます]
  



	
リストから一意の要素を選択します。


	
「OK」をクリックします。図7-26に示すように、一意の要素の編集ダイアログが表示されます。


図7-26 一意の要素の編集ダイアログ

[image: 図7-26の説明が続きます]
  



	
一意の要素の編集ダイアログの「表示名」テキスト・ボックスに適切な情報を入力します。


	
「OK」をクリックします。図7-27に示すように、「一意のID」要素が「要素」リストに表示されます。


図7-27 「要素」リスト - 一意のID

[image: 図7-27の説明が続きます]
  



	
「保存」をクリックします。








7.7.2 カスタム・レポート作成に必要な情報

カスタム・レポートに一意のID要素を含めるには、この要素のスキーマ情報が必要です。このメタデータは、「アセット」表と結合できる表に格納され、特定のシステム設定の値に基づいて移入されます。メタデータと、そのデータを制御するルールの場所は、このセクションで指定されます。

	
表名:

UniqueElementValues


	
フィールド:

	
assetid: アセットのID(assets.idの外部キー)


	
assettypeid: アセット・タイプのID(assettypes.idの外部キー)


	
value: 一意の値(varchar 4000)







	
注意:

アセットの一意のID要素(アセット・エディタに表示される場合と同じ)に値が含まれる場合のみ、レコードがuniqueelementvalues表に表示されます。











プロパティ

次の2つのプロパティが一意の要素に関連付けられます。

	
cmee.unique-element.enable

	
一意性についてフィールドの有効と無効を切り替えます。





	
cmee.unique-element.per-assettype

	
True = アセット・タイプ内で実行される一意性


	
False = システム全体で実行される一意性










	
注意:

このプロパティのtrueとfalseを繰り返し切り替えると、予想外のシステム動作が生じることがあります。








サンプル・シナリオ

	
cmee.unique-element.per-assettypeはtrueに設定されます。

	
一意性はアセット・タイプ内で実行されます。

	
異なるアセット・タイプの複数のアセットで同じ一意のIDを共有できます。


	
同じアセット・タイプのアセットで同じ一意のIDは共有できません。








	
cmee.unique-element.per-assettypeはfalseに設定されます。

	
一意性はシステム全体で実行されます。

	
アセット・タイプに関係なく、2つのアセットで同じ一意のIDは共有できません。


	
このプロパティの変更によって、一意のIDの以前の割当てが影響を受けることはありません。ただし、アセットが一意のIDを共有する場合、アセットの変更保存が拒否されることがあります。

















7.8 共通のメタデータ・ビューア

アセット・タイプ、コンプライアンス・テンプレートおよびポリシーには2つの要素があり、これらを使用すると、ユーザーは、アセットに添付するXML形式のメタデータを表示できます。1つはXPath表現に基づき、もう1つはXSLT変換に基づきます。要素がアセット・タイプに追加されると、アセット・エディタ・ビューとアセット詳細ビューでメタデータを表示できます。メタデータはアセット・エディタに表示されますが、これは参照目的のみです。これらのビューアでメタデータの編集は行えません。

この項の内容は次のとおりです。

	
第7.8.1項「XPath共通メタデータ・ビューア」


	
第7.8.2項「XSLT共通メタデータ・ビューア」






7.8.1 XPath共通メタデータ・ビューア

アセット・タイプに追加する場合、共通メタデータ・タイプとXPathを指定する必要があります。アセットを表示する場合、アセットにそのタイプの共通メタデータがある場合、XPathが共通メタデータに対して評価され、結果として作成される項目が簡単なリストとしてアセットに表示されます。






7.8.2 XSLT共通メタデータ・ビューア

これらのビューアは、Oracle Enterprise Repositoryにインポートされます。ビューアがインポートされると、アセット・タイプに追加可能な要素として表示されます。ビューアに名前を付ける以外の構成はありません。ビューアがアセット・タイプに追加されると、ビューアと互換性のある共通メタデータを含む該当タイプのアセットでは、ビューアのXSLTで定義されるメタデータが表示されます。








7.9 タイプXMLスキーマの表示と編集

タイプ・マネージャには、ユーザーがアセット・タイプ、コンプライアンス・テンプレート・タイプおよびポリシー・タイプのXMLスキーマを表示および編集できる機能があります。

	
スキーマのエクスポート

	
選択したタイプのXMLスキーマを表示します。


	
管理ロールが割り当てられるユーザーのみが使用できます。


	
タイプ・マネージャの「ファイル」メニューからアクセスします。





	
XMLエディタ

	
タイプ・マネージャを通じて、すべてのタイプのエディタ表示とビューア表示のXMLソースを編集できます。


	
管理ロールのユーザー、および特定のシステム設定に基づきその他のユーザーが利用できます。


	
タイプ・マネージャの「サポート」メニューからアクセスします。








7.9.1 XMLスキーマの構成

この項では、使用可能な構成オプションについて説明します。

	
「スキーマのエクスポート」ビューアは、管理ロールに割り当てられるユーザーのみが使用できます。


	
表示される「サポート」メニューは、次の条件によって決まります。

	
ユーザーに管理権限がある場合。

	
XMLエディタ・オプションは「サポート」メニューで使用できます。





	
プロパティcmee.asseteditor.allow.manual.proxyが有効な場合。

	
手動によるプロキシ構成オプションは、「サポート」メニューで使用できます。














7.9.2 スキーマのエクスポート機能の使用

この手順は、タイプ・マネージャで実行されます。

	
「ファイル」メニューで「スキーマのエクスポート」を選択します。図7-28に示すように、「ロード」ダイアログが表示されます。


	
「タイプ」リストからXMLスキーマ・タイプを選択します。


図7-28 「ロード」ダイアログ

[image: 図7-28の説明が続きます]
  



	
「OK」をクリックします。図7-29に示すように、XMLスキーマ表示が表示されます。


図7-29 XMLスキーマ表示

[image: 図7-29の説明が続きます]
  



表示ウィンドウでは、スキーマの編集は行えません。ただし、後で使用するためにスキーマをローカル・ファイル・システムに保存できます。(ウィンドウの「ファイル」メニューで「保存」をクリックします。)




	
注意:

タイプXMLドキュメントの検証に使用する目的で、スキーマをローカル・ドキュメントにコピーして貼り付けることもできます。














7.9.3 タイプXMLエディタの使用

XMLエディタでは、アセット・タイプ、コンプライアンス・テンプレートおよびポリシー・タイプのXMLソースの未検証の変更が有効になります。




	
注意:

XMLソースの変更が適切に行われないと、すべてのタイプが使用不可の状態になる場合があります。







	
タイプ・マネージャで、「サポート」メニューからXMLエディタを選択します。次の警告メッセージが表示されます。

XMLエディタで行われた変更が検証されないため、タイプは使用不可と見なされます!


	
「OK」をクリックします。空白のダイアログが表示されます。


	
「OK」をクリックします。XMLスキーマ表示が開きます。


	
空のウィンドウの「ファイル」メニューで、「ロード」を選択します。


	
図7-30に示すように、「ロード」ダイアログで、編集するXMLスキーマのタイプを「タイプ」リストから選択します。


図7-30 「ロード」ダイアログ

[image: 図7-30の説明が続きます]
  



	
「XML型」リストから、エディタまたは「ビューア」を選択します。これらの選択が、タイプ・マネージャでのエディタ・タブと「ビューア」タブになります。


	
「OK」をクリックします。図7-31に示すように、選択したスキーマが表示されます。


図7-31 XMLスキーマ表示

[image: 図7-31の説明が続きます]
  



	
必要に応じてスキーマを編集します。


	
「ファイル」メニューから「保存」を選択して変更を保存します。

















自動収集の構成および使用
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8 [bookmark: sthref329]自動収集の構成および使用

[bookmark: OERCG1237]
この章では、ハーベスタの使用を開始する方法について説明します。Oracle Enterprise Repositoryへのデータの移入に使用するツールは[bookmark: sthref330]ハーベスタと呼ばれています。ハーベスタを使用して、Oracle製品および標準ベースのファイルからメタデータを読み取ります。これには、Oracle SOA Suite、Oracle Service Bus、Oracle BPAによって生成されたコンポジット、標準BPEL、WSDL、XSD、XSLT、BPMN 2.0およびWS-Policyファイルが含まれます。

ハーベスタによって、アセットの作成、アセット・メタデータの移入、およびアーティファクト・ファイルの情報に基づいたリレーション・リンクの生成が自動的に実行されます。

ファイルは、実行時環境にデプロイされたときに収集されます。ハーベスタは、コマンド行から使用することも、AntやWeblogic Scripting Tool (WLST)内で使用することもできます。

この章は次の項で構成されています。


	
ハーベスタの使用の開始



	
ハーベスタの構成



	
アーティファクトの収集





[bookmark: BABFJDFH]

8.1 [bookmark: sthref331]ハーベスタの使用の開始

この項では、ハーベスタの使用を開始する方法および高レベルな各種ユースケースでのハーベスタの使用について説明します。

この項には次のトピックが含まれます:


	
8.1.1項「前提条件」



	
8.1.2項「ハーベスタの機能」



	
8.1.3項「アーティファクト/製品のバージョン・マトリックス」





[bookmark: BABIBEBD]

8.1.1 [bookmark: sthref332]前提条件

ハーベスタを使用する前に、次の前提条件を実行する必要があります。


	
必要なアセット・タイプおよびリレーションシップを含むHarvester Solution PackをOracle Enterprise Repositoryにインポートします。<OER_Home>/modules/tools/solutions/12.1.3.0.0-OER-Harvester-Solution-Pack.zipファイルをインポートします。

Oracle Enterprise Repositoryソリューション・パックのインポートの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Enterprise Repositoryインストレーション・ガイド』





アセット・エディタの使用
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9 [bookmark: sthref412]アセット・エディタの使用

[bookmark: OERCG13256]
この章では、Oracle Enterprise Repositoryのアセット・エディタを使用して、カテゴリ、リレーションシップ、拒否理由、リポジトリおよびベンダーを構成する方法について説明します。

この章では、次の項目について説明します。


	
概要



	
アセット・エディタの起動



	
システム・オプションの構成



	
高度なアセット発行



	
アセット、コンプライアンス・テンプレート、ポリシーの移行



	
アセット登録プロセスについて



	
アセット・ステータスについて



	
アセットの削除





[bookmark: CHDEDEJJ]

9.1 概要

アセット・エディタは、アセットの管理と、アセットおよびタイプの構成に使用されます。カテゴリ、リレーションシップ、拒否理由、リポジトリおよびベンダーも、アセット・エディタ内で構成されます。

構成の詳細は、組織のガイドラインによって決まるため、ここで説明するオプションとはわずかに異なる場合があります。




[bookmark: CHDBCHCB]

9.2 [bookmark: sthref413]アセット・エディタの起動

この手順は、Oracle Enterprise Repositoryの「アセット」画面で実行されます。







	
注意:

アセット・エディタにはJava Web Startが必要です。Java Web Startのインストールおよび構成の詳細は、1.10項「Java Web Startのインストール」を参照してください。











	
アセットの編集/管理をクリックします。図9-1に示すように、アセット・エディタが表示されます。

[bookmark: CHDGHFFB]
図9-1 アセット・エディタ

[image: 図9-1の説明が続きます]
  









[bookmark: CHDEJICJ]

9.3 [bookmark: sthref415]システム・オプションの構成

アセット・エディタの「アクション」メニューでは、様々なシステム・オプションを構成できます。


	
第9.3.1項「受入れ可能な値リストの構成」



	
第9.3.2項「アーティファクト・ストアの構成」



	
9.3.4項「カテゴリ分けの構成」



	
9.3.5項「リレーションシップの構成」



	
第9.3.6項「拒否理由の構成」



	
9.3.7項「ベンダーの構成」





[bookmark: CHDCJBHB]

9.3.1 [bookmark: sthref416]受入れ可能な値リストの構成

アセット表示のメタデータ要素として使用される単一および複数選択リストを定義および特定します。


	
「アクション」メニューで、受入れ可能な値リストの構成を選択します。図9-2に示すように、受入れ可能な値リストの構成ダイアログが表示されます。

[bookmark: CHDFDAEA]
図9-2 受入れ可能な値リストの構成

[image: 図9-2の説明が続きます]
  




	
「追加」をクリックします。図9-3に示すように、受入れ可能な値リストの追加ダイアログが表示されます。



	
リスト名テキスト・ボックスに適切な名前を入力します。

[bookmark: CHDCCAEI]
図9-3 受入れ可能な値リストの追加ダイアログ

[image: 図9-3の説明が続きます]
  




	
「追加」ボタンの横にあるテキスト・ボックスに適切なリスト項目名を入力します。



	
「追加」をクリックします。



	
必要に応じて、手順4と5を繰り返し、他のリスト項目を追加します。



	
入力後、「OK」をクリックします。受入れ可能な値リストの構成ウィンドウに新しいリストが表示されます。



	
受入れ可能な値リストを編集するには、受入れ可能な値リストの構成ウィンドウでリストを選択します。



	
「編集」をクリックします。受入れ可能な値リストの編集ダイアログが表示されます。(受入れ可能な値リストの追加ウィンドウと同じフォーム。)



	
必要に応じて変更を加えます。



	
「OK」をクリックします。








[bookmark: CHDEJFGD]

9.3.2 [bookmark: sthref419]アーティファクト・ストアの構成

Oracle Enterprise Repositoryのアセットに関連するファイルが保存される場所を決定します。


	
「アクション」メニューから、アーティファクト・ストアの構成を選択します。図9-4に示すように、アーティファクト・ストアの構成ダイアログが表示されます。

[bookmark: CHDCCCFF]
図9-4 アーティファクト・ストアの構成ダイアログ

[image: 図9-4の説明が続きます]
  




	
「追加」をクリックします。図9-5に示すように、新規アーティファクト・ストアの作成ダイアログが表示されます。

[bookmark: CHDFJHFD]
図9-5 新規アーティファクト・ストアの作成ダイアログ

[image: 図9-5の説明が続きます]
  




	
アーティファクト・ストアの名前を入力します。



	
「タイプ」リストで、アーティファクト・ストアのタイプを選択します。


	
デフォルト・タイプ:


	
FTP

FTPサーバーのファイルにアクセスします。



	
HTTP

Webサーバーのファイルにアクセスします。



	
HTTPS

セキュアWebサーバーのファイルにアクセスします。



	
UNC

WindowsまたはSambaの共有を使用するファイルにアクセスします。



	
ローURI

ローURIを使用してファイルにアクセスします。



	
ローSCM

ローSCMを使用してファイルにアクセスします。CVS、PerforceなどのSCMタイプの選択を有効にします。選択したSCMタイプは、パスURI接尾辞をダウンロード・フィールドを自動的に移入しますが、フィールドは必要に応じて変更できます。











	
サーバーのホスト名とパスを入力します。



	
(オプション)ユーザー名とパスワードを入力します。このオプションを実行すると、自動ログインが有効になります。



	
入力後、「OK」をクリックします。



	
アーティファクト・ストアを編集するには、アーティファクト・ストアの構成ウィンドウのリストで、編集するストアを見つけます。



	
「編集」をクリックします。アーティファクト・ストアの編集ダイアログが表示されます。(アーティファクト・ストアの新規作成ウィンドウと同じフォーム。)



	
必要に応じて変更を加えます。



	
「OK」をクリックします。








[bookmark: CHDGGJGD]

9.3.3 [bookmark: sthref422]新しいアーティファクト・ストアの選択

アーティファクト・ストアを構成した後、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」ページで発行アップロード用のアーティファクト・ストアのシステム設定を使用して、アーティファクト・ストアを選択する必要があります。


	
Oracle Enterprise Repositoryの「管理」ページを開きます。



	
左側のパネルで、「システム設定」を選択します。



	
システム設定の「サーバー設定」グループでアップロード領域セクションを見つけます。詳細は、2.5.2項「サーバー設定」を参照してください。



	
送信アップロード用のアーティファクト・ストア・リストを使用して、新しく作成したアーティファクト・ストアを選択します。



	
「保存」をクリックします。








[bookmark: CHDGIHDB]

9.3.4 [bookmark: sthref423]カテゴリ分けの構成

カテゴリ分けによって、アセットの編成方法と表示方法が決まります。これらも、同様の方法でプロジェクトに適用できます。


	
「アクション」メニューで、カテゴリ分けの構成を選択します。図9-6に示すように、カテゴリ分けの構成ダイアログが表示されます。

[bookmark: CHDDDJAC]
図9-6 カテゴリ分けの構成ダイアログ

[image: 図9-6の説明が続きます]
  




	
「追加」をクリックします。図9-7に示すように、カテゴリ分けの追加ダイアログが表示されます。



	
各テキスト・ボックスに適切な情報を入力します。

[bookmark: CHDIHDEB]
図9-7 カテゴリ分けの追加ダイアログ

[image: 図9-7の説明が続きます]
  




	
このカテゴリ分けタイプのいずれかのカテゴリ分けにのみアセットを割り当てることができる場合は、相互排他の割当てですか?オプションを選択します。



	
カテゴリ分けがアセットではなくプロジェクトに割り当てられるようにするには、プロジェクトに割当て可能ですか?オプションを選択します(このオプションがOracle Enterprise Repository管理者によって有効になっている場合)。



	
使用環境でUDDIが有効な場合、Oracle Enterprise Repositoryは、カテゴリ分けのtModelKeyを自動で作成します。必要に応じて、管理者は、特定のUDDIバージョン2またはバージョン3のtModelKeyを任意のカテゴリ分けに割り当てることができます。



	
「追加」をクリックして、サブカテゴリ分けを追加します。図9-8に示すように、カテゴリ分けの追加ダイアログが表示されます。

[bookmark: CHDGHGCJ]
図9-8 カテゴリ分けの追加ダイアログ

[image: 図9-8の説明が続きます]
  




	
入力後、「OK」をクリックします。カテゴリ分けの構成ウィンドウに新しいカテゴリ分けが表示されます。



	
カテゴリ分けを編集するには、カテゴリ分けの構成ウィンドウのリストで、編集するカテゴリ分けを見つけます。



	
「編集」をクリックします。カテゴリ分けの編集ダイアログが表示されます。(カテゴリ分けの追加ウィンドウと同じフォーム。)



	
必要に応じて変更を加えます。



	
「OK」をクリックします。








[bookmark: CHDDGGDI]

9.3.5 [bookmark: sthref427]リレーションシップの構成

リレーションシップは、アセット間の関係、相互作用または相互依存を定義します。構成される場合、使用するために選択されたアセットに対する特定のリレーションシップの影響を受けるアセット(つまり、使用 - ダウンロード・ボタンがクリックされている)もダウンロードできます。


	
「アクション」メニューで、リレーションシップの構成を選択します。図9-9に示すように、リレーションシップの構成ダイアログが表示されます。

[bookmark: CHDGICDJ]
図9-9 リレーションシップの構成ダイアログ

[image: 図9-9の説明が続きます]
  




	
「追加」をクリックします。図9-10に示すように、リレーションシップの追加ダイアログが表示されます。



	
各テキスト・ボックスに適切な情報を入力します。

[bookmark: CHDDIIHC]
図9-10 リレーションシップの追加ダイアログ

[image: 図9-10の説明が続きます]
  




	
「方向」リストで適切な選択を行います。

選択した方向は、ソース・アセット・テキスト・ボックスとターゲット・アセット・テキスト・ボックスに表示される情報に影響を与えます。たとえば、双方向リレーションシップでは、ターゲットとソースが内部依存していますが、双方向、並び順を使用すると、連続するバージョンのアセット間のリレーションシップ(Asset v0.90とAsset v1.0間のリレーションシップなど)を記述できます。



	
ダウンロード可能なターゲット・アセットをソース・アセットで作成するチェック・ボックスで、適切な選択を行います。



	
入力後、「OK」をクリックします。



	
リレーションシップを編集するには、リレーションシップの構成ウィンドウのリストで、編集するリレーションシップを見つけます。



	
「編集」をクリックします。リレーションシップの編集ダイアログが表示されます。(リレーションシップの追加ウィンドウと同じフォーム。)



	
必要に応じて変更を加えます。



	
「OK」をクリックします。





[bookmark: CHDEJBHH]

9.3.5.1 [bookmark: sthref430]システム供給リレーションシップの構成

Oracle Enterprise Repositoryにはシステム供給リレーションシップもあります。これは、エンド・ユーザーに対して読取り専用機能が制限されています。標準のアセット・リレーションシップとは異なり、システム供給リレーションシップは、不変の名前と方向が必要なコンテキストで使用されます。そのため、特に指定のないかぎり、ユーザーがこれらのリレーションシップを追加、削除または変更することはできません。






[bookmark: CHDGAABH]

9.3.6 [bookmark: sthref431]拒否理由の構成

以前に使用またはダウンロードされたアセットを拒否するユーザーが利用可能な拒否理由の選択を決定します。拒否理由によって、アセットに関するローカル・コミュニティの重要なフィードバックが提供されます。


	
「アクション」メニューで、拒否理由の構成を選択します。図9-11に示すように、拒否理由の構成ダイアログが表示されます。

[bookmark: CHDCAAAF]
図9-11 拒否理由の構成ダイアログ

[image: 図9-11の説明が続きます]
  




	
「追加」をクリックします。図9-12に示すように、拒否理由の編集ダイアログが表示されます。

[bookmark: CHDHGJBF]
図9-12 拒否理由の編集ダイアログ

[image: 図9-12の説明が続きます]
  




	
拒否理由テキスト・ボックスに適切なテキストを入力します。



	
入力後、「OK」をクリックします。



	
拒否理由を編集するには、拒否理由の構成ウィンドウのリストで、編集する拒否理由を見つけます。



	
「編集」をクリックします。拒否理由の編集ダイアログが表示されます。



	
必要に応じて変更を加えます。



	
「OK」をクリックします。








[bookmark: CHDCIDCH]

9.3.7 [bookmark: sthref434]ベンダーの構成

アセットを提供するベンダーをリポジトリに定義および特定します。


	
「アクション」メニューで、ベンダーの構成を選択します。図9-13に示すように、ベンダーの構成ダイアログが表示されます。

[bookmark: CHDEIJJG]
図9-13 ベンダーの構成ダイアログ

[image: 図9-13の説明が続きます]
  




	
「追加」をクリックします。図9-14に示すように、ベンダー名の追加ダイアログが表示されます。

[bookmark: CHDGDHAA]
図9-14 ベンダー名の追加ダイアログ

[image: 図9-14の説明が続きます]
  




	
「名前」テキスト・ボックスに適切な情報を入力します。



	
入力後、「OK」をクリックします。



	
ベンダーを編集するには、ベンダーの構成ウィンドウのリストで、編集するベンダーを見つけます。



	
「編集」をクリックします。ベンダー名の編集ウィンドウが開きます。(ベンダー名の追加ウィンドウと同じフォーム。)



	
必要に応じて変更を加えます。



	
「OK」をクリックします。










[bookmark: CHDBCJDG]

9.4 [bookmark: sthref437]高度なアセット発行

この機能により、(適切な権限を持つ)ユーザーは、Webコンソールからではなくアセット・エディタからアセットを発行できます。このため、ユーザーは、発行時にアセットの詳細をさらに入力できます。この手順は、アセット・エディタで実行されます。(アセット・エディタへのアクセスは、ユーザーが割り当てられるロールによって決まります。)


	
アセット・エディタで「ファイル」メニューを開き、「新規」を選択します。図9-15に示すように、アセットの新規作成ダイアログが表示されます。

[bookmark: CHDFDBJB]
図9-15 アセットの新規作成ダイアログ

[image: 図9-15の説明が続きます]
  




	
「名前」テキスト・ボックスと「バージョン」テキスト・ボックスに適切な情報を入力します。



	
図9-16に示すように、「タイプ」リストで適切なタイプのテンプレートを選択します。

[bookmark: CHDCIAHD]
図9-16 アセットの新規作成ダイアログ - 「タイプ」リスト

[image: 図9-16の説明が続きます]
  




	
「OK」をクリックします。図9-17に示すように、アセット・エディタに新しいアセットが表示されます。

[bookmark: CHDHEFIC]
図9-17 アセット・エディタ - 新しいアセット

[image: 図9-17の説明が続きます]
  



レビューと登録を行うアセットが発行されます。








[bookmark: CHDDCJDI]

9.5 [bookmark: sthref441]アセット、[bookmark: sthref442]コンプライアンス・テンプレート、[bookmark: sthref443]ポリシーの移行

[bookmark: sthref444]移行とは、あるアセット、コンプライアンス・テンプレートまたはポリシーのメタデータやファイルを、別のアセット、コンプライアンス・テンプレートまたはポリシー(通常は同じタイプ)に転送することです。メタデータの編集はその再作成よりも簡単であるため、この機能を使用すると、ユーザーは、異なるバージョンのアセット、コンプライアンス・テンプレートまたはポリシーをすばやく作成できます。たとえば、JavaComponent v1.0を作成するには、JavaComponent v0.90のメタデータとファイルを移行してから、v1.0アセットのメタデータに必要な変更を加えます。アセットを移行する場合、新しいアセットの名前またはバージョン番号(あるいはその両方)は異なる必要があります。移行では、Oracle Enterprise Repositoryの元のアセットが削除されるわけではありません。

アセット、コンプライアンス・テンプレートまたはポリシーを別のタイプに移行することもできます。ただし、異なるメタデータ要素は転送されません。たとえば、元のアセット・タイプがそのタブのいずれかで表を使用し、同じ表要素を持たないアセット・タイプに移行される場合、表とそのメタデータは移行されません。表のメタデータ要素は、新しいアセット・タイプで作成される必要があります。

[bookmark: sthref445]
9.5.1 [bookmark: sthref446]アセット、コンプライアンス・テンプレート、ポリシーの移行

この手順は、アセット・エディタで実行されます。


	
図9-18に示すように、「検索」を使用するか、アセット・エディタのファイル・ツリーを参照して、移行するソース・アセットまたはコンプライアンス・テンプレートを見つけます。

[bookmark: CHDHFDBD]
図9-18 アセット・エディタ - 「検索」ボタン

[image: 図9-18の説明が続きます]
  




	
「ファイル」メニューでコピーと移行を選択します。

図9-19に示すように、コピーと移行ダイアログが表示されます。

[bookmark: CHDEBCIC]
図9-19 コピーと移行ダイアログ

[image: 図9-19の説明が続きます]
  




	
「名前」テキスト・ボックスと「バージョン」テキスト・ボックスに適切な情報を入力します。



	
「タイプ」リストで宛先のタイプ(ソース・アーティファクトが移行されるタイプ)を選択します。

類似しないタイプ間でアセットを移行すると、アセット詳細やアセット・エディタでのアセット情報の表示に影響があります。



	
入力後、「OK」をクリックします。

図9-20に示すように、移行したアセットがアセット・エディタに表示されます。

[bookmark: CHDCHJBJ]
図9-20 アセット・エディタ - 「概要」タブ

[image: 図9-20の説明が続きます]
  




	
図9-21に示すように、新しいアセットの「管理」タブをクリックします。

[bookmark: CHDBDCAE]
図9-21 「管理」タブ

[image: 図9-21の説明が続きます]
  




	
新しいアセットを登録するか、登録するためにそのアセットを別のユーザーに割り当てます。










[bookmark: A1541050]

9.6 アセット登録プロセスについて

登録プロセス内を移動するアセットは、アセット・エディタのファイル・ツリーに表示されているように、複数のフォルダで編成および管理されます。

アセットの登録プロセスは、「発行済」フォルダで開始されます。アセットは、『Oracle Fusion Middleware Oracle Enterprise Repository開発者ガイド』の標準アセット発行の実行Oracle Enterprise Repositoryの保護






第III部



Oracle Enterprise Repositoryの保護

この部では、Oracle Enterprise Repositoryのセキュリティ・タスクについて説明します。

この部には次の章が含まれます:

	
第10章「外部認証ツールを使用するためのOracle Enterprise Repositoryの構成」


	
第11章「高度なロールベース・アクセス制御の構成」


	
第12章「パスワードの暗号化」








外部認証ツールを使用するためのOracle Enterprise Repositoryの構成






10 外部認証ツールを使用するためのOracle Enterprise Repositoryの構成


この章では、LDAP/Active Directoryなどの外部認証ツールを使用してOracle Enterprise Repositoryを認証する方法について説明します。

この章には、次のセクションがあります。

	
10.1項「概要」


	
10.2項「シングル・サインオン」


	
10.3項「コンテナ管理設定」






10.1  概要

この項では、LDAP/Active Directoryを使用してOracle Enterprise Repositoryでユーザーを認証する方法について説明します。

この項には次のトピックが含まれます:

	
10.1.1項「LDAP/Active Directory」


	
10.1.2項「LDAP統合のシステム・プロパティの有効化」


	
10.1.3項「LDAP/Active Directoryのプロパティの変更」


	
10.1.4項「セキュリティに関する考慮事項」


	
10.1.5項「LDAPプロパティの例」






10.1.1 LDAP/Active Directory

LDAP/Active Directory (AD)を使用してユーザーを認証する場合、LDAP/Active Directoryサーバーを使用する前に、ユーザーの部門およびロールの構成を検討する必要があります。統合を有効にすると、すべてのユーザーはLDAP/ADによって認証されます。したがって、LDAP/ADのユーザー名と一致する管理レベルのユーザー・アカウントを少なくとも1つ、Oracle Enterprise Repositoryデータベース内に作成することが重要です。このユーザー・アカウントにはLDAP/ADを有効にした場合でもOracle Enterprise Repositoryの管理機能を実行できるように、管理ロールを割り当てる必要があります。

LDAP/ADからロール同期を有効にする場合、少なくとも1つのユーザー・アカウントに管理レベルのが割り当てられている必要があります。ロール同期オプションを使用する前に、Oracle Enterprise RepositoryでLDAPロールが作成され、適切なOracle Enterprise Repository権限が割り当てられている必要があります。ロール名は名前のみで同期されます。管理レベルのユーザーがLDAP/ADを使用してOracle Enterprise Repositoryにログインすると、そのユーザーはアプリケーション・プロパティを適切に構成および管理できます。このユーザー・アカウントを日常のアクティビティに使用しないでください。






10.1.2 LDAP統合のシステム・プロパティの有効化

この手順は、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面で実行します。

	
左ペインの「システム設定」をクリックします。メイン・ペインで「システム設定」セクションが開きます。


	
次の各設定を簡単に見つけるには、「システム設定」の「検索」ボックスを使用します。


	
「検索」ボックスにenterprise.authentication.ldap.enabledと入力します。値をTrueに設定して、「保存」をクリックします。

次に示すように設定を変更します。

	
非承認ユーザーのログイン

	
Trueに設定します。





	
プラグイン・ログイン・モジュール・クラス名

	
テキスト・ボックスにcom.flashline.enterprise.authentication.server.loginmodule.LDAPLoginと入力します。




	
注意:

このプロパティによって、LDAPはオン/オフになります。有効にすると、アプリケーションでユーザー認証にLDAPサーバーが使用されます。











	
プラグイン・ログイン・モジュール表示名

	
テキスト・ボックスにエンタープライズLDAPログインと入力します。





	
プラグイン・ログイン・モジュール

	
Trueに設定します。





	
プラグイン・ログイン・モジュール - 内部チェック

	
Falseに設定します。








	
完了したら、「保存」をクリックします。









10.1.3 LDAP/Active Directoryのプロパティの変更

LDAP/ADのプロパティを次のように変更できます。

	
左ペインの「システム設定」をクリックします。


	
次の各設定を簡単に見つけるには、「システム設定」の「検索」を使用します。次に示すように値を入力します。

	
LDAPサーバーのホスト名

	
テキスト・ボックスに、ホスト名またはディレクトリ・サーバーのIPアドレスを入力します。





	
LDAPサーバーのポート番号

	
テキスト・ボックスに389を入力します。





	
LDAPマスク

	
LDAPの場合は、uid=^を入力します。

または


	
Active Directoryの場合は、samAccountName=^を入力します。





	
非承認ユーザー・アカウントの作成

	
Trueに設定します。





	
ユーザーへのデフォルト・ロールの割当て

	
Trueに設定します。







	
注意:

このプロパティによって、すべてのユーザー認証でデフォルト・ロールが割り当てられます。








	
欠落したロールの自動作成

	
Trueに設定します。







	
注意:

このプロパティによって、LDAP/ADサーバーから同期されたロールが作成されますが、そのロールに権限は割り当てられません。








	
欠落した部門の自動作成

	
Trueに設定します。







	
注意:

このプロパティによって、LDAP/ADサーバーから同期された部門が作成されますが、その部門に説明は割り当てられません。ただし、ユーザーは新しいロールに割り当てられます。








	
LDAPバージョン

	
テキスト・ボックスに3を入力します。(サポートされているバージョンは、2および3です)





	
管理者アカウントの識別名




	
注意:

このプロパティは、Active Directoryを使用する場合に必要です。このプロパティには、少なくとも読取り専用のディレクトリ参照権限を持つユーザー・アカウントのDNを設定する必要があります。







例: CN=Some_User,CN=Users,DC=ad,DC=example,DC=com


	
管理者アカウントのパスワード

	
テキスト・ボックスに、前述の管理者アカウントの識別名プロパティで識別された管理者アカウントのパスワードを入力します。





	
SSL接続の使用

	
LDAPのSSL接続を有効にするには、Trueに設定します。デフォルト値はfalseです。





	
参照の追跡

	
Trueに設定します。





	
管理アカウントを使用したデータの取得

	
LDAPの場合は、Falseに設定します(該当する場合)。


	
Active Directoryまたは制限されたLDAP環境の場合は、Trueに設定します。





	
検索開始場所




	
注意:

このプロパティによって、ディレクトリ・ツリーのどこでユーザー・レコードの検索を開始するかが定義されます。







次に例を示します。

	
LDAPの場合: OU=MemberGroupB, O=en_us


	
Active Directoryの場合: CN=Users,DC=ad,DC=example,DC=com





	
検索範囲

	
リスト内のサブツリーを選択します。




	
注意:

このプロパティによって、ユーザー・レコード検索の(ベースDNの下の)深さが定義されます。











	
検索されたエントリを識別する属性名




	
注意:

このプロパティによって、ツリー検索の範囲内でユーザー・アカウントを一意に識別する属性名が指定されます。







	
LDAPの場合: uid

または


	
Active Directoryの場合: samAccountName





	
検索されたエントリの電子メールの属性名

	
mailと入力します。





	
検索されたエントリの名の属性名

	
givenNameと入力します。





	
検索されたエントリのミドル・ネームの属性名

	
LDAPまたはActive Directoryのミドル・ネームの属性を入力します(該当する場合)。





	
検索されたエントリの姓の属性名

	
snと入力します。





	
検索されたエントリの電話番号の属性名

	
telephoneNumberと入力します。





	
LDAPの部門の使用

	
Trueに設定します。




	
注意:

このプロパティによって、Oracle Enterprise Repository内で同期される、ユーザーの部門属性の値が定義されます。











	
部門属性

	
departmentと入力します。





	
LDAPのロールの使用

	
Falseに設定します。





	
ロール属性

	
ユーザーのロール情報を含むLDAP/Active Directoryの属性を入力します。





	
第2レベルの参照属性




	
注意:

このプロパティによって、ユーザー情報を取得するための第2レベルの参照を識別する属性が定義されます。値はDNである必要があります。第2レベルの参照にリダイレクトを使用している場合は、この2番目の参照のベースDNを定義します。











	
完了したら、「保存」をクリックします。


	
Oracle Enterprise Repositoryアプリケーションを再起動します。









10.1.4 セキュリティに関する考慮事項

Oracle Enterprise RepositoryのLDAP/Active Directoryコネクタを使用すると、LDAPは、Oracle Enterprise Repositoryのユーザー認証およびロール割当てのためのユーザー識別の単一ソースとして機能できます。ただし、これにより、Oracle Enterprise Repositoryを介したファイルへのアクセスのユーザー認証を各ホスト・リポジトリが管理することは妨げられません。

Oracle Enterprise RepositoryのLDAP/Active Directoryコネクタを使用する場合、Oracle Enterprise Repositoryは、LDAPまたはActive Directoryを使用してユーザーを認証します。ユーザー名/パスワードの組合せが、バインド・リクエストとしてLDAPシステムに委任されます。ユーザーは、バインド・リクエストが成功した場合にのみ認証されます。

オプションとして、Oracle Enterprise Repositoryのユーザー・ロール割当てを格納および取得するようにLDAPを構成できます。この構成では、ユーザー・ログインのたびに、Oracle Enterprise RepositoryはLDAPに格納されたユーザーのロールと同期します。ロールはLDAPから直接追加され、Oracle Enterprise Repositoryによって管理されず、LDAP内のグループ・マッピングはOERによって使用されません。このオプションを使用するには、ldap.enable-synch-rolesシステム設定をTrueに設定する必要があります。ldap.rbac.roleAttribシステム設定は、ユーザーがOracle Enterprise Repository内で保持するロール名を含む複数値LDAP属性の名前に設定する必要があります。ldap.enable-synch-rolesシステム設定が有効でない場合、またはldap.rbac.roleAttribオプションによって参照されるLDAP属性が構成されていない場合、管理者はOracle Enterprise Repositoryで手動でユーザー・ロールを割り当てる必要があります。


10.1.4.1 ユースケースのサンプル・シナリオ

次のシナリオでは、ユーザー管理のためのプロパティ設定を明確にするために、一連のLDAP設定および構成を示しています。


シナリオ1

LDAP認証があってもOracle Enterprise Repositoryにユーザー・アクセスできないようにします。アクセスは、アクティブなOracle Enterprise Repositoryアカウントを持つ既存のユーザーにのみ与えられます。

	
理由

	
ユーザー・ベースが事前定義されており、アプリケーションで許可されるユーザー数が制限されている、非エンタープライズ・ライセンス契約。





	
プロパティ設定

	
ldap.allow-user-creation

	
Falseに設定します。





	
enterprise.security.unapproveduser.allowlogin

	
Falseに設定します。











シナリオ2

LDAP認証で、デフォルトのOracle Enterprise Repositoryユーザー・アカウントを作成してデフォルト・ロールを割り当てますが、Oracle Enterprise Repositoryへのユーザー・アクセスを拒否します。

Oracle Enterprise Repositoryでは、デフォルト・ユーザーはuserです。

	
理由

	
新しいユーザー・アカウントが作成されたことがセキュリティ管理者に通知されるまで、新規ユーザーに対してOracle Enterprise Repositoryアクセスを拒否します。セキュリティ管理者によって承認されると、ユーザーのステータスはアクティブに変わり、Oracle Enterprise Repositoryへのログインが許可されます。





	
プロパティ設定

	
ldap.allow-user-creation

	
Trueに設定します。





	
ldap.assign-default-roles

	
Trueに設定します。





	
enterprise.security.unapproveduser.allowlogin

	
Falseに設定します。











シナリオ3

LDAP認証で、デフォルトのOracle Enterprise Repositoryユーザー・アカウントがデフォルト・ロールで作成され、ユーザーはOracle Enterprise Repositoryへのログインを許可されます。

	
理由

	
LDAP認証が新規ユーザー作成に対する唯一の制限であるエンタープライズ・ライセンス契約。通常、LDAPアカウントによってロールが事前定義されない新規ユーザーのアクセスを制限するために、デフォルトのOracle Enterprise RepositoryロールはUserに設定されます。





	
プロパティ設定

	
ldap.allow-user-creation

	
Trueに設定します。





	
ldap.assign-default-roles

	
Trueに設定します。





	
enterprise.security.unapproveduser.allowlogin

	
Trueに設定します。

















10.1.5 LDAPプロパティの例

Active Directoryの制限により、ディレクトリ・サーバーに匿名でバインドされている(認証されていない)場合はディレクトリの最上位より下の検索ができないため、Oracle Enterprise Repositoryユーザー情報参照では「バインドDN」、「バインド・パスワード」および管理者としてデータを取得のプロパティが適切な値で設定されている必要があります。表10-1に、LDAP/Active Directoryのプロパティおよびその例を示します。


表10-1 Active Directoryおよび従来のLDAPのプロパティ

	Active Directory	従来のLDAP (InetOrgPerson)
	
ldap.host

	
ad.example.com

	
ldap.host

	
ad.example.com


	
ldap.port

	
389

	
ldap.port

	
389


	
ldap.version

	
3

	
ldap.version

	
3


	
ldap.bindDN

	
CN=Some_User,OU=Users,DC=ad,DC=example,DC=com

	
ldap.bindDN

	
(匿名参照が無効な場合に必要)


	
ldap.bindPassword

	
password

	
ldap.bindPassword

	
(匿名参照が無効な場合に必要)


	
ldap.retrieve-data-as-admin

	
true

	
ldap.retrieve-data-as-admin

	
false (匿名参照が無効な場合はTRUE)


	
ldap.mask

	
sAMAccountName=^

	
ldap.mask

	
uid=^


	
ldap.baseDN

	
CN=Users,DC=ad,DC=example,DC=com

	
ldap.baseDN

	
OU=MemberGroupB, O=en_us


	
ldap.scope

	
subtree

	
ldap.scope

	
one


	
ldap.uniqueIDAttrib

	
samAccountName

	
ldap.uniqueIDAttrib

	
uid


	
ldap.emailAttrib

	
mail

	
ldap.emailAttrib

	
mail


	
ldap.givennameAttrib

	
givenname

	
ldap.givennameAttrib

	
givenName


	
ldap.surnameAttrib

	
sn

	
ldap.surnameAttrib

	
sn


	
ldap.telephoneAttrib

	
telephonenumber

	
ldap.telephoneAttrib

	
telephoneNumber


	
ldap.deptAttrib

	
department

	
ldap.deptAttrib

	
department








表10-2に、カスタムおよび共通のLDAPプロパティを示します。


表10-2 カスタムおよび共通のLDAPプロパティ

	実装に関係しないカスタムおよび共通のプロパティ
	
	
ldap.deptAttrib

	
department


	
ldap.rbac.roleAttrib

	
roles


	
ldap.allow-user-creation

	
true


	
ldap.enable-synch-roles

	
true


	
ldap.enable-synch-depts

	
true














10.2 シングル・サインオン

この項では、シングル・サインオンを使用してOracle Enterprise Repositoryでユーザーを認証する方法について説明します。

この項には次のトピックが含まれます:

	
10.2.1項「概要」


	
10.2.2項「シングル・サインオン認証で使用するためのOracle Enterprise Repositoryの構成」


	
10.2.3項「拡張オプション」






10.2.1 概要

Oracle Enterprise Repositoryの拡張コンテナ認証LoginModuleが、(SSOシステムによって移入される場合がある) HTTPリクエスト・ヘッダーによって渡されるユーザー資格証明を受け入れるために使用されます。この機能により、シングル・サインオン・システムと統合できます。






10.2.2 シングル・サインオン認証で使用するためのOracle Enterprise Repositoryの構成

次の構成プロパティにアクセスするには、管理者権限を使用する必要があります。




	
注意:

この拡張によって、AdvancedContainerLoginモジュールで、AuthtokenCreate REX APIメソッドのSOAPヘッダーにユーザー情報を受け入れることができます。ユーザー名は、Oracle Enterprise Repositoryのシステム設定enterprise.container.auth.usernameによって識別され、www.oracle.com/oerというnamespaceUriを持つ名前を使用して、SOAPヘッダー内で渡されます。SOAPヘッダーの値は、ユーザーのユーザー名です。ユーザー名がSOAPヘッダー内で渡されない場合は、Oracle Enterprise Repositoryのシステム設定enterprise.loginmodules.fallbackauthenticationが使用されます。enterprise.loginmodules.fallbackauthenticationがtrueの場合、ユーザーは、指定されたユーザー名/パスワードについて構成済のPluggableLoginModuleによって認証されます。







ログイン・モジュール内のプラグインは、データベース・ログイン・モジュール、LDAPログイン・モジュールおよびコンテナ・ログイン・モジュールを構成するために設定された構成です。コンテナ・ログイン・モジュールは、コンテナ管理ログイン・モジュールまたは拡張コンテナ・ログイン・モジュール(すなわち、SSO)にすることができます。これらは、「システム設定」タブで構成できます。

この項には次のトピックが含まれます:

	
10.2.2.1項「シングル・サインオン統合のシステム・プロパティの有効化」


	
10.2.2.2項「基本認証とのOracle Enterprise Repository SSO統合の使用」


	
10.2.2.3項「アプリケーション・プロパティ・ファイルの手動変更」







	
注意:

フォールバック認証はREX APIでのみ機能します。









10.2.2.1 シングル・サインオン統合のシステム・プロパティの有効化

この手順は、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面で実行します。

	
左ペインの「システム設定」をクリックします。図10-1に示すように、Oracle Enterprise Repositoryの「システム設定」画面が表示されます。


図10-1 Oracle Enterprise Repositoryの「システム設定」画面

[image: 図10-1の説明が続きます]
  



	
「検索」ボックスにenterprise.authentication.advancedcontainer.enabledと入力します。値をTrueに設定して、「保存」をクリックします。


	
図10-2に示すように、新しいシステム設定の有効化テキスト・ボックスにcmee.jws.pass-all-cookiesと入力します。


図10-2 新しいシステム設定の有効化ダイアログ

[image: 図10-2の説明が続きます]
  



	
「有効化」をクリックします。図10-3に示すように、システム設定の「サーバー設定」グループのJava Web Start (JWS)セクションに「JWSですべてのCookieを渡す」が表示されます。


図10-3 JWSですべてのCookieを渡す

[image: 図10-3の説明が続きます]
  



	
プロパティがTrueに設定されていることを確認します。


	
「保存」をクリックします。


	
「システム設定」の「検索」テキスト・ボックスにコンテナ・ログイン・モジュールと入力します。図10-4に示すように、システム設定のエンタープライズ認証グループにコンテナ・ログイン・モジュール・セクションが表示されます。


図10-4 コンテナ・ログイン設定セクション

[image: 図10-4の説明が続きます]
  



	
次に示すように、プロパティを変更します。

	
コンテナ・ログイン・モジュール・クラス名

	
テキスト・ボックスにcom.oer.enterprise.authentication.server.loginmodule.AdvancedContainerLoginと入力します。





	
コンテナ・ログイン・モジュール表示名

	
テキスト・ボックスに「拡張コンテナ・ログイン・モジュール」と入力します。





	
コンテナ・ログイン・モジュール

	
プロパティをTrueに設定します。








	
次に示すように、SSOヘッダー値を入力します(多くの場合、これらはポリシー・サーバー内ではレスポンスと呼ばれます)。想定されるデータ型および使用できる値がヘッダー名の下に示されます。想定される値タイプは、ポリシー・サーバーによって設定されるレスポンスに適用されます。

	
ユーザー名のヘッダー名

	
このプロパティは、ユーザーのUIDの値を含むヘッダーの名前に設定します。

このヘッダーには、ユーザーのユーザーIDが含まれている必要があります(必須)。





	
名のヘッダー名

	
このプロパティは、ユーザーの名の値を含むヘッダーの名前に設定します。(英字列)

このヘッダーには、ユーザーの下の名前が含まれている必要があります。





	
ミドル・ネームのヘッダー名

	
このプロパティは、ユーザーのミドル・ネームの値を含むヘッダーの名前に設定します。(英字列)

このヘッダーには、ユーザーのミドル・ネームが含まれている必要があります。





	
姓のヘッダー名

	
このプロパティは、ユーザーの姓の値を含むヘッダーの名前に設定します。(英字列)

このヘッダーには、ユーザーの姓が含まれている必要があります。





	
ステータスのヘッダー名

	
このプロパティは、ユーザーのアクティブ・ステータスの値を含むヘッダーの名前に設定します。

このヘッダーには、OERでのユーザーのステータスを指定する有効な整数値が含まれている必要があります。有効な値については、次の表を参照してください(必須)。

* 00 - アクティブ

* 10 - 非承認

* 20 - ロックアウト

* 30 - 非アクティブ





	
電子メールのヘッダー名

	
このプロパティは、ユーザーの電子メールの値を含むヘッダーの名前に設定します。

このヘッダーには、ユーザーの電子メール・アドレスが含まれている必要があります(必須)。





	
電話のヘッダー名

	
このプロパティは、ユーザーの電話番号の値を含むヘッダーの名前に設定します。

このヘッダーには、ユーザーの電話番号が含まれている必要があります。





	
ロールのヘッダー名

	
このプロパティは、ユーザーのロールの値を含むヘッダーの名前に設定します。

このヘッダーには、ユーザーのロールが含まれている必要があります。





	
部門のヘッダー名

	
このプロパティは、ユーザーの部門の値を含むヘッダーの名前に設定します。

このヘッダーには、ユーザーの部門が含まれている必要があります。








	
次のプロパティを使用して、SSOモジュールの動作を更新します。

	
コンテナで渡される部門の使用

	
ポリシー・サーバーのレスポンスからユーザーの部門を同期する場合は、この値をTrueに設定します。





	
単一ヘッダー内で渡される部門

	
ポリシー・サーバーのレスポンスとして複数の部門名が渡される場合は、この値をTrueに設定します。





	
部門デリミタ

	
このプロパティの値を、単一の部門ヘッダー内の複数の部門を区切る文字に設定します。このフィールドでは、スペースを表す\u0020などのUnicode表記を使用できます。





	
コンテナで渡されるロールの使用

	
ポリシー・サーバーのレスポンスからユーザーのロールを同期する場合は、この値をTrueに設定します。(注意: 正しい構成を確認する前にこの値をtrueに設定すると、Oracle Enterprise Repositoryアプリケーションが使用できなくなる場合があります)。





	
単一ヘッダー内で渡されるロール

	
ポリシー・サーバーのレスポンスとして複数のロール名が渡される場合は、この値をTrueに設定します。





	
ロール・デリミタ

	
このプロパティの値を、単一のロール・ヘッダー内の複数のロールを区切る文字に設定します。このフィールドでは、スペースを表す\u0020などのUnicode表記を使用できます。





	
ユーザーへのデフォルト・ロールの割当て

	
既存のユーザーおよび新しいユーザーに、デフォルトとしてマークされたすべてのロール(Oracle Enterprise Repository内でこれらのユーザー・アカウントに割り当てられている)が割り当てられる場合は、この値をTrueに設定します。





	
欠落したロールの自動作成

	
Oracle Enterprise Repository内に現在は存在しない、ユーザーのロール・ヘッダーに含まれるロールをOracle Enterprise Repositoryで作成できるようにするには、この値をTrueに設定します。この機能により、ロールが作成されてユーザーはそのロールに割り当てられますが、作成されるロールに権限は割り当てられません。





	
欠落した部門の自動作成

	
現在は存在しない、ユーザーの部門ヘッダーに含まれる部門をOracle Enterprise Repositoryで作成できるようにするには、この値をTrueに設定します。この機能により、部門が作成されてユーザーはその部門に割り当てられますが、新しく作成される部門はプロジェクトに割り当てられません。








	
「システム設定」の「検索」テキスト・ボックスにcookieログイン・モジュールと入力します。システム設定のエンタープライズ認証グループでCookieログイン設定セクションが開きます。


	
Cookieログイン・モジュール・プロパティをFalseに設定します。


	
「システム設定」の「検索」テキスト・ボックスにプラグイン・ログインと入力します。システム設定のエンタープライズ認証グループでプラグイン・ログイン設定セクションが開きます。


	
プラグイン・ログイン・モジュール・テキスト・ボックスにfalseと入力します。


	
「保存」をクリックします。









10.2.2.2 基本認証とのOracle Enterprise Repository SSO統合の使用

シングル・サインオンのインストールで基本認証を使用する場合、Oracle Enterprise Repositoryのアセット・エディタが正しく機能するためには、追加プロパティの設定が必要です。

	
前述のプロセスを使用して、次のプロパティを有効にします。

	
cmee.jws.suppress-authorization-header





	
プロパティをTrueに設定します。


	
「保存」をクリックします。









10.2.2.3 アプリケーション・プロパティ・ファイルの手動変更

前提条件: アプリケーション・サーバーを停止します。プロパティ・ファイルを変更すると、アプリケーション・サーバーで実行されているアプリケーションに影響する可能性があります。

	
WEB-INF/classes内のcontainerauth.propertiesファイルを編集します。

このファイルには、シングル・サインオン・サーバーに固有のヘッダー名のリストが格納されています。この情報は、シングル・サインオンで返信に使用されるレスポンス・ヘッダーを表し、組織のシングル・サインオン管理者または設計者から入手する必要があります。

シングル・サインオンのレスポンスによって電子メールのヘッダーに適切な値が提供されない場合、実際のヘッダー値のかわりに空白""を使用できます。シングル・サインオンによって指定または移入されないその他のフィールドは、NULLのままにしておきます。

(アスタリスク<*>は、必須フィールドであることを示します。)

	
適切なOracle Enterprise Repositoryユーザー情報にマップされるヘッダー変数を構成します。




	
注意:

次に示す値は例であり、シングル・サインオン・システムで定義されている適切なシングル・サインオン・レスポンス・ヘッダー名で置き換える必要があります。







	
enterprise.container.auth.username = <UID>


	
enterprise.container.auth.firstname = <FIRST_NAME>


	
enterprise.container.auth.middlename = <MIDDLE_NAME>


	
enterprise.container.auth.lastname = <LAST_NAME>


	
enterprise.container.auth.status = <STATUS>


	
enterprise.container.auth.email = <MAIL>


	
enterprise.container.auth.phone = <PHONE>


	
enterprise.container.auth.roles = <ROLES>


	
enterprise.container.auth.depts = <DEPARTMENTS>


	
enterprise.container.auth.enable-synch-roles = true


	
enterprise.container.auth.roles-single-header = true


	
enterprise.container.auth.roles-delimiter = \u0020


	
enterprise.container.auth.enable-synch-depts = true


	
enterprise.container.auth.depts-single-header = true


	
enterprise.container.auth.depts-delimiter = \u0020










	
注意:

前述の最後の6個のプロパティは、ロールまたは部門(あるいはその両方)の同期が有効であり、複数のロールまたは部門が単一ヘッダー内にある場合に使用されます。これらの追加プロパティは、ブール・パラメータenable-synch-rolesおよびenable-synch-deptsで指定される値に応じて無効にするか無視できます。この例のdelimiterフィールドではunicodeの空白文字が使用されていますが、他のデリミタ文字にはunicodeは必要ありません。








	
Oracle Enterprise Repositoryアプリケーションを再起動します。











10.2.3 拡張オプション

次のオプションによって、デフォルト・ロールの割当て、新しいユーザーの作成と通知、部門の同期およびロールの同期の機能が追加されます。

	
10.2.3.1項「新しいユーザーのデフォルト・ロールの作成/割当て」


	
10.2.3.2項「新しいユーザーの作成/非承認ユーザーの許可」


	
10.2.3.3項「非承認ユーザー/新しいユーザーのログインの有効化」


	
10.2.3.4項「新しいユーザーの通知」


	
10.2.3.5項「部門の同期」


	
10.2.3.6項「ロールの同期」


	
10.2.3.7項「デバッグ・ロギングの有効化」






10.2.3.1 新しいユーザーのデフォルト・ロールの作成/割当て


拡張RBACの場合:

	
Oracle Enterprise Repositoryのメニュー・バーの「管理」をクリックします。Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面が表示されます。


	
「ロール」をクリックします。


	
「新規作成」をクリックします。


	
名前フィールドにBrowse_Onlyと入力します。

	
「新しいユーザーに自動的に割当て」を選択します。


	
このプロファイルに一致する既存のユーザーを追加します。





	
「保存」をクリックします。


	
「role 1: Create/Submit」をクリックします。


	
「編集」をクリックします。

	
「新しいユーザーに自動的に割当て」の選択を解除します。





	
「保存」をクリックします。


	
「ユーザー」ロールをクリックします。


	
「編集」をクリックします。

	
「新しいユーザーに自動的に割当て」の選択を解除します。(Oracle Enterprise Repositoryに付属の「ユーザー」はデフォルト・ロールであり、新しいユーザーに自動的に割り当てられます。)





	
「保存」をクリックします。


	
「カスタム・アクセス設定」をクリックします。


	
「新規作成」をクリックします。


	
名前フィールドにBrowse_Onlyと入力します。

	
「すべての新しいアセットに自動的に割当て」を選択します。


	
ロールのリストでBrowse_Onlyを見つけます。


	
「表示」をクリックします。





	
「保存」をクリックします。


	
「OK」をクリックして、すべてのアセットに適用します。





基本アクセス設定の場合:

	
Oracle Enterprise Repositoryのメニュー・バーの「管理」をクリックします。Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面が表示されます。


	
「ロール」をクリックします。


	
「新規作成」をクリックします。


	
名前フィールドにBrowse_Onlyと入力します。

	
「新しいユーザーに自動的に割当て」を選択します。


	
このプロファイルに一致する既存のユーザーを追加します。





	
「ユーザー」ロールをクリックします。


	
「編集」をクリックします。

	
「新しいユーザーに自動的に割当て」の選択を解除します。(Oracle Enterprise Repositoryに付属の「ユーザー」はデフォルト・ロールであり、新しいユーザーに自動的に割り当てられます。)





	
「保存」をクリックします。









10.2.3.2 新しいユーザーの作成/非承認ユーザーの許可

Oracle Enterprise Repositoryのシングル・サインオン認証統合では、新しいユーザーは正常に認証されるとOracle Enterprise Repositoryデータベース内に自動的に作成されます。新しいユーザーに付与される具体的なアクセス権および権限は、前の項で説明したように、デフォルトの新規ユーザー・ロールの構成によって決まります。アクセス管理者による承認時に、新しいユーザーは異なるアクセス設定を持つ他のロールに割り当てられる場合があります。ただし、ロール同期を有効にしてシングル・サインオン統合が構成された場合、ユーザーはシングル・サインオン・レスポンスのヘッダーによって提供されるロールに割り当てられます。






10.2.3.3 非承認ユーザー/新しいユーザーのログインの有効化

このオプションを有効にすると、Oracle Enterprise Repositoryの非承認ユーザーまたは新しいユーザーは、シングル・サインオン認証後にアプリケーションにアクセスできます。無効にした場合、新しいユーザーまたは非承認ユーザーはOracle Enterprise Repositoryにアクセスできません。この機能は、アプリケーションへのアクセスの前に手動承認プロセスが必要な場合に特に役立ちます。

	
非承認ユーザーのログインの有効化 = true (ファイル: enterprise.properties)

	
enterprise.security.unapproveduser.allowlogin=true












10.2.3.4 新しいユーザーの通知

このプロパティを有効にすると、シングル・サインオン経由でOracle Enterprise Repositoryに新しいユーザー・アカウントが追加されたときに、アクセス管理者に電子メールで通知されます。

	
新しいユーザーの通知の有効化 = true (ファイル: cmee.properties)

	
cmee.new.unapproved.users.notify=true












10.2.3.5 部門の同期

このプロパティを有効にすると、シングル・サインオンのレスポンス・ヘッダー値から部門名が同期されます。

	
部門の同期の有効化 = true (ファイル: containerauth.properties)

	
enterprise.container.auth.enable-synch-depts - 既知の部門がユーザーと同期される場合はtrueに設定し、それ以外の場合はfalseに設定します。





	
部門の作成の有効化 = true (ファイル: containerauth.properties)*

	
enterprise.container.auth.auto-create-missing-depts - ログイン時にユーザーの部門が自動的に作成される場合はtrueに設定し、それ以外の場合はfalseに設定します。








部門の同期に関する注意

シングル・サインオン統合では、新しい部門は作成されません。Oracle Enterprise Repository内にすでに存在し、シングル・サインオンのレスポンス・ヘッダー値で提供される名前と同じ名前を持つ部門に、ユーザーがリンクされるだけです。

シングル・サインオン・サーバーは、同じ名前だがユーザーが割り当てられている部門ごとに値が異なる複数のヘッダーを渡すか、ユーザーが割り当てられているすべての部門を含む1つのヘッダーを渡すように構成できます。

	
構成1 - 同じ名前でそれぞれ値が異なる複数のヘッダー:

enterprise.container.auth.enable-synch-depts= true

enterprise.container.auth.depts-single-header= false

enterprise.container.auth.depts-delimiter= ""

enterprise.container.auth.depts= DEPT_HEADER_NAME

DEPT_HEADER_NAME=DEPTA

DEPT_HEADER_NAME=DEPTB

DEPT_HEADER_NAME=DEPTC

次のようにはしません。

DEPT_HEADER_NAME=DEPTA DEPTB DEPTC ..


	
構成2 - デリミタで区切られた複数の値を含む1つのヘッダー:

enterprise.container.auth.enable-synch-depts= true

enterprise.container.auth.depts-single-header= true

enterprise.container.auth.depts-delimiter= "^"

enterprise.container.auth.depts= DEPT_HEADER_NAME

DEPT_HEADER_NAME=DEPTA^DEPTB^DEPTC^ ...

次のようにはしません。

DEPT_HEADER_NAME=DEPTA

DEPT_HEADER_NAME=DEPTB

DEPT_HEADER_NAME=DEPTC









10.2.3.6 ロールの同期

このプロパティを有効にすると、シングル・サインオンのレスポンス・ヘッダー値からロール名が同期されます。

	
ロールの同期の有効化 = true (ファイル: containerauth.properties)

	
enterprise.container.auth.auto-create-missing-roles - 不明なロールが自動的に作成される場合はtrueに設定し、それ以外の場合はfalseに設定します。








ロールの同期に関する注意

シングル・サインオン統合では、新しいロールを作成できます。統合によって、Oracle Enterprise Repository内にあらかじめ存在し、シングル・サインオンのレスポンス・ヘッダー値で提供される名前と同じ名前を持つロールに、ユーザーがリンクされます。既存のロールにリンクすることに加え、統合では、ヘッダーの値で見つかった、Oracle Enterprise Repository内に存在しないロールの作成も行われます。この方法で作成されるロールには、デフォルトでは権限は割り当てられません。

	
欠落したロールの作成の有効化 = true (ファイル: containerauth.properties)

	
enterprise.container.auth.auto-create-missing-roles = true







シングル・サインオン・サーバーは、ユーザーに割り当てられているロールごとに1つのヘッダー値を渡すように構成できます。

	
構成1 - 同じ名前でそれぞれ値が異なる複数のヘッダー:

enterprise.container.auth.enable-synch-roles= true

enterprise.container.auth.roles-single-header= false

enterprise.container.auth.roles-delimiter= ""

enterprise.container.auth.roles= ROLE_HEADER_NAME

ROLE_HEADER_NAME=ROLEA

ROLE_HEADER_NAME=ROLEB

ROLE_HEADER_NAME=ROLEC

次のようにはしません。

DEPT_HEADER_NAME=ROLEA ROLEB ROLEC ...


	
構成2 - デリミタで区切られた複数の値を含む1つのヘッダー:

enterprise.container.auth.enable-synch-roles= true

enterprise.container.auth.roles-single-header= true

enterprise.container.auth.roles-delimiter= "^"

enterprise.container.auth.roles= ROLE_HEADER_NAME

DEPT_HEADER_NAME=ROLEA^ROLEB^ROLEC^ ...

次のようにはしません。

ROLE_HEADER_NAME=ROLEA

ROLE_HEADER_NAME=ROLEB

ROLE_HEADER_NAME=ROLEC









10.2.3.7 デバッグ・ロギングの有効化

log4fl.propertiesファイルに次の行を追加することによって、デバッグ・ロギングを有効にします。


log4j.category.com.oer.enterprise.authentication.client.LoginContext=debug, cmeeLog










10.3 コンテナ管理設定

この項では、コンテナ管理設定を使用してOracle Enterprise Repositoryでユーザーを認証する方法について説明します。

この項には次のトピックが含まれます:

	
10.3.1項「概要」


	
10.3.2項「コンテナ管理の認証用のOracle Enterprise Repositoryの構成」


	
10.3.3項「コンテナ認証を許可するためのWebアプリケーションのweb.xmlファイルの変更」






10.3.1 概要

コンテナは、Oracle Enterprise Repositoryアプリケーションで値を有効にする前に、レルムまたはオーセンティケータ・バックエンドを使用して適切に構成されます。






10.3.2 コンテナ管理の認証用のOracle Enterprise Repositoryの構成

アクセス管理者の権限を使用して、コンテナ管理の認証用にOracle Enterprise Repositoryを構成できます。この手順は、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面で実行します。

	
「システム設定」の「検索」テキスト・ボックスにコンテナ・ログイン・モジュールと入力します。図10-4に示すように、システム設定のエンタープライズ認証グループにコンテナ・ログイン・モジュール・セクションが表示されます。


	
次に示すように、プロパティを変更します。

	
コンテナ・ログイン・モジュール・クラス名

	
テキスト・ボックスにcom.oer.enterprise.authentication.server.loginmodule.ContainerLoginと入力します。





	
コンテナ・ログイン・モジュール表示名

	
テキスト・ボックスにコンテナ・ログイン・モジュールと入力します。





	
コンテナ・ログイン・モジュール

	
プロパティをTrueに設定します。





	
コンテナ管理の認証機能を有効にします。

	
enterprise.authentication.container.enabledをTrueに設定します。





	
ユーザーのセキュリティ原則からロール同期を有効にします。

	
enterprise.authentication.container.synchroles.enabledをTrueに設定します。




	
注意:

BPMハーベスタ、Exchange Utilityまたはその他のREX操作でコンテナ管理の認証を使用する場合は、このプロパティをfalseに設定する必要があります。このプロパティをfalseに設定すると、ユーザー・アカウントは手動で作成され、少なくとも管理者レベル権限を持つユーザーによってロールが割り当てられる必要があります。














	
「保存」をクリックします。


	
「システム設定」の「検索」テキスト・ボックスにcookieログイン・モジュールと入力します。システム設定のエンタープライズ認証グループでCookieログイン設定セクションが開きます。


	
Cookieログイン・モジュール・プロパティをFalseに設定します。


	
「保存」をクリックします。


	
「システム設定」の「検索」テキスト・ボックスにプラグイン・ログインと入力します。システム設定のエンタープライズ認証グループでプラグイン・ログイン設定セクションが開きます。


	
プラグイン・ログイン・モジュール・テキスト・ボックスにfalseと入力します。


	
「保存」をクリックします。









10.3.3 コンテナ認証を許可するためのWebアプリケーションのweb.xmlファイルの変更

	
Oracle Enterprise Repositoryアプリケーションまたはこのアプリケーションが実行されているアプリケーション・サーバーを停止します。


	
Oracle Enterprise Repositoryのweb.xmlファイルを変更します。

	
次のセキュリティ制約の内容をファイルの最後に追加します。




	
注意:

この構成は、認証要件にあわせて変更する必要があります。この例では基本認証を使用していますが、ご使用の環境には適していない場合があります。








<!-- Define a security constraint on this application -->
<security-constraint>
  <web-resource-collection>
    <web-resource-name>Entire Application</web-resource-name>
    <url-pattern>/*</url-pattern>
    <http-method>GET</http-method>
    <http-method>PUT</http-method>
    <http-method>POST</http-method>
    <http-method>DELETE</http-method>
  </web-resource-collection>
  <auth-constraint>
    <description>These roles have access to the Oracle Enterprise
 Repository</description>
    <role-name>user</role-name>
  </auth-constraint>
</security-constraint>
<security-constraint>
  <web-resource-collection>
    <web-resource-name>Secure Web Service</web-resource-name>
    <url-pattern>/services/OERRegistry</url-pattern>
  </web-resource-collection>
</security-constraint>
<!-- Define the login configuration for this application -->
<login-config>
  <auth-method>BASIC</auth-method>
  <realm-name>Oracle Enterprise Repository</realm-name>
</login-config>
<security-role>
   <role-name>user</role-name>
   <role-name>admin</role-name>
   <role-name>accessAdministrator</role-name>
   <role-name>advancedSubmitter</role-name>
   <role-name>businessAnalyst</role-name>
   <role-name>projectAdministrator</role-name>
   <role-name>projectArchitect</role-name>
   <role-name>registrar</role-name>
   <role-name>registrarAdministrator</role-name>
   <role-name>systemAdministrator</role-name>
</security-role>





	
Oracle Enterprise Repositoryアプリケーションを起動/再起動します。











高度なロールベース・アクセス制御の構成






11 高度なロールベース・アクセス制御の構成


この章では、高度なロールベース・アクセス制御の概要を示し、ロールベース・アクセス制御の各種概念について説明します。

この章には、次のセクションがあります。

	
11.1項「概要」


	
11.2項「セキュリティに関する考慮事項」


	
11.3項「基本概念」


	
11.4項「アクセス定義」


	
11.5項「プロセスの概要」


	
11.6項「権限の付与および拒否」


	
11.7項「既存のロールのアクセス設定の構成」


	
11.8項「ロールベース・アクセス制御のユースケース」






11.1 概要

高度なロールベース・アクセス制御を有効にした場合、Oracle Enterprise Repositoryコンテンツへのアクセスと可視性をアセット・レベルおよびファイル・レベルでロール別に制限できます。そのためには、アセットまたはファイル(あるいはその両方)にカスタム・アクセス設定を適用し、対象となる特定のコミュニティにアクセスを制限します。

この基本機能は、組織の次のような幅広いイニシアチブに適用できます。

	
顧客および取引パートナにWebサービスを公開します。


	
アウトソース先の開発チームが利用できる知的財産の量を制限し、輸出管理に対処します。


	
企業アセットへのアクセスと表示を全員に許可し、ドメイン固有の情報を関連ドメイン内のユーザーに制限するフェデレーテッド・リポジトリを確立します。


	
アセットの発行、受入れ、登録など、ユーザーが実行できるアクションを管理します。


	
開発中のアセットおよびリタイア済のアセットの可視性を制限します。


	
ソース・コード・ファイルへのアクセスをアセット作成チームに制限します。


	
選択したグループにブラウザ限定Oracle Enterprise Repositoryアクセスを付与します。









11.2 セキュリティに関する考慮事項

ロールベース・アクセス制御(RBAC)を使用すると、Oracle Enterprise Repositoryでアセット使用やアセット作成をユーザー別に追跡したり、アセットの表示をパーソナライズして、Oracle Enterprise Repository内の特定コンテンツの可視性を制限できます。ただし、ロールベース・アクセス制御の目的は、アセット・メタデータにセキュリティを提供することや、基礎となるアセット・リポジトリのセキュリティを補強することではありません。

Oracle Enterprise Repositoryのアクセス設定では、保護されていないアセットやデータに対する追加のセキュリティは提供されません。セキュリティを最大限に高めるために、アセットのメタデータを管理して、保護されていないデータベース内のメタデータへの直接アクセスを禁止する必要があります。機密情報は、アセットのダウンロード可能ペイロードに埋め込んだり、ドキュメント・ファイルとしてアタッチし、セキュアなリポジトリでホストする必要があります。




	
注意:

基礎となるアセット・リポジトリからの認証および権限のチャレンジを回避するよう選択する場合は、自己責任で行います。







以下のアクションもセキュリティに影響します。

	
単一のOracle Enterprise Repositoryユーザー・アカウントを介したアクセス用のSCMシステムの構成


	
非承認ユーザーによるシステム・アクセスの許可




これらのアクションのいずれかにより、Oracle Enterprise Repositoryへのネットワーク・アクセスを持つすべてのユーザーにリポジトリ・コンテンツが公開される可能性があります。


11.2.1 アクセス設定およびアセット・エディタ

特定のアクセス設定が使用されている場合、アセット・エディタにアクセスできるユーザーに対して、Oracle Enterprise Repositoryで本来非表示になるアセットとの間のリレーションシップが表示されます。この場合、非表示のアセットの名前が表示され、そのアセットとユーザーがアクセスできるアセットとの間のリレーションシップの詳細も表示されます。非表示のアセットのその他の情報はアセット・エディタに表示されません。この場合、表示可能なアセットと非表示のアセット間のリレーションシップを削除できます。ただし、該当するユーザーが非表示アセットにアクセスできない場合は、リレーションシップを復元できません。





11.2.2 カスタム・アクセス設定の有効化

Oracle Enterprise Repositoryユーザーの場合は、通常、インストール時にカスタム・アクセス設定がすでに有効になっており、正しく構成されています。該当しない場合は、3つのプロパティを構成してカスタム・アクセス設定を有効にする必要があります。

	
Oracle Enterprise Repositoryの「管理」ページにあるサイドバーで「システム設定」をクリックします。メイン・ペインで「システム設定」セクションが開きます。


	
新しいシステム設定の有効化テキスト・ボックスにcmee.customaccesssettings.enabledと入力します。


	
「有効化」ボタンをクリックします。図11-1に示すように、機能設定セクションの高度なロールベース・アクセス制御グループにカスタム・アクセス設定が表示されます。


図11-1 機能設定

[image: 図11-1の説明が続きます]
  



	
プロセスを繰り返して次の各プロパティを有効にします。

	
cmee.customaccesssettings.file


	
cmee.customaccesssettings.asset




有効にした3つすべてのCASシステム設定が、機能設定セクションの高度なロールベース・アクセス制御グループに表示されます。(これらのプロパティのいずれかを無効にすると、機能がオフになります。)




	
注意:

これらのアクセス設定が「システム設定」のアクセス・リストに表示されない場合は、システム管理者またはOracle Enterprise Repositoryカスタマ・サポートに問い合せてください。








	
各設定がTrueになっていることを確認します。


	
終了したら、「保存」をクリックします。図11-2に示すように、カスタム・アクセス設定が「管理」画面のサイドバーに表示されるようになります。


図11-2 カスタム・アクセス設定

[image: 図11-2の説明が続きます]
  












11.3 基本概念

この項では、ロールベース・アクセス制御の基本概念について説明します。この節では、以下のトピックについて説明します。

	
11.3.1項「ロール」


	
11.3.2項「アクセス設定」






11.3.1 ロール

Oracle Enterprise Repositoryのコンテキスト内では、ロールは機能と職責の特定の組合せによって定義されます。どの個人にも複数のロールを割り当てることができます。特定のアセットまたはアセット・コレクションへのアクセスおよびOracle Enterprise Repositoryの各種機能へのアクセスは、各ロールのアクセス設定に基づいて決定されます。






11.3.2 アクセス設定

ロールが実行可能な機能と職責は、アクセス設定で指定します。Oracle Enterprise Repositoryのアクセス設定は次の2つのカテゴリに分類されます。

	
基本アクセス設定(BAS)では、Oracle Enterprise Repository内のすべてのアセットへのアクセスおよびアセット・エディタなどの特定のツールへのアクセスが決定されます。基本アクセス設定により、システム全体の一般的な機能に対する各ユーザーの権限が決定されます。たとえば、「表示」権限を持つユーザーは、Oracle Enterprise Repository内のすべてのアセットを表示できます。「使用」および「ダウンロード」権限を持つユーザーは、Oracle Enterprise Repository内のすべてのアセットのすべてのファイルをダウンロードできます。


	
カスタム・アクセス設定(CAS) (有効になっている場合)では、Oracle Enterprise Repository内の特定のアセットおよびファイルへのアクセス権限がユーザーに付与されます。たとえば、カスタム・アクセス設定では、特定のアセット・グループの表示、特定のアセットの編集、特定のアセット・セット内の特定のファイルの表示などの権限をユーザーに付与できます。




基本アクセス設定はすべてのサイトで有効になっています。カスタム・アクセス設定はリポジトリの構成に応じて有効にできます。








11.4 アクセス定義

この項では、Oracle Enterprise Repositoryで使用される様々な定義について説明します。この項には次のトピックが含まれます:

	
「アセット」


	
「アクセス」


	
「ポリシー」


	
「プロジェクト」


	
「レポート」


	
「システム管理」





アセット

制御されるツール: 「アセット」タブ、アセット・エディタ、タイプ・マネージャ(リポジトリの構成で有効有効にされている場合)。




	
注意:

アセット・エディタの起動権限を付与されたユーザーはアセットを削除できます。これは、OER 12cの新機能です。前のバージョンのOERからアップグレードする場合は、前のバージョンでこの権限を付与されたユーザーはアセットを削除できるようになる点を理解しておくことが重要です。








	権限	説明	BAS	CAS
	表示	アセット詳細にアクセスできます。	X	X
	使用	アセット詳細に使用/ダウンロード・ボタンが表示されます。	X	X
	ダウンロード	アセットの使用/ダウンロード・ボタンをクリックした後でファイル・リンクにアクセスできます。	X	X
	確認	アセット詳細でレビュー機能にアクセスできます。	X	X
	通知	アセットに関する情報が非定型電子メールでサブスクライバに通知されます。	X	X
	編集	アセット・エディタにアクセスできます。	X	X
	受入れ	アセット・エディタに「受入れ」ボタンが表示されます。	X	X
	タブの承認	アセット・エディタの各タブの下部に「承認」ボタンが表示されます。	X	X
	登録	アセット・エディタでアセットを登録できます。	X	X
	アクセス設定の編集	(CASのみ)すべてのアセットに対するCAS権限を変更できます。	X	X
	作成/発行	Oracle Enterprise Repositoryの「アセット」画面でアセットを発行したり、アセット・エディタで新規アセットを作成できます。	X	

	アセット・エディタの起動	アセット・エディタにアクセスできます。	X	

	アーティファクト・ストアの編集	アセット・エディタでアーティファクト・ストアを作成および編集できます。	X	

	アセット・タイプの編集	タイプ・マネージャを使用してタイプ・メタデータを構成できます。アセット・エディタの権限が必要です。	X	








アクセス

制御される機能: 「管理」画面: ユーザー、セッション、ロール、部門、ファイル・ストア、基本アクセス設定、カスタム・アクセス設定(リポジトリの構成で有効にされている場合)。


	権限	説明	BAS	CAS
	表示	前述のセクションでエントリを表示できます。	X	

	編集	前述のセクションでエントリを編集できます。	X	

	作成	ユーザー、ロール、部門、ファイル・ストアおよびカスタム・アクセス設定を作成できます。	X	

	削除	セッション、ロールおよびカスタム・アクセス設定を削除できます。	X	








ポリシー

制御されるツール: 「ポリシー」画面(リポジトリの構成で有効にされている場合)。


	権限	説明	BAS	CAS
	ポリシーの適用	ユーザーが他のアセットにポリシーを適用できるようにします。	X	








プロジェクト

制御される機能: 「プロジェクト」画面(リポジトリの構成で有効にされている場合)。


	権限	説明	BAS	CAS
	表示	「プロジェクト」画面でプロジェクトを表示できます。	X	

	編集	「プロジェクト」画面でプロジェクトを編集できます。	X	

	作成	「プロジェクト」画面でプロジェクトを作成できます。	X	

	テンプレートの適用	アセット詳細またはアセット・エディタでプロジェクトにコンプライアンス・テンプレートを適用できます。	X	








レポート

制御される機能: 「レポート」画面(リポジトリの構成で有効にされている場合)。


	権限	説明	BAS	CAS
	表示	レポートの表示。	X	








システム管理

制御される機能: 「管理」画面: システム設定、電子メール・テンプレート。


	権限	説明	BAS	CAS
	編集	全般、セキュリティ、認証およびファイル・ストアの設定を編集する機能。	X	

	有効化	全般、セキュリティ、認証およびファイル・ストアの新しい設定を有効化する機能。	X	










	
注意:

BASまたはCASを使用する場合は、BASで次のグローバル権限を管理して、グローバルな機能権限および機能を付与する必要があります。
	
作成/発行


	
アセット・エディタの起動


	
アーティファクト・ストアの編集


	
タイプの編集

















11.5 プロセスの概要

組織は、いくつかの単純な手順により様々なセキュリティ・モデルを確立できます。

	
ロールの設定


	
ロールへのユーザーの割当て


	
BASおよびCASを使用したロールへの権限の付与


	
アセットまたはファイルへのCASの割当て




図11-3に、プロセスの概要を示します。


図11-3 プロセスの概要

[image: 図11-3の説明が続きます]
  







11.6 権限の付与および拒否

個々のユーザーは一般に複数のOracle Enterprise Repositoryロールを保持しています。たとえば、1人がユーザー・ロールとレジストラ・ロールの両方を持つ場合があります。この場合、レジストラは、ユーザーには付与されていない権限を持っています。同様に、アウトソース先の開発ユーザーがユーザー・ロールとアウトソース開発ロールの両方を持つ場合があります。ユーザー・ロールではリポジトリ内のすべてのアセットへのアクセスが許可されますが、アウトソース開発ロールでは機密情報を含むアセットへのアクセスは拒否されます。

特定のOracle Enterprise Repositoryユーザーに特定の権限を割り当てる方法を決定する際には、権限ステータスが次の3つのレベルに分類されることに留意してください。

	
付与済

権限は明示的に付与されています。


	
付与なし

権限は明示的に付与または拒否されていません。


	
拒否済

権限は明示的に拒否されています。




複数ロールの状況では、Oracle Enterprise Repositoryで最も制限的なアクセスが認識されます。つまり、権限ステータス設定での「拒否済」は「付与済」よりも優先されます。ユーザーが割り当てられているロールに対して明確に拒否された権限は、そのユーザーが割り当てられている他のロールに対しても拒否されます。

この項には次のトピックが含まれます:

	
11.6.1項「特定のアセットへのアクセスの付与/拒否」


	
11.6.2項「アセット内の特定のダウンロード・ファイルへのアクセスの付与/拒否」






11.6.1 特定のアセットへのアクセスの付与/拒否

高度なロールベース・アクセス制御を構成で有効にした場合は、カスタム・アクセス設定を使用して、個々のアセットおよびファイルへのアクセス権限を付与または拒否できます。アセットCASを作成するには、アクセス管理者ロールと次の(BAS)権限の両方が割り当てられている必要があります。

	
アセット・エディタの起動


	
アクセス設定の編集




既存のアクセス設定を変更するには、アセット・エディタへのアクセスとアセットの編集権限が必要です。Oracle Enterprise Repositoryの予防措置により、アセットのアクセス設定の編集後に編集者がそのアセットに対してロックアウトされる(この変更をアセットに保存することができなくなります)可能性が排除されています。ただし、ロール設定を変更すると、特定のアセットへのアクセスが制限される可能性があります。ロール設定を編集する際は注意してください。


11.6.1.1 前提条件

	
対象となるすべてのユーザーがOracle Enterprise Repositoryに存在することを確認してください。


	
各ユーザーにグローバルBAS権限(つまり、アセットの作成/発行、アセット・エディタの起動)を割り当ててください。




該当のユーザーを含むロールがまだ存在していない場合は、ロールを作成してください。この手順は、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」ページで実行します。

	
左側のサイドバーで「ロール」をクリックします。図11-4に示すように、「ロール」セクションが表示されます。


図11-4 「ロール」セクション

[image: 図11-4の説明が続きます]
  



	
「新規作成」をクリックします。図11-5に示すように、「新規ロールの作成」ダイアログが表示されます。


図11-5 「新規ロールの作成」ダイアログ

[image: 図11-5の説明が続きます]
  



	
「名前」フィールドおよび「説明」フィールドに適切な情報を入力します。


	
「保存」をクリックします。








11.6.1.2 アセットCASの作成

この手順は、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」ページで実行します。

	
左側のサイドバーで「ロール」をクリックします。図11-6に示すように、メイン・ペインに使用可能なロールのリストが表示されます。


図11-6 ロールのリスト

[image: 図11-6の説明が続きます]
  



	
リストから編集対象のロールを選択します。メイン・ペインの下のフレームにロールの詳細が表示されます。


	
ロールの詳細で「編集」ボタンをクリックします。図11-7に示すように、「ロールの編集」ダイアログが表示されます。


図11-7 「ロールの編集」ダイアログ

[image: 図11-7の説明が続きます]
  



	
「ロールの編集」ダイアログの「ユーザー」セクションで「ユーザーの編集」ボタンをクリックします。図11-8に示すように、ユーザーの追加ダイアログが表示されます。


図11-8 ユーザーおよびアクセス設定の検索/フィルタ処理

[image: 図11-8の説明が続きます]
  



	
「検索」を使用するか、すべてをリストをクリックして「使用可能なユーザー」列にデータを移入します。


	
矢印ボタンをクリックして、「使用可能なユーザー」列から「選択したユーザー」列にユーザーを移動します。


	
終了したら、「OK」をクリックします。「ユーザーの追加」ダイアログが閉じ、選択したユーザーが「ロールの編集」ダイアログの「ユーザー」セクションに表示されます。


	
「OK」をクリックします。「ロールの編集」ダイアログが閉じます。


	
「管理」画面のサイドバーでカスタム・アクセス設定をクリックします。図11-9に示すように、カスタム・アクセス設定セクションが表示されます。


図11-9 カスタム・アクセス設定セクション

[image: 図11-9の説明が続きます]
  



	
「新規作成」をクリックします。図11-10に示すように、新規カスタム・アクセス設定の作成ダイアログが表示されます。


図11-10 新規カスタム・アクセス設定の作成ダイアログ

[image: 図11-10の説明が続きます]
  



	
「名前」テキスト・ボックスおよび「説明」テキスト・ボックスに適切なテキストを入力します。


	
「タイプ」リストから「アセット」を選択します。


	
権限の設定セクションのオプションを使用して、関連する権限を該当するロールに割り当てます。

	
図11-11に示すように、1回クリックすると、権限が付与されます。


図11-11 チェック・マーク

[image: 図11-11の説明が続きます]
  



	
図11-12に示すように、2回目のクリックで権限が拒否されます。


図11-12 クロス・マーク

[image: 図11-12の説明が続きます]
  



	
3回目のクリックで、オプションがクリアされます(権限の付与なし)。


図11-13 空白

[image: 図11-13の説明が続きます]
  






	
終了したら、「保存」をクリックします。新規カスタム・アクセス設定の作成ダイアログが表示されます。


	
Oracle Enterprise Repositoryのメニュー・バーで「アセット」をクリックします。


	
「アセットの編集/管理」をクリックします。図11-14に示すように、アセット・エディタが表示されます。


図11-14 アセット・エディタ・ウィンドウ

[image: 図11-14の説明が続きます]
  



	
新規カスタム・アクセス設定を適用するアセットを探して開きます(または、必要に応じて作成します)。


	
図11-15に示すように、アセットの「管理」タブをクリックします。


図11-15 「管理」タブ

[image: 図11-15の説明が続きます]
  



	
必要に応じて矢印ボタンを使用して、新規CASを「使用可能」列から「選択済」列に移動します。


	
ユースケース内外でユーザー権限をチェックして、CASをテストします。「アクセスの表示」ボタンをクリックして、ユーザー・アクセスを確認します。











11.6.2 アセット内の特定のダウンロード・ファイルへのアクセスの付与/拒否

このようなファイルCASを作成するには、アクセス管理者ロールと次の(BAS)権限が割り当てられている必要があります。

	
アセット・エディタの起動


	
アクセス設定の編集





11.6.2.1 前提条件

	
対象となるすべてのユーザーがOracle Enterprise Repositoryに存在することを確認してください。


	
各ユーザーにグローバルBAS権限(つまり、アセットの作成/発行、アセット・エディタの起動)を割り当てて、アセットの発行および編集を許可してください。




該当のユーザーを含むロールがまだ存在していない場合は、ロールを作成してください。この手順は、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面で実行します。

	
「ロール」をクリックします。


	
「新規作成」をクリックします。


	
「新規ユーザーの作成」ウィンドウの「名前」フィールドおよび「説明」フィールドに適切な情報を入力します。


	
「保存」をクリックします。








11.6.2.2 ファイルCASの作成

この手順は、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面で実行します。

	
「ロール」をクリックします。


	
「ロールの編集」画面の「ユーザーの編集」ボタンを使用して、新規ロールに該当するユーザーを追加します。


	
終了したら、「保存」をクリックします。


	
Oracle Enterprise Repositoryのメニュー・バーで「管理」をクリックします。


	
「管理」画面のサイドバーでカスタム・アクセス設定をクリックします。カスタム・アクセス設定セクションが表示されます。


	
「新規作成」をクリックします。新規カスタム・アクセス設定の作成ダイアログが表示されます。


	
「名前」テキスト・ボックスおよび「説明」テキスト・ボックスに適切なテキストを入力します。


	
「タイプ」リストから「ファイル」を選択します。


	
権限の設定セクションで、該当するロールを選択し、このCASに対して「ダウンロード」権限を割り当てます。


	
「保存」をクリックします。


	
Oracle Enterprise Repositoryのメニュー・バーで「アセット」をクリックします。


	
「アセットの編集/管理」をクリックします。アセット・エディタ画面が表示されます。


	
新規カスタム・アクセス設定を適用するアセットを探して開きます(または、必要に応じて作成します)。


	
アセットのファイル情報メタデータ要素を探します。


	
対象ファイルを選択します。


	
「編集」ボタンをクリックします。


	
「編集」ウィンドウのカスタム・アクセス設定セクションで、新規ファイルCASのみを慎重に選択します。対象ファイルが存在しない場合は、新規ファイルを追加し、(カスタム・アクセス設定セクションで)新規ファイルCASを選択します。


	
アセットの「管理」タブをクリックします。


	
ユースケース内外でユーザー権限をチェックして、CASをテストします。アセットで「アクセスの表示」ボタンをクリックして、ユーザー・アクセスを確認します。




最も一般的ないくつかのセキュリティ・ユースケース・シナリオについて、後述の項で簡単に紹介します。ただし、新規セキュリティ・モデルのいずれかを実装する前に、カスタム・アクセス設定をサポートするようにシステム内の既存のロールを構成する必要があります。










11.7 既存のロールのアクセス設定の構成

Oracle Enterprise Repositoryには、後述するいくつかのデフォルト・ロールが用意されています。カスタム・アクセス設定にあわせてOracle Enterprise Repositoryを構成する場合は、基本アクセス設定とカスタム・アクセス設定を組み合せてこれらのロールを再確立し、カスタム・アクセス設定により既存のユーザー・アクセス権限が妨げられないようにする必要があります。


11.7.1 ユーザー・ロールおよびデフォルト権限


ユーザー

Oracle Enterprise Repositoryのユーザー名とパスワードを持つ人です。このロールは、新規ユーザーのユーザー・アカウントの作成時にデフォルト・ロールとして割り当てることができます。すべてのOracle Enterprise Repositoryユーザーは、次の操作を行うことができます。

	
ホームページでのホスト会社のイニシアチブに関するニュースの表示


	
アセットの検索、評価および使用


	
プロジェクトの表示(有効な場合)


	
レポートの生成(有効な場合)


	
レジストラへのアセットの発行





アクセス管理者

アクセス管理者は、すべてのOracle Enterprise Repositoryユーザー・アカウントを作成し、権限を割り当てます。アクセス管理者は、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面にある機能ついてよく理解している必要があります。アクセス管理者は、通常、次の操作を行うことができます。

	
ユーザーと権限の作成、表示および編集


	
レポートの生成(有効な場合)





上級発行者

上級発行者ロールは、通常、アセットのビルダーおよびハーベスタに割り当てられます。アセットのビルダーは、組織でのアセット・ニーズや個々のプロジェクトのニーズに応じて、アセットの内容ベースの構築に焦点を当てます。ハーベスタは、実装後プロジェクトでアセットの再利用の可能性を調べます。上級発行者は、通常、次の操作を行うことができます。

	
アセットの検索、評価および使用


	
アセットに関連付けられているプロジェクトの表示(有効な場合)


	
レポートの生成(有効な場合)


	
レジストラへのアセットの発行


	
アセット登録前のアセット・メタデータの編集





レジストラ

レジストラは、アセットの受入れ/拒否および登録を担当します。対処する機能に応じて、複数の人がリポジトリ・レジストラとしての役割を果たす場合があります。レジストラは、通常、次の操作を行うことができます。

	
アセットの検索、評価および使用


	
アセットに関連付けられるプロジェクトの表示


	
レポートの生成(有効な場合)


	
レジストラへのアセットの発行


	
アセット登録前のアセット・メタデータの編集


	
登録プロセスのアセットの受入れ


	
アセット・エディタのタブの承認


	
アセットの登録


	
アクセス設定の編集





レジストラ管理者

レジストラ管理者は、タイプ・マネージャ(リポジトリの構成で有効にされている場合)を使用して、Oracle Enterprise Repository内のアセット、コンプライアンス・テンプレートおよびポリシー・タイプを確立および管理します。レジストラ管理者は、通常、次の操作を行うことができます。

	
アセットの検索、評価および使用


	
アセットに関連付けられているプロジェクトの表示(有効な場合)


	
レポートの生成(有効な場合)


	
レジストラへのアセットの発行


	
アセット登録前のアセット・メタデータの編集


	
登録プロセスのアセットの受入れ


	
アセット・エディタのタブの承認


	
アセットの登録


	
アクセス設定の編集


	
アーティファクト・ストアの編集


	
タイプの編集(有効な場合)





プロジェクト管理者

複数のデフォルト・プロジェクトがリポジトリの構成で有効にされている場合は、Oracle Enterprise Repositoryによりアセット使用がプロジェクト・レベルで追跡され、履歴がメンテナンス目的で管理されます。プロジェクト管理者は、Oracle Enterprise Repositoryの「プロジェクト」画面(適切な権限を持つユーザーにのみ表示可能)を使用して、プロジェクトを作成し、それらにユーザーを割り当てます。また、プロジェクト管理者は、プロジェクトを閉じたり、デプロイ済アセットを指定します。プロジェクト管理者は、通常、次の操作を行うことができます。

	
プロジェクトの作成、編集および表示(有効な場合)


	
レポートの生成(有効な場合)





システム管理者

システム管理者は、Oracle Enterprise Repositoryを使用するための構成を行います。システム管理者は、通常、次の操作を行うことができます。

	
システム設定の有効化および編集


	
レポートの生成(有効な場合)








11.7.2 アクセス・オプション

既存のロールのアクセス設定を構成する際には次の2つのオプションを使用できます。高度なロールベース・アクセス制御を有効にした場合は、カスタム・アクセス設定を使用して個々のアセットおよびファイルへのアクセスを制御できます。

	
オプション1: アセットへのアクセス

アセットへのアクセスを付与または拒否します。このオプションは、カスタム・アクセス設定を使用してアセットのサブセットを特定のドメイン内の開発者、顧客、取引パートナ、アウトソース先の開発者などに公開することを希望する組織にとって有効です。

オプション1の用途は次のとおりです。

	
顧客および取引パートナにWebサービスを公開します。


	
アウトソース先の開発チームに公開する知的財産を制限します。また、輸出管理の対象となるアセットを管理します。


	
企業アセットへのアクセスと表示を全員に許可しますが、ドメイン固有の情報を関連ドメイン内のユーザーに制限するフェデレーテッド・リポジトリを確立します。


	
開発中のアセットへのアクセスを制限して、アセット・ライフサイクルを管理します。


	
特定のグループを、リポジトリへのブラウザ限定アクセスに制限します。





	
オプション2: ファイルへのアクセス

アセット内のダウンロード・ファイル/ペイロードへのアクセスを付与または拒否します。このオプションは、カスタム・アクセス設定を使用してブラック・ボックス再利用をサポートする組織にとって有効です。たとえば、開発者にはコンパイル済コードへのアクセスを許可し、アセットのプロデューサおよびメインテイナにはソース・コードとコンパイル済コードの両方へのアクセスを許可できます。

オプション2の用途は次のとおりです。

	
ソース・コード・ファイルへのアクセスをアセット作成チームとアセット・メンテナンス・チームに制限します。







設定プロセスはオプションごとに異なります。最も簡単な方法は、最初にアセットへのアクセスを付与または拒否し(オプション1)、後で必要に応じてファイルへのアクセス権限を追加することです。




	
注意:

特定のアセット設定では、ダウンロード・プロセス中には特定のユーザーに表示されないアセット・ファイルでも、同じユーザーがアセット・エディタを使用する場合は表示およびアクセス可能になります。そのユーザーによるファイルの表示を完全に制限するには、アセット・エディタでのアセットの表示権限をブロックする必要もあります。








11.7.2.1 オプションI: CASを使用した特定のアセットへのアクセスの付与または拒否


手順1: カスタム・アクセス設定を使用してデフォルト・ロールを再確立する

	
Basic_Default_AssetsというアセットCASを作成します。


	
次のロールおよび関連する権限をCASに追加します。

	
ロール: ユーザー


	
権限: 「表示」、「使用」、「ダウンロード」、「確認」




	
ロール: 上級発行者


	
権限: 「表示」、「使用」、「ダウンロード」、「確認」、「編集」




	
ロール: レジストラ


	
権限: 「表示」、「使用」、「ダウンロード」、「確認」、「編集」、「受入れ」、タブの承認、「登録」、アクセス設定の編集




	
注意:

この構成では、レジストラはすべてのアセットのアクセス設定を表示および変更できます。この権限を制限するには、レジストラ・ロールの「アクセス設定の編集」オプションを空白のままにしてください。










	
ロール: レジストラ管理者


	
権限: 「表示」、「使用」、「ダウンロード」、「確認」、「編集」、「受入れ」、タブの承認、「登録」、アクセス設定の編集





	
画面上部にあるすべての新規アセットへの自動適用を選択します。


	
「保存」をクリックします。


	
この新規設定を既存のすべてのアセットに適用するかどうかを確認するダイアログが表示されたら、「はい」をクリックします。図11-16に、結果のカスタム・アクセス設定を示します。


図11-16 カスタム・アクセス設定画面

[image: 図11-16の説明が続きます]
  






手順2: Oracle Enterprise Repositoryツールへのアクセスを有効にする

	
次の新規ロールを作成します(ロールの前に数値を付加し、それらもロール・リストに一緒に表示されるようにしてください)。

	
1: Create/Submit


	
2: Launch Asset Editor


	
3: Edit Artifact Stores


	
4: Edit Types





	
現在のBAS設定を編集して次の内容を反映します。

	
ロール: 1: Create/Submit


	
権限: 作成/発行




	
ロール: 2: Launch Asset Editor


	
権限: アセット・エディタの起動




	
ロール: 3: Edit Artifact Stores


	
権限: アーティファクト・ストアの編集




	
ロール: 4: Edit Types


	
権限: タイプの編集




アセットに対する既存のBAS権限を削除して、CASがOracle Enterprise Repository内のすべてのアセットに対するデフォルト権限セットになるようにします。




	
注意:

BASでグローバル・ツール権限を維持するためには、次に説明するように、あらかじめ指定された4つの機能権限またはツール権限のそれぞれに対応する新規機能ロールのいずれかに各ユーザーを割り当てる必要があります。











手順3: 既存のロールを基準として既存のユーザーに新規ロールを関連付ける

	
各ロールを編集し、アセットの作成/発行、アセット・エディタの起動、アーティファクト・ストアの編集、タイプの編集の1つ以上の権限を必要とするすべてのユーザーをそれぞれ4つの各ロールに配置します。

	
補足メモ: 次の表に、Oracle Enterprise Repositoryのデフォルト・ロールのデフォルト権限を示します。





	ロール	権限
	ユーザー	作成/発行
	上級発行者	作成/発行、アセット・エディタの起動
	レジストラ	作成/発行、アセット・エディタの起動
	レジストラ管理者	作成/発行、アセット・エディタの起動、アーティファクト・ストアの編集、タイプの編集







例11-1 実例紹介

Larryには、今までデフォルト権限を持つデフォルトのユーザー・ロールが割り当てられていました。新規設定で既存の権限が維持されるようにするには、ユーザー・ロールに再び割り当て、さらに新規ロールの「1: Create/Submit」にも割り当てる必要があります。

Darylについても同様で、今まで割り当てられていたレジストラ・ロールのデフォルト権限が維持されるようにするには、レジストラに再び割り当て、さらに「1: Create/Submit」と「2: Launch Asset Editor」にも割り当てる必要があります。ユーザーにロールを追加するのではなく、ロールにユーザーを追加することもできます。Oracle Enterprise Repositoryのロールのデフォルト権限が変更されていない場合は、各ロールを編集して該当するユーザーをすべて同時に追加できます。







手順4: 変更を検証する

	
5人のユーザーを作成し、それぞれ次のロールの組合せのいずれかに割り当てます。

	
ユーザー、1: Create/Submit


	
上級発行者、1: Create/Submit、2: Launch Asset Editor


	
レジストラ、1: Create/Submit、2: Launch Asset Editor


	
レジストラ管理者、1: Create/Submit、2: Launch Asset Editor、3: Edit Artifact Stores、4: Edit Types


	
プロジェクト管理者





	
上に示した各ロールに割り当てられている各ユーザーに次の項目が表示されることを検証します。

	
ユーザー

	
Oracle Enterprise Repositoryのメニュー・バーには、「アセット」、「プロジェクト」、My Stuffおよび「レポート」リンクが表示されます。


	
「アセット」画面には、アセットの発行リンクが表示されます。(アセットの編集/管理リンクは表示されません。)


	
「アセット」画面の「検索」ボタンをクリックすると、アセットのリストが表示されます。各アセットには、「サブスクライブ」ボタンと使用/ダウンロード・ボタンが表示されます。(「編集」ボタンは表示されません。)ユーザーはレビューを投稿できる必要もあります。


	
ダウンロード可能ファイルを含むアセットで使用/ダウンロード・ボタンをクリックすると、ユーザーはファイルをダウンロードできる必要があります。





	
上級発行者

	
Oracle Enterprise Repositoryのメニュー・バーには、「アセット」、My Stuffおよび「レポート」リンクが表示されます。


	
「アセット」画面には、アセットの発行リンクとアセットの編集/管理リンクの両方が表示されます。


	
「アセット」画面の「検索」ボタンをクリックすると、アセットのリストが表示されます。各アセットには、「サブスクライブ」ボタン、使用/ダウンロード・ボタンおよび「編集」ボタンが表示されます。上級発行者はレビューを投稿できる必要もあります。


	
ダウンロード可能ファイルを含むアセットで使用/ダウンロード・ボタンをクリックすると、上級発行者はファイルをダウンロードできる必要があります。


	
「アセット」画面でアセットの編集/管理リンクをクリックすると、アセット・エディタが起動します。




次の点を検証してください。

	
アセット・エディタの各タブの下部にある「承認」ボタンは非アクティブになっています。


	
アセット・エディタの「管理」タブにある「登録」ボタンは非アクティブになっています。





	
レジストラ

	
Oracle Enterprise Repositoryのメニュー・バーには、「アセット」、My Stuffおよび「レポート」リンクが表示されます。


	
「アセット」画面には、アセットの発行リンクとアセットの編集/管理リンクの両方が表示されます。


	
「アセット」画面の「検索」ボタンをクリックすると、アセットのリストが表示されます。各アセットには、「サブスクライブ」ボタン、使用/ダウンロード・ボタンおよび「編集」ボタンが表示されます。レジストラはレビューを投稿できる必要もあります。


	
ダウンロード可能ファイルを含むアセットで使用/ダウンロード・ボタンをクリックすると、レジストラはファイルをダウンロードできる必要があります。


	
「アセット」画面でアセットの編集/管理リンクをクリックすると、アセット・エディタが起動します。




次の点を検証してください。

	
アセット・エディタの各タブの下部にある「承認」ボタンは非アクティブになっています。


	
アセット・エディタの「管理」タブにある「登録」ボタンは非アクティブになっています。


	
アセット・エディタでは、Oracle Enterprise Repositoryの「アセット」画面にあるアセットの発行リンクを使用して発行されたアセットには「受入れ」ボタンが表示されます。


	
レジストラはアセットのアクセス設定を変更できます(CASで有効にされている場合)。





	
レジストラ管理者

	
Oracle Enterprise Repositoryのメニュー・バーには、「アセット」、My Stuffおよび「レポート」リンクが表示されます。


	
「アセット」画面には、アセットの発行リンクとアセットの編集/管理リンクの両方が表示されます。


	
「アセット」画面の「検索」ボタンをクリックすると、アセットのリストが表示されます。各アセットには、「サブスクライブ」ボタン、使用/ダウンロード・ボタンおよび「編集」ボタンが表示されます。レジストラ管理者はレビューを投稿できる必要もあります。


	
ダウンロード可能ファイルを含むアセットで使用/ダウンロード・ボタンをクリックすると、レジストラはファイルをダウンロードできる必要があります。


	
「アセット」画面でアセットの編集/管理リンクをクリックすると、アセット・エディタが起動します。




次の点を検証してください。

	
アセット・エディタの各タブの下部にある「承認」ボタンは非アクティブになっています。


	
アセット・エディタの「管理」タブにある「登録」ボタンは非アクティブになっています。


	
アセット・エディタでは、Oracle Enterprise Repositoryの「アセット」画面にあるアセットの発行リンクを使用して発行されたアセットには「受入れ」ボタンが表示されます。


	
レジストラ管理者はアセットのアクセス設定を変更できます(CASで有効にされている場合)。


	
アセット・エディタの「アクション」メニューには、アーティファクト・ストアの構成とアセット・タイプの管理が含まれている必要があります。





	
プロジェクト管理者

	
Oracle Enterprise Repositoryのメニュー・バーには、「アセット」、My Stuffおよび「レポート」リンクが表示されます。




次の点を検証してください。

	
「アセット」画面には、アセットの発行リンクもアセットの編集/管理リンクも表示されません。


	
「検索」ボタンをクリックしても、検索結果は表示されません。














11.7.2.2 オプションII: CASを使用した特定のファイルおよびアセットへのアクセスの付与または拒否

アセットへのユーザー・アクセスおよびアセット内の特定のファイルへのユーザー・アクセスを決定するカスタム・アクセス設定を作成します。


手順1: 「システム設定」で3つのCAS設定をすべて有効にする

「システム設定」ペインで3つのCAS設定をすべて有効にする必要があります。


手順2: 現在すべてのアセットのダウンロード・ファイルにアクセスできるすべてのロールに対して、ファイルCASによる同機能の取得を許可する

	
Basic_Default_FilesというファイルCASを作成します。


	
次のロールを追加し、それぞれにダウンロード権限を付与します。

	
ユーザー


	
上級発行者


	
レジストラ


	
レジストラ管理者





	
すべての新規ファイルへの自動適用を選択します。


	
この新規設定を既存のすべてのファイルに適用するかどうかを確認するダイアログが表示されたら、「はい」をクリックします。





手順3: 現在すべてのアセットにアクセスできるすべてのロールに対して、アセットCASによる同機能の取得を許可する

	
Basic_Default_AssetsというアセットCASを作成します。次のロールおよび関連する権限を追加します。

	
ロール: ユーザー


	
権限: 「表示」、「使用」、「確認」




	
ロール: 上級発行者


	
権限: 「表示」、「使用」、「確認」、「編集」




	
ロール: レジストラ


	
権限: 「表示」、「使用」、「確認」、「編集」、「受入れ」、タブの承認、「登録」、「アクセス設定の編集」




	
ロール: レジストラ管理者


	
権限: 「表示」、「使用」、「確認」、「編集」、「受入れ」、タブの承認、「登録」、「アクセス設定の編集」





	
画面上部にあるすべての新規アセットへの自動適用を選択します。


	
この新規設定を既存のすべてのアセットに適用するかどうかを確認するダイアログが表示されたら、「はい」をクリックします。





手順4: アセットに対する既存のBAS権限を削除する

CASがOracle Enterprise Repository内のすべてのアセットに対するデフォルト権限セットになります。




	
注意:

BASでグローバル・ツール権限を維持するためには、図11-17に示すように、あらかじめ指定された4つの機能権限またはツール権限のそれぞれに対応する新規機能ロールのいずれかに各ユーザーを割り当てる必要があります。








図11-17 カスタム・アクセス設定

[image: 図11-17の説明が続きます]
  



	
4つの新規ロールを作成し、次の名前を付けます(ロールの前に数値を付加し、それらもロール・リストに一緒に表示されるようにしてください)。

	
1: Create/Submit


	
2: Launch Asset Editor


	
3: Edit Artifact Stores


	
4: Edit Types





	
現在のBAS設定を編集して次の内容を反映します。

	
ロール: 1: Create/Submit


	
権限: 作成/発行




	
ロール: 2: Launch Asset Editor


	
権限: アセット・エディタの起動




	
ロール: 3: Edit Artifact Stores


	
権限: アーティファクト・ストアの編集




	
ロール: 4: Edit Types


	
権限: タイプの編集








手順5: 既存のロールに基づいて既存のユーザーに新規ロールを関連付ける

	
各ロールを編集し、アセットの作成/発行、アセット・エディタの起動、アーティファクト・ストアの編集、タイプの編集の1つ以上の権限を必要とするすべてのユーザーをそれぞれ4つの各ロールに配置します。

次の表に、Oracle Enterprise Repositoryのデフォルト・ロールのデフォルト権限を示します。


	ロール	権限
	ユーザー	作成/発行
	上級発行者	作成/発行、アセット・エディタの起動
	レジストラ	作成/発行、アセット・エディタの起動
	レジストラ管理者	作成/発行、アセット・エディタの起動、アーティファクト・ストアの編集、タイプの編集







例11-2 実例紹介

Darylには、今までデフォルト権限を持つデフォルトのユーザー・ロールが割り当てられていました。新規設定で既存の権限が維持されるようにするには、ユーザー・ロールに再び割り当て、さらに新規ロールの「1: Create/Submit」にも割り当てる必要があります。

Larryについても同様で、今まで割り当てられていたレジストラ・ロールのデフォルト権限が維持されるようにするには、レジストラに再び割り当て、さらに「1: Create/Submit」と「2: Launch Asset Editor」にも割り当てる必要があります。

ユーザーにロールを追加するのではなく、ロールにユーザーを追加することもできます。Oracle Enterprise Repositoryのロールのデフォルト権限が変更されていない場合は、各ロールを編集して該当するユーザーをすべて同時に追加できます。







手順6: 変更を検証する

	
5人のユーザーを作成し、それぞれ次のロールの組合せのいずれかに割り当てます。

	
ユーザー、1: Create/Submit


	
上級発行者、1: Create/Submit、2: Launch Asset Editor


	
レジストラ、1: Create/Submit、2: Launch Asset Editor


	
レジストラ管理者、1: Create/Submit、2: Launch Asset Editor、3: Edit Artifact Stores、4: Edit Types


	
プロジェクト管理者





	
上に示した各ロールに割り当てられている各ユーザーに次の項目が表示されることを検証します。

	
ユーザー

	
Oracle Enterprise Repositoryのメニュー・バーには、「アセット」、「プロジェクト」、My Stuffおよび「レポート」リンクが表示されます。


	
「アセット」画面には、アセットの発行リンクが表示されます。(アセットの編集/管理リンクは表示されません。)


	
「アセット」画面の「検索」ボタンをクリックすると、アセットのリストが表示されます。各アセットには、「サブスクライブ」ボタンと使用/ダウンロード・ボタンが表示されます。(「編集」ボタンは表示されません。)ユーザーはレビューを投稿できる必要もあります。


	
ダウンロード可能ファイルを含むアセットで使用/ダウンロード・ボタンをクリックすると、ユーザーはファイルをダウンロードできる必要があります。





	
上級発行者

	
Oracle Enterprise Repositoryのメニュー・バーには、「アセット」、My Stuffおよび「レポート」リンクが表示されます。


	
「アセット」画面には、アセットの発行リンクとアセットの編集/管理リンクの両方が表示されます。


	
「アセット」画面の「検索」ボタンをクリックすると、アセットのリストが表示されます。各アセットには、「サブスクライブ」ボタン、使用/ダウンロード・ボタンおよび「編集」ボタンが表示されます。上級発行者はレビューを投稿できる必要もあります。


	
ダウンロード可能ファイルを含むアセットで使用/ダウンロード・ボタンをクリックすると、上級発行者はファイルをダウンロードできる必要があります。


	
「アセット」画面でアセットの編集/管理リンクをクリックすると、アセット・エディタが起動します。




次の点を検証してください。

	
アセット・エディタの各タブの下部にある「承認」ボタンは非アクティブになっています。


	
アセット・エディタの「管理」タブにある「登録」ボタンは非アクティブになっています。





	
レジストラ

	
Oracle Enterprise Repositoryのメニュー・バーには、「アセット」、My Stuffおよび「レポート」リンクが表示されます。


	
「アセット」画面には、アセットの発行リンクとアセットの編集/管理リンクの両方が表示されます。


	
「アセット」画面の「検索」ボタンをクリックすると、アセットのリストが表示されます。各アセットには、「サブスクライブ」ボタン、使用/ダウンロード・ボタンおよび「編集」ボタンが表示されます。レジストラはレビューを投稿できる必要もあります。


	
ダウンロード可能ファイルを含むアセットで使用/ダウンロード・ボタンをクリックすると、レジストラはファイルをダウンロードできる必要があります。


	
「アセット」画面でアセットの編集/管理リンクをクリックすると、アセット・エディタが起動します。




次の点を検証してください。

	
アセット・エディタの各タブの下部にある「承認」ボタンはアクティブになっています。


	
アセット・エディタの「管理」タブにある「登録」ボタンはアクティブになっています。


	
アセット・エディタでは、Oracle Enterprise Repositoryの「アセット」画面にあるアセットの発行リンクを使用して発行されたアセットには「受入れ」ボタンが表示されます。


	
レジストラはアセットのアクセス設定を変更できます(CASで有効にされている場合)。





	
レジストラ管理者

	
Oracle Enterprise Repositoryのメニュー・バーには、「アセット」、My Stuffおよび「レポート」リンクが表示されます。


	
「アセット」画面には、アセットの発行リンクとアセットの編集/管理リンクの両方が表示されます。


	
「アセット」画面の「検索」ボタンをクリックすると、アセットのリストが表示されます。各アセットには、「サブスクライブ」ボタン、使用/ダウンロード・ボタンおよび「編集」ボタンが表示されます。レジストラ管理者はレビューを投稿できる必要もあります。


	
ダウンロード可能ファイルを含むアセットで使用/ダウンロード・ボタンをクリックすると、レジストラはファイルをダウンロードできる必要があります。


	
「アセット」画面でアセットの編集/管理リンクをクリックすると、アセット・エディタが起動します。




次の点を検証してください。

	
アセット・エディタの各タブの下部にある「承認」ボタンはアクティブになっています。


	
アセット・エディタの「管理」タブにある「登録」ボタンはアクティブになっています。


	
アセット・エディタでは、Oracle Enterprise Repositoryの「アセット」画面にあるアセットの発行リンクを使用して発行されたアセットには「受入れ」ボタンが表示されます。


	
レジストラ管理者はアセットのアクセス設定を変更できます。


	
アセット・エディタの「アクション」メニューには、アーティファクト・ストアの構成とアセット・タイプの管理が含まれている必要があります。





	
プロジェクト管理者

	
Oracle Enterprise Repositoryのメニュー・バーには、「アセット」、「プロジェクト」、My Stuffおよび「レポート」リンクが表示されます。




次の点を検証してください。

	
「アセット」画面には、アセットの発行リンクもアセットの編集/管理リンクも表示されません。


	
「検索」ボタンをクリックしても、検索結果は表示されません。



















11.8 ロールベース・アクセス制御のユースケース

この項では、ロールベース・アクセス制御のユースケースについて説明します。

この項には次のトピックが含まれます:

	
11.8.1項「ユースケース1: 顧客および取引パートナへのWebサービスの公開」


	
11.8.2項「ユースケース2: アウトソース先の環境における知的財産の管理」


	
11.8.3項「ユースケース3: フェデレーテッド・リポジトリの確立」


	
11.8.4項「ユースケース4: アセット・ライフサイクルの管理」


	
11.8.5項「ユースケース5: ソース・コード・ファイルへのアクセスのアセット作成チームのみへの制限」


	
11.8.6項「ユースケース6: 特定のグループへのブラウザ限定リポジトリ・アクセスの付与」






11.8.1 ユースケース1: 顧客および取引パートナへのWebサービスの公開

この項では、顧客および取引パートナにWebサービスを公開する方法を例示するユースケースについて説明します。この項には次のトピックが含まれます:

	
11.8.1.1項「利点」


	
11.8.1.2項「概要」


	
11.8.1.3項「ソリューション」






11.8.1.1 利点

このシナリオでは、組織はWebサービスを利用して取引パートナ間の業務処理を改善し、顧客がシステムに接続して情報を収集できるようにすることができます。その一方で、バックエンド・システムの機密ナレッジが公開されないように、情報へのアクセスを制限します。






11.8.1.2 概要

このシナリオでは、組織の取引パートナと顧客はOracle Enterprise Repository内の該当するWebサービスにのみアクセスできます。その他のアセットへのアクセスは拒否されます。これらの措置を促進するために、Webサービス・アセットのメタデータは次の2つの一般グループに編成されます。

	
制限なし

組織がすべての社内関係者および外部関係者に公開するメタデータ、関連ファイルおよびダウンロード可能ファイルです。


	
制限付き

組織のバックエンド・システムの内部の仕組みを示すメタデータ、設計ドキュメントまたはファイルです。この情報にアクセスできるのは社内開発者のみです。




このシナリオで説明するカスタム・アクセス設定(CAS)を使用すると、Webサービス・アセットの制限付き部分および制限なし部分の両方へのアクセスに加え、リポジトリ内のその他のアセットへのアクセスがすべての社内開発者に付与されます。組織の取引パートナと顧客は、制限なしWebサービス・アセットにのみアクセスできます。このシナリオでは、2つの異なるWebサービス・アセット・タイプを作成する必要があります。1つは制限なしデータ用、もう1つは制限付きデータ用です。




	
注意:

このシナリオでは、顧客と取引パートナにWebサービスを公開する簡単な方法について説明します。ただし、このユースケースで対応していないその他の考慮事項がある場合は、追加基準や代替基準が必要になることがあります。たとえば、外部専用として個別のOracle Enterprise Repositoryインスタンスを確立することが適している場合があります。外部インスタンスは内部インスタンスとは別のものとしてブランド設定し、外部関係者に公開する情報として適したメタデータ、関連ファイルおよびダウンロード可能ファイルのみを扱うようにします。この場合、使用履歴とレビューには外部ユーザーの経験のみが反映されます。より複雑なソリューションが必要な状況では、Oracle Enterprise Repository実装マネージャまたはソリューション・コンサルタントに問い合せて支援や指示を受けてください。












11.8.1.3 ソリューション

この項では、このユースケースのソリューションについて説明します。


11.8.1.3.1 前提条件

顧客および取引パートナのユーザーがOracle Enterprise Repositoryに存在することを確認してください。





11.8.1.3.2 ロールの作成および割当て

この手順は、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面で実行します。

	
「ロール」をクリックします。図11-18に示すように、「ロール」セクションが表示されます。


図11-18 「ロール」セクション

[image: 図11-18の説明が続きます]
  



	
「新規作成」をクリックします。図11-19に示すように、「新規ロールの作成」ダイアログが表示されます。


図11-19 「新規ロールの作成」ダイアログ

[image: 図11-19の説明が続きます]
  



	
「名前」テキスト・ボックスに「User - Customer」と入力します。


	
「説明」テキスト・ボックスに「Represents Web Services customers」またはその他の説明テキストを入力します。


	
終了したら、「保存」をクリックします。


	
同じプロセスを繰り返して、「User - Trading Partner」ロールを作成します。


	
新規ロールを該当するユーザー(つまり、該当する顧客および取引パートナを表すユーザー・アカウント)に割り当てます。

	
「管理」画面で次のいずれかの操作を行います。

	
「ロール」をクリックして、ロールにユーザーを割り当てます。


	
「ユーザー」をクリックして、ユーザーにロールを割り当てます。














11.8.1.3.3 メタデータの編成

Webサービス・アセットのメタデータは、Oracle Enterprise Repositoryで情報へのアクセスを許可するロール別に2つの一般グループに編成する必要があります。1つ目のグループは、すべてのユーザー(顧客、取引パートナおよび社内開発者)に表示するメタデータで構成します。2つ目のグループは、社内開発者のみに表示するメタデータで構成します。

	
アセット・エディタを起動します。


	
「アクション」メニューで「タイプの管理」をクリックします。タイプ・マネージャが表示されます。


	
「サービス」アセット・タイプをテンプレートとして使用して、「Service - Internal Only」という新規アセット・タイプを作成します。


	
終了したら、タイプ・マネージャの「ファイル」メニューで「保存」をクリックします。


	
アセット・エディタの「ファイル」メニューでコピーと移行をクリックします。


	
新規アセット・タイプService - Internal Onlyに既存のWebサービス・アセットをすべてコピー/移行します。


	
「サービス」アセット・タイプの元のアセットをすべて編集し、公開表示から除外する情報またはメタデータを表すすべてのメタデータ・フィールドを削除します。


	
新規アセット・タイプService - Internal Onlyからすべての制限なしフィールド(前述の1つ目のメタデータ・グループ)を削除します。








11.8.1.3.4 リレーションシップの作成

この手順は、アセット・エディタで実行されます。

	
「アクション」メニューで「リレーションシップの構成」をクリックします。リレーションシップの構成ダイアログが表示されます。


	
「追加」をクリックします。


	
図11-20に示すように、External-Use-Internal-Onlyという双方向リレーションシップを構成します。


図11-20 リレーションシップの追加ダイアログ

[image: 図11-20の説明が続きます]
  









11.8.1.3.5 リレーションシップの適用

サービス・アセットにExternal-Use-Internal-Onlyリレーションシップを追加します。

この手順は、アセット・エディタで実行します。

	
サービス・アセットのいずれかを開きます。


	
「リレーションシップ」タブをクリックします。


	
各サービス・アセットにExternal-Use-Internal-Onlyリレーションシップを適用します。これにより、社内ユーザーが制限付きフィールドにアクセスできるようになります。


	
CASを作成します。

	
「管理」画面のサイドバーでカスタム・アクセス設定をクリックします。


	
「新規作成」をクリックします。


	
図11-21に示すように、新規CASにAccess_Web_Service_Information_for_External_Useという名前を付けます。


図11-21 カスタム・アクセス設定: CAS Access_Web_Service_Information_for_External_Use

[image: 図11-21の説明が続きます]
  



	
次の権限を設定します。

	
ロール: User - Customer


	
権限: 「表示」、「使用」、「ダウンロード」、「確認」


	
ロール: User - Trading User


	
権限: 「表示」、「使用」、「ダウンロード」、「確認」








	
アセット・エディタを起動します。


	
Webサービス・アセットのいずれかを開きます。


	
「管理」タブを選択します。


	
Webサービスに新規CAS Access_Web_Service_Information_for_External_Useを適用します。このCASは、図11-22に示すように、各アセットにすでに割り当てられているBasic_Default_AssetsというCASと連動して機能します。


図11-22 アセット・エディタ画面

[image: 図11-22の説明が続きます]
  



	
各Webサービス・アセットに対してプロセスを繰り返します。








11.8.1.3.6 結果

	
「サービス」アセット・タイプ


図11-23 「サービス」アセット・タイプ

[image: 図11-23の説明が続きます]
  



	
Service - Internal Onlyアセット・タイプ


図11-24 Service - Internal Onlyアセット・タイプ

[image: 図11-24の説明が続きます]
  








	
注意:

このビューの情報量はかなり少ないことに注意してください。











11.8.1.3.7 検証テスト

指定された3つの各ロール内のユーザーを選択し、次の説明に従ってアクセスを検証してください。

	
ロール

	
User - Customer


	
User - Trading Partner





	
アクセス

	
Oracle Enterprise Repositoryのメニュー・バーには、「アセット」リンクとMy Stuffリンクのみが表示されます。


	
外部表示を目的としたWebサービス・アセット・メタデータのみを参照できます(「サービス」アセット・タイプ)。


	
これらのアセットのリレーションシップは表示されません。


	
Webサービス・アセットを使用する場合は、主要なダウンロード可能ファイルのみをダウンロードできます。関連アセットは使用できません。


	
Oracle Enterprise Repositoryの「アセット」画面には、アセットの発行ボタンおよびアセットの編集/管理ボタンは表示されません。


	
Webサービス・アセットのアセット詳細画面を表示したときに「編集」ボタンは表示されません。





	
ロール

	
ユーザー(社内従業員):





	
アクセス

	
社内表示および外部表示を目的としたWebサービス・メタデータを参照できます(「サービス」および「Service - Internal Only」アセット・タイプ)。


	
サービス・アセットのすべてのリレーションシップを参照できます。


	
社内限定サービス・アセットを表示したときに使用/ダウンロード・ボタンをクリックすると、外部表示を目的としたファイルが関連アセットとしてダウンロード・ウィンドウに表示されます。社内用ファイルと外部用ファイルの両方を同時にダウンロードできます。
















11.8.2 ユースケース2: アウトソース先の環境における知的財産の管理

この項では、アウトソース先の環境で知的財産を管理する方法を例示するユースケースについて説明します。この項には次のトピックが含まれます:

	
11.8.2.1項「利点」


	
11.8.2.2項「概要」


	
11.8.2.3項「ソリューション」






11.8.2.1 利点

このシナリオで説明する設定を使用すると、高度に分散されたアウトソース先の環境を作業基盤としている組織は、知的財産を管理および保護する目的でそれらの公開をアウトソース先の開発チームに制限できます。また、これらの設定によって、アセットが輸出管理法規で指定されている制限事項に準拠するようにすることもできます。






11.8.2.2 概要


アウトソース先の開発チーム

このシナリオでは、外部サービス・プロバイダ(ESP)は、プロジェクト・プロファイルで指定されているアセットにかぎり、表示、使用およびレビューできます。プロジェクトの進行中に、ESPは、プロジェクト内で作成されたアセットを技術責任者またはプロジェクト設計者に発行して、レビュー、承認およびアセット登録を求めることもできます。たとえば、プロジェクトの設計フェーズが終了したら、ESPは設計ドキュメントを技術責任者またはプロジェクト設計者に発行して承認を求めることができます。このシナリオは、プロジェクト・ライフサイクル・ガバナンス・モデルを提示し、プロジェクト・マイルストンのレビューを円滑化するものです。


輸出管理

通常、輸出管理規制により、一部の国へのソフトウェアおよびその他のタイプの知的財産の輸出が禁止されています。このシナリオでは、輸出管理の対象となるアセットに対して、それらが特定の輸出管理分類番号(ECCN)で制限されていることを示すカスタム・アクセス設定を割り当てます。制限の対象となる個人には、従業員としての通常の職責のために付与されているロールに加え、該当する輸出管理分類番号(ECCN)ロールを割り当てます。たとえば、暗号化ソフトウェアは、ECCN 5D002により、イラク、イラン、リビア、北朝鮮、スーダン、シリアまたはキューバへの輸出が禁止されています。Oracle Enterprise Repository内のすべての暗号化ソフトウェア・アセットには、それらが輸出管理の対象となっていることを示すカスタム・アクセス設定Access_Restricted_by_ECCN_5D002を割り当てます。さらに、イラク、イラン、リビア、北朝鮮、スーダン、シリアまたはキューバ出身の個人に、暗号化ソフトウェアへのアクセスが制限されていることを示すロール「ユーザー - ECCN 5D002による制限」を割り当てます。輸出管理の制限事項が変更された場合は、影響を受ける個人およびアセットを容易に識別し、アクセス設定を変更できます。






11.8.2.3 ソリューション

この項では、このユースケースのソリューションについて説明します。この項には次のトピックが含まれます:

	
11.8.2.3.1項「アウトソース先の開発チームに関するソリューション」


	
11.8.2.3.2項「輸出管理に関するソリューション」






11.8.2.3.1 アウトソース先の開発チームに関するソリューション

次の手順は、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面で実行します。


前提条件

外部サービス・プロバイダがOracle Enterprise Repositoryのユーザー・アカウントを持っていることを確認してください。


ロールの作成

	
「ロール」をクリックします。


	
「新規作成」をクリックします。


	
「User - ESP Project X」という新規ロールを作成します。

このロールは、特定のプロジェクトで作業する外部サービス・プロバイダを表します。このロール内のユーザーは、プロジェクト・プロファイルで指定されているアセットのみを表示およびダウンロードできます。また、プロジェクトの進行中に、アセットを技術責任者に発行して、レビュー、承認およびアセット登録を求めることもできます。





ロールの割当て

「User - ESP Project X」ロールおよび「1: Create/Submit」ロールを該当するユーザーに割り当てます。

「1: Create/Submit」ロールを持つESPは、プロジェクトの進行中に、プロジェクトで作成されたアセットを技術責任者またはプロジェクト設計者に発行して、レビュー、承認およびアセット登録を求めることもできます。

図11-25に示すように、「ロール」をクリックしてロールにユーザーを割り当てます。


図11-25 「ロールの編集」ダイアログ

[image: 図11-25の説明が続きます]
  



図11-26に示すように、「ユーザー」をクリックしてユーザーにロールを割り当てます。


図11-26 ユーザー

[image: 図11-26の説明が続きます]
  




カスタム・アクセス設定の作成

	
「カスタム・アクセス設定」をクリックします。


	
「新規作成」をクリックします。


	
「Access_Project_X_Assets」という新規CASを作成します。このCASは、Project X用として指定されているアセットへのアクセスを提供するものです。


	
図11-27に示すように、次の権限を設定します。

	
ロール: User - ESP Project X


	
権限: 「表示」、「使用」、「ダウンロード」、「確認」


図11-27 カスタム・アクセス設定の編集ダイアログ

[image: 図11-27の説明が続きます]
  






	
図11-28に示すように、プロジェクト・プロファイルでProject X用として指定されているアセットを識別します。


図11-28 アセットのプロジェクト・プロファイル - Project X (1.0)

[image: 図11-28の説明が続きます]
  



	
図11-29に示すように、Project Xのプロジェクト・プロファイルおよびその中で指定されている各アセットにCAS Access_Project_X_Assetsを追加します。


図11-29 カスタム・アクセス設定

[image: 図11-29の説明が続きます]
  






検証テスト

Project Xに割り当てられている外部サービス・プロバイダを対象にした次の条件を検証してください。

	
ロール

	
Outsourced_Dev_User:





	
アクセス

	
Project Xのプロジェクト・プロファイルを参照できます。


	
Project Xのプロジェクト・プロファイルで指定されているアセットのみを参照できます。


	
Project Xのプロジェクト・プロファイルで指定されているアセットをダウンロードできます。


	
「アセット」画面には、アセットの発行リンクが表示されます。


	
アセット詳細画面には、使用/ダウンロード・ボタンが表示されます。「編集」ボタンは表示されません。


	
Oracle Enterprise Repositoryには、「アセット」タブおよびMy Stuffタブのみが表示されます。












11.8.2.3.2 輸出管理に関するソリューション

次の手順は、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面で実行します。


前提条件

輸出管理による制限を受ける個人がOracle Enterprise Repositoryのユーザー・アカウントを持っていることを確認してください。


ロールの作成

	
「ロール」をクリックします。


	
「新規作成」をクリックします。


	
「User - Restricted by ECCN 5D002」というロールを作成します。このロールは、イラク、イラン、リビア、北朝鮮、スーダン、シリアまたはキューバ出身の個人、つまり暗号化ソフトウェアまたはECCN 5D002で輸出が制限されているソフトウェアへのアクセスを制限するユーザーに割り当てます。


	
図11-30に示すように、新規ロール「User - Restricted by ECCN 5D002」を該当するユーザーに割り当てます。


図11-30 ロールの編集

[image: 図11-30の説明が続きます]
  






カスタム・アクセス設定の作成

	
「カスタム・アクセス設定」をクリックします。


	
「新規作成」をクリックします。


	
「Access_Restricted_by_ECCN_5D002」という新規CASを作成します。このCASは、ECCN 5D002で輸出が制限されているアセットへのアクセスを制限するものです。


	
図11-31に示すように、次の権限を設定します。

	
ロール: User - Restricted by ECCN 5D002


	
権限: アクセス拒否: 「表示」、「使用」、「ダウンロード」、「確認」、「受入れ」、タブの承認、「登録」、「アクセス設定の編集」


図11-31 カスタム・アクセス設定の編集ダイアログ

[image: 図11-31の説明が続きます]
  






	
すべての暗号化ソフトウェア・アセットまたはECCN 5D002で輸出が制限されているアセットにCAS Access_Restricted_by_ECCN_5D002を追加します。


図11-32 カスタム・アクセス設定

[image: 図11-32の説明が続きます]
  






検証テスト

該当する個人が輸出管理の制限事項により制限されることを検証してください。

	
輸出管理の制限事項により制限されているアセットを参照できません。


	
輸出管理の制限事項により制限されていないすべてのアセットを参照できます。













11.8.3 ユースケース3: フェデレーテッド・リポジトリの確立

この項では、フェデレーテッド・リポジトリを確立する方法を例示するユースケースについて説明します。この項には次のトピックが含まれます:

	
11.8.3.1項「利点」


	
11.8.3.2項「概要」


	
11.8.3.3項「ソリューション」






11.8.3.1 利点

このシナリオで説明する設定を使用すると、Oracle Enterprise Repositoryユーザーに対して企業アセットへのアクセスと表示を許可し、ドメイン固有の情報については関連ドメインに割り当てられているユーザーにアクセスを制限できます。これにより、大規模な組織は、特定のアセット・コンシューマ・グループに対象を絞り、それらのグループのニーズにあわせて最も関連性の高いアセットを提供できるようになります。






11.8.3.2 概要

このシナリオでは、組織内の誰もが表示およびダウンロードできる企業全体のアセット、および特定のビジネス・ドメイン内の開発チームにのみ関連するドメイン固有のアセットを扱います。企業全体のアセットのプロデューサは、それらのアセットを作成、編集および登録できるだけでなく、すべてのドメイン・アセットを表示およびダウンロードできます。ドメイン固有のアセットのプロデューサは、ドメイン内のアセットを作成、編集および登録できます。組織内のすべてのユーザーが企業全体のアセットに加え、それぞれのドメインに固有のアセットも表示およびダウンロードできます。






11.8.3.3 ソリューション

この項では、このユースケースのソリューションについて説明します。


11.8.3.3.1 前提条件

企業全体およびドメインを対象としたプロデューサとすべてのコンシューマがOracle Enterprise Repositoryのユーザー・アカウントを持っていることを確認してください。





11.8.3.3.2 ロールの作成

	
Oracle Enterprise Repositoryのメニュー・バーの「管理」リンクをクリックします。


	
「管理」画面で、「ロール」をクリックします。


	
「新規作成」をクリックします。


	
次のロールを作成します。

	
ロール: Enterprise Producer

	
アクセス

企業アセットを表示、ダウンロード、編集および登録できます。

ドメイン・アセットを表示およびダウンロードできます。





	
ロール: Domain X Producer

	
アクセス

ドメインXアセットを表示、ダウンロード、編集および登録できます。

企業アセットを表示およびダウンロードできます。





	
ロール: Domain X Consumer

	
アクセス

ドメインXアセットおよび企業アセットを表示およびダウンロードできます。





	
ロール: Domain Y Consumer

	
アクセス

ドメインYアセットを表示、ダウンロード、編集および登録できます。

企業アセットを表示およびダウンロードできます。














11.8.3.3.3 カスタム・アクセス設定の作成

	
Oracle Enterprise Repositoryのメニュー・バーの「管理」リンクをクリックします。


	
「管理」画面で、「カスタム・アクセス設定」をクリックします。


	
「新規作成」をクリックします。


	
次のカスタム・アクセス設定を作成します。

	
CAS: Access_Enterprise_Assets

	
すべてのOracle Enterprise Repositoryユーザーに対して企業全体のアセットの表示を許可します。





	
CAS: Access_Domain_X_Assets

	
ドメインXアセットへのアクセスを「Enterprise Producer」ロールまたは「Domain X Producer」ロール(あるいはその両方)に割り当てられているユーザーに制限します。





	
CAS: Access_Domain_Y_Assets

	
ドメインYアセットへのアクセスを「Enterprise Producer」ロールまたは「Domain Y Producer」ロール(あるいはその両方)に割り当てられているユーザーに制限します。







各ドメイン・アセットまたは企業アセットについて、Basic_Default_Assetsアクセス設定を削除し、上の手順4に示した適切なカスタム・アクセス設定に置き換えます。

	
Enterprise_Producerに割り当てられているロール


図11-33 「概要」セクション

[image: 図11-33の説明が続きます]
  



	
対応するCAS


図11-34 権限の設定

[image: 図11-34の説明が続きます]
  



	
Domain_X_Producersに割り当てられているロール


図11-35 「概要」セクション

[image: 図11-35の説明が続きます]
  



	
Domain_X_Consumersに割り当てられているロール


図11-36 「概要」セクション

[image: 図11-36の説明が続きます]
  



	
対応するCAS


図11-37 権限の設定

[image: 図11-37の説明が続きます]
  



	
Domain_Y_Producersに割り当てられているロール


図11-38 「概要」セクション

[image: 図11-38の説明が続きます]
  



	
対応するCAS


図11-39 アクセス設定の編集

[image: 図11-39の説明が続きます]
  






	
各企業アセットまたはドメイン・アセットについて、図11-40に示すように、Basic_Default_Assets設定を削除し、適切なCAS (Access_Enterprise_Assets、Access_Domain_X_AssetsまたはAccess_Domain_Y_Assets)に置き換えます。


図11-40 アセット・エディタ

[image: 図11-40の説明が続きます]
  









11.8.3.3.4 検証テスト

各ユーザー/ロールについて次の条件を検証してください。

	
Enterprise Producer:

	
Oracle Enterprise Repositoryの「アセット」画面には、個々の企業アセット、ドメインXアセットおよびドメインYアセットのメタデータが表示されます。


	
アセット・エディタには、企業アセットのみが表示されます(アセット・エディタではドメインXアセットおよびドメインYアセットにはアクセスできません)。


	
企業アセットのメタデータを表示したときに「サブスクライブ」ボタン、使用/ダウンロード・ボタンおよび「編集」ボタンが表示されます。


	
アセット・エディタで企業アセットを編集および登録できます。


	
ドメインXアセットとドメインYアセットの両方のメタデータ画面には、使用/ダウンロード・ボタンが表示されます。ただし、「編集」ボタンは表示されません。





	
Domain X Producer:

	
Oracle Enterprise Repositoryの「アセット」画面には、個々の企業アセットおよびドメインXアセットのメタデータが表示されます。ドメインYアセットは表示されません。


	
アセット・エディタには、ドメインXアセットが表示されます(アセット・エディタではドメインYアセットおよび企業アセットにはアクセスできません)。


	
企業アセットのメタデータを表示したときに「サブスクライブ」ボタンおよび使用/ダウンロード・ボタンが表示されます。ただし、「編集」ボタンは表示されません。


	
企業アセットからファイルをダウンロードできます。


	
ドメインXアセットのメタデータ画面には、「サブスクライブ」ボタン、使用/ダウンロード・ボタンおよび「編集」ボタンが表示されます。


	
アセット・エディタでドメインXアセットを編集および登録できます。





	
Domain X Consumer:

	
Oracle Enterprise Repositoryの「アセット」画面には、個々の企業アセットおよびドメインXアセットのメタデータが表示されます。ドメインYアセットは表示されません。


	
企業アセットおよびドメインXアセットのメタデータを表示したときに「サブスクライブ」ボタンおよび使用/ダウンロード・ボタンが表示されます。ただし、どちらの場合も「編集」ボタンは表示されません。


	
企業アセットおよびドメインXアセットからファイルをダウンロードできます。





	
Domain Y Producer:

	
Oracle Enterprise Repositoryの「アセット」画面には、個々の企業アセットおよびドメインYアセットのメタデータが表示されます。ドメインXアセットは表示されません。


	
アセット・エディタには、ドメインYアセットが表示されます。ただし、アセット・エディタではドメインXアセットおよび企業アセットにはアクセスできません。


	
企業アセットおよびドメインYアセットのメタデータを表示したときに「サブスクライブ」ボタンおよび使用/ダウンロード・ボタンが表示されます。ただし、どちらの場合も「編集」ボタンは表示されません。


	
企業アセットおよびドメインYアセットからファイルをダウンロードできます。
















11.8.4 ユースケース4: アセット・ライフサイクルの管理

この項では、Oracle Enterprise Repositoryでアセット・ライフサイクルを管理する方法を例示するユースケースについて説明します。この項には次のトピックが含まれます:

	
11.8.4.1項「利点」


	
11.8.4.2項「概要」


	
11.8.4.3項「ユースケースのソリューションの構成」


	
11.8.4.4項「アセット・ライフサイクル管理ソリューションの検証テスト」






11.8.4.1 利点

このシナリオで説明する設定を使用すると、組織はアセットをそのライフサイクル全体(初期構想からリタイアまで)を通して管理できます。これらの設定では、開発中アセット(進行中のアセット)へのアクセスおよびリタイア済のアセットへの制限付きアクセスを提供しています。これは、開発中のアセットをすべての開発チームに公開して、開発が重複して行われないようにすることができます。このようなアセットを必要とする開発チームは、そのアセットをプロジェクトに含めることを計画したり、アセットの開発時にアセット作成チームと協力することができます。別の設定では、デプロイされたアセットの管理が容易になるように、リタイア済のアセットの配布を制限しています。






11.8.4.2 概要




	
注意:

このユースケースは、アセット・リリース管理のポリシーおよび手順を背景にしたものです。リリース管理では、アセットおよびその構成要素となるアーティファクトのライフサイクルを管理することに重点が置かれています。アセットの構成要素となるアーティファクトは、アセット・リリース管理の一環として、あらゆるプロジェクトで作成されます。そのプロジェクトの最終的な結果がそのアセット自体であるか、製品全体またはシステム全体であるかは問いません。これらのアーティファクトは、サポート・アーティファクトやその他の情報とともに収集され、すべてを集約したものがアセットとしてパッケージ化されます。これらのアセットは、完全かつ正確であると検証された後でリポジトリに格納され、組織全体に公開されます。登録されたアセットがリポジトリからダウンロードされることにより、不具合が見つかり、改善が求められます。これらの変更リクエストに対応するために、新規バージョンのアセットが作成されます。アセットは、使用停止または別のバージョンへの置換を経て、最終的にリタイアさせられます。リタイア済のアセットは使用できません。







Oracle Enterprise Repositoryを使用すると、アセットをそのライフサイクル全体(構想からリタイアまで)を通して管理できます。このユースケースは、高度なRBACを使用して、アセット・ライフサイクル全体を通して様々な利害関係者グループにアセットを公開したり、アクセスを提供することに重点を置いています。


11.8.4.2.1 アセット・ライフサイクル・ステージ

	
要件収集

組織は、今後のプロジェクトで特定のアセットが必要になることを認識しています。作成チームは、提案された進行中のアセットを作成します。このアセットのメタデータには、アセットとその目的に関する簡単な説明が含まれています。また、該当するプロジェクトに関連付けられている一連の対象分野の専門家によるレビューやコメントを付加することができます。アセットのリポジトリ表示には、今後のプロジェクトのメンバーから機能要件を集めるための専用仮想フォーラムへのリンクが含まれています。アセットは、この時点ではアセット作成者と該当するプロジェクトの対象分野の専門家にのみ表示されます。提案されたアセットが承認され、次のライフサイクル・ステージに進むと、さらに幅広い人に表示されるようになります。




	
注意:

Oracle Enterprise Repositoryで進行中のアセット・オプションを使用する必要があります。








	
設計および開発

要件収集が終了し、アセット開発のための予算が承認されたら、プロデューサはサポート・アーティファクト(設計ドキュメント、コードなど)を生成し、リポジトリ内のアセットに関連付けます。この時点では、アセットのプロデューサのみが、アーティファクトやメタデータをアセットに追加したり、アセットのコードをダウンロードできます。ただし、利害関係者が進行状況を追跡できるように、アセットは幅広い開発者コミュニティに表示されます。


	
ベータ・リリース

コードのテストが終了したら、アセットの使用が予定されている今後のプロジェクトを担当する対象分野の専門家にベータ・リリースとして公開されます。


	
リリース

アセットが十分にテストされ、文書化が終了したら、ユーザー・コミュニティ全体に公開されます。


	
リタイア・スケジュールの決定

アセットの有用性がなくなった時点で、リタイア・スケジュールが決定されます。リポジトリ・ステータスは非アクティブに変わります。非アクティブ・アセットはリポジトリに残りますが、非アクティブ・アセットへのアクセスはメタデータに制限されます。つまり、アセットは使用できず、そのファイルもダウンロードできません。これらの制限がきっかけとなって、プロジェクトを最新バージョンのアセットに移行することになります。アセットの管理担当者は、実際のリタイア日まで引き続きアセットの表示権限および編集権限を持ちます。


	
リタイア

すべてのプロジェクトを新規バージョンのアセットに移行したら、元のアセットのリポジトリ・ステータスはリタイア済に変わります。アセットがリポジトリ内の別のアセットに関連している場合は、リポジトリ・ユーザー限定(ロールを問わず)で表示されます。ユーザーは、リレーションシップ・リンクを使用してアセットのメタデータを表示できます。




このシナリオでは、進行中のアセットおよびリタイア済のアセットへのアクセスを管理するための各種戦略の1つについてのみ説明します。これらの戦略の詳細は、Oracle Supportに問い合せてください。





11.8.4.2.2 一般構成

この項で説明する各種アセット・ライフサイクル管理ソリューションを使用するには、次のロールおよびアクセス設定を構成する必要があります。

(前提条件: アセット作成チームおよび対象分野の専門家がOracle Enterprise Repository内のユーザーであることを確認してください)





11.8.4.2.3 ロールの作成

	
Oracle Enterprise Repositoryのメニュー・バーの「管理」リンクをクリックします。


	
「管理」画面で、「ロール」をクリックします。


	
「新規作成」をクリックします。


	
次のロールを作成します。

	
User - Production Team Project X


	
User - Subject Matter Experts Project X











11.8.4.2.4 カスタム・アクセス設定の作成

	
Oracle Enterprise Repositoryのメニュー・バーの「管理」リンクをクリックします。


	
「管理」画面で、「カスタム・アクセス設定」をクリックします。


	
「新規作成」をクリックします。


	
次のカスタム・アクセス設定を作成します。

	
CAS: Access_Project_X_Assets_Propose


	
CAS: Access_Project_X_Assets_Plan


	
CAS: Access_Project_X_Assets_Build


	
CAS: Access_Project_X_Assets_Release







次の図に、各ロールの詳細および対応するカスタム・アクセス設定を示します。

	
Project_X_Producer: ロール


図11-41 ユーザー: Project_X_Producer

[image: 図11-41の説明が続きます]
  



	
Project_X_Subject_Matter_Expert: ロール


図11-42 ユーザー: Project_X_Subject_Matter_Expert

[image: 図11-42の説明が続きます]
  



	
User_Community: ロール


図11-43 ユーザー: User_Community

[image: 図11-43の説明が続きます]
  



	
アセット・ライフサイクル・ステージ - 提案

	
CAS: Access_Project_X_Assets_Propose


図11-44 アクセス設定の編集

[image: 図11-44の説明が続きます]
  






	
アセット・ライフサイクル・ステージ - 計画

	
CAS: Access_Project_X_Assets_Plan


図11-45 アセット設定の編集

[image: 図11-45の説明が続きます]
  






	
アセット・ライフサイクル・ステージ - ビルド

	
CAS: Access_Project_X_Assets_Build


図11-46 アクセス設定の編集

[image: 図11-46の説明が続きます]
  






	
アセット・ライフサイクル・ステージ - リリース

	
CAS: Access_Project_X_Assets_Release


図11-47 アクセス設定の編集

[image: 図11-47の説明が続きます]
  















11.8.4.3 ユースケースのソリューションの構成

次の項では、アセット・ライフサイクル管理ユースケースの各フェーズに必要な手順について簡単に説明します。


11.8.4.3.1 要件収集ステージのソリューション

(前提条件: 選択したアセット・タイプの一部としてアセット・ライフサイクルのカテゴリ分けの分類が含まれていることを確認してください)

	
Oracle Enterprise Repositoryのメニュー・バーの「アセット」リンクをクリックします。


	
アセットの編集/管理をクリックして、アセット・エディタを起動します。


	
アセット・エディタで「ファイル」メニューを開きます。


	
「新規」をクリックします。


	
図11-48に示すように、初期状態が未発行のアセットを作成します。


図11-48 アセットの新規作成ダイアログ

[image: 図11-48の説明が続きます]
  



	
アセット・エディタの新規アセットの分類タブで、アセット・ライフサイクル・ステージ・カテゴリ分けを探します。


	
ステージ1 - 提案を選択します。


	
図11-49に示すように、アセットの「管理」タブで、新規アセットCAS Access_Project_X_Assets_Proposeを追加します。


図11-49 アセット・エディタ

[image: 図11-49の説明が続きます]
  



	
アセット・エディタでアセットの「一般」タブを開き、該当するテキスト・ボックスにアセットの説明および目的を簡単に入力し、アセットの機能要件を収集するためのフォーラムを追加します。


	
図11-50に示すように、アセット・ライフサイクル・ステージ・カテゴリ分けのステージ1 - 提案フォルダに格納されているアセットを表示します。


図11-50 アセット・ツリーの参照

[image: 図11-50の説明が続きます]
  









11.8.4.3.2 設計および開発ステージのソリューション

	
アセット・エディタでは、このアセットは未発行状態のままです。


	
アセット・ライフサイクル・ステージ・カテゴリ分けでステージ2 - 計画を選択します。


	
アセットCAS Access_Project_X_Assets_Proposeを削除し、アセットCAS Access_Project_X_Assets_Planを追加します。


図11-51 アセット・エディタ

[image: 図11-51の説明が続きます]
  









11.8.4.3.3 ベータ・リリース・ステージのソリューション

	
アセット・エディタでは、このアセットは未発行状態のままです。


	
アセット・ライフサイクル・ステージ・カテゴリ分けでステージ3 - ビルドを選択します。


	
アセットCAS Access_Project_X_Assets_Planを削除し、アセットにアセットCAS Access_Project_X_Assets_Buildを追加します。








11.8.4.3.4 リリース・ステージのソリューション

	
アセット・エディタで、アセットを発行します。アセットがレジストラによって受け入れられて登録されると、ステータスが未発行から「登録済」に変わります。


	
アセット・ライフサイクル・ステージ・カテゴリ分けでステージ4 - リリースを選択します。


	
アセットCAS Access_Project_X_Assets_Buildを削除し、アセットにアセットCAS Access_Project_X_Assets_Releaseを追加します。








11.8.4.3.5 リタイア・スケジュールの決定ステージのソリューション

	
アセット・エディタで、アセットのステータスを「アクティブ」から「非アクティブ」に変更します。








11.8.4.3.6 リタイア・ステージのソリューション

	
アセット・エディタで、アセットのステータスを「非アクティブ」から「リタイア」に変更します。











11.8.4.4 アセット・ライフサイクル管理ソリューションの検証テスト

該当する各ロールについて次の条件を確認してください。

	
ロール

	
Project_X_Producer





	
アクセス

	
アセット・ライフサイクル全体を通してレジストラの権限を持ちます。


	
Oracle Enterprise Repository内のアセットを表示できます。


	
使用/ダウンロード・ボタンおよび「編集」ボタンが表示されます。


	
アセット・エディタでアセットの受入れ、タブの承認、アセットの登録およびアクセス設定の編集を行うことができます。


	
リタイア・フェーズでは、リポジトリのアセット・リスト(検索結果)にアセットが表示されなくなります。アセットが別のアセットに関連しており、リレーションシップ・リンクを使用できる場合にのみ、このロールに対してそのアセットへのリポジトリ・アクセスが許可されます。ただし、アセット・エディタではそのアセットに引き続きアクセスできます。





	
ロール

	
Project_X_Subject_Matter_Expert





	
アクセス

	
要件収集フェーズ:

	
アセットの表示、レビューの発行およびアセットのサブスクライブ(「サブスクライブ」ボタンを使用)を行うことができます。


	
アセットのフォーラムにアクセスし、コメントを投稿できます。





	
設計および開発フェーズ:

	
アセットの表示、レビューの発行およびアセットのサブスクライブ(「サブスクライブ」ボタンを使用)を行うことができます。


	
アセットのフォーラムにアクセスし、コメントを投稿できます。





	
ベータ・リリース・フェーズ:

	
アセットの表示、レビューの発行およびアセットのサブスクライブ(「サブスクライブ」ボタンを使用)を行うことができます。


	
アセットをダウンロードできます(使用/ダウンロード・ボタンを使用)。


	
アセットのフォーラムにアクセスし、コメントを投稿できます。





	
リリース・フェーズ:

	
アセットの表示、レビューの発行およびアセットのサブスクライブ(「サブスクライブ」ボタンを使用)を行うことができます。


	
アセットをダウンロードできます(使用/ダウンロード・ボタンを使用)。


	
アセットのフォーラムにアクセスし、コメントを投稿できます。





	
リタイア・スケジュールの決定フェーズ:

	
アセットの表示、レビューの発行およびアセットのサブスクライブ(「サブスクライブ」ボタンを使用)を行うことができます。


	
アセットのフォーラムにアクセスし、コメントを投稿できます。





	
リタイア・フェーズでは、リポジトリのアセット・リスト(検索結果)にアセットが表示されなくなります。アセットが別のアセットに関連しており、リレーションシップ・リンクを使用できる場合にのみ、そのアセットへのリポジトリ・アクセスが許可されます。そのアセットに対する機能/権限は、リタイア・スケジュールの決定フェーズに示したものと同じです。





	
ロール

	
User_Community





	
アクセス

	
要件収集フェーズ:

	
アセットにはアクセスできません。





	
設計および開発フェーズ:

	
アセットの表示、レビューの発行およびアセットのサブスクライブ(「サブスクライブ」ボタンを使用)を行うことができます。


	
アセットのフォーラムにアクセスし、コメントを投稿できます。





	
ベータ・リリース・フェーズ:

	
アセットの表示、レビューの発行およびアセットのサブスクライブ(「サブスクライブ」ボタンを使用)を行うことができます。


	
アセットのフォーラムにアクセスし、コメントを投稿できます。





	
リリース・フェーズ:

	
アセットの表示、レビューの発行およびアセットのサブスクライブ(「サブスクライブ」ボタンを使用)を行うことができます。


	
アセットをダウンロードできます(使用/ダウンロード・ボタンを使用)。


	
アセットのフォーラムにアクセスし、コメントを投稿できます。





	
リタイア・スケジュールの決定フェーズ:

	
アセットの表示、レビューの発行およびアセットのサブスクライブ(「サブスクライブ」ボタンを使用)を行うことができます。


	
アセットをダウンロードできます(使用/ダウンロード・ボタンを使用)。


	
アセットのフォーラムにアクセスし、コメントを投稿できます。





	
リタイア・フェーズでは、リポジトリのアセット・リスト(検索結果)にアセットが表示されなくなります。アセットが別のアセットに関連しており、リレーションシップ・リンクを使用できる場合にのみ、そのアセットへのリポジトリ・アクセスが許可されます。そのアセットに対する機能/権限は、リタイア・スケジュールの決定フェーズに示したものと同じです。














11.8.5 ユースケース5: ソース・コード・ファイルへのアクセスのアセット作成チームのみへの制限

このユースケースは、ユースケース#1 (Webサービス)とある程度似ています。そのユースケースでは、社内公開および外部公開のアセット・メタデータの表示や使用可否を管理できるように、各Webサービス・アセットに対して2つの異なるアセット・タイプを使用しました。ユースケース#5でもアセット・メタデータおよびファイルへのアクセスを制限しますが、使用するアセット・タイプは1つのみです。

この項には次のトピックが含まれます:

	
11.8.5.1項「利点」


	
11.8.5.2項「概要」


	
11.8.5.3項「ソリューション」






11.8.5.1 利点

このシナリオで説明する設定を使用すると、特定のユーザー/ロールのアクセス権限をコンパイル済コードを含むアセットに制限して、ブラック・ボックス再利用を促進できます。このようなブラック・ボックス・アセットは、ソース・コードを変更することなく、そのまま使用できます。ブラック・ボックス・アセットは、プロジェクトで使用すると一般にメンテナンスの手間を大幅に削減できることから、非常に価値の高いアセットです。






11.8.5.2 概要

このシナリオでは、特定のアセット・コンシューマ・ロール内の開発者にはコンパイル済コードへのアクセスのみを許可し、アセットの作成およびメンテナンスの担当者にはソース・コードとコンパイル済コードの両方へのアクセスを許可します。






11.8.5.3 ソリューション

この説では、次の使用例について説明します。


11.8.5.3.1 ロールの作成

	
Oracle Enterprise Repositoryのメニュー・バーの「管理」リンクをクリックします。


	
「管理」画面で、「ロール」をクリックします。


	
「新規作成」をクリックします。


	
次のロールを作成します。

	
Production Team


	
Maintenance Team


	
Consumer











11.8.5.3.2 カスタム・アクセス設定の作成

	
Oracle Enterprise Repositoryのメニュー・バーの「管理」リンクをクリックします。


	
「管理」画面で、「カスタム・アクセス設定」をクリックします。


	
「新規作成」をクリックします。


	
次のカスタム・アクセス設定を作成します。

	
Access_Domain_X_Compiled_Code_Files

	
コンパイル済コード・ファイルの参照を許可するユーザー用です。





	
Access_Domain_X_Source_Code_Files

	
ソース・コード・ファイルの参照を許可するユーザー用です。








	
対象のアセットからCAS Basic_Default_Filesを削除します(ここでは、デフォルトのファイルCASが設定されているものと仮定しています)。図11-52を参照してください。


図11-52 「編集」ダイアログ

[image: 図11-52の説明が続きます]
  



	
図11-53に示すように、すべてのコンパイル済コード・ファイルに対してCAS Access_Domain_X_Compiled_Code_Filesを割り当てます。


図11-53 「編集」ダイアログ

[image: 図11-53の説明が続きます]
  



	
すべてのソース・コード・ファイルに対してCAS Access_Domain_X_Source_Code_Filesを割り当てます。




図11-54、図11-55、図11-56、図11-57、図11-58および図11-59に、Production Team、Maintenance TeamおよびConsumerの各ロールおよびそれぞれに対応するCAS設定を示します。

	
Production_Team (作成担当のすべてのユーザー): ロール


図11-54 ユーザー: Production_Team

[image: 図11-54の説明が続きます]
  



	
Maintenance_Team (メンテナンス担当のすべてのユーザー): ロール


図11-55 ユーザー: Maintenance_Team

[image: 図11-55の説明が続きます]
  



	
Consumer (すべてのコンシューマ): ロール


図11-56 ユーザー: Consumer

[image: 図11-56の説明が続きます]
  



	
Access_Domain_X_Compiled_Code_Files


図11-57 カスタム・アクセス設定

[image: 図11-57の説明が続きます]
  



	
Access_Domain_X_Source_Code_Files


図11-58 カスタム・アクセス設定

[image: 図11-58の説明が続きます]
  









11.8.5.3.3 結果

Production Team、Maintenance TeamおよびConsumerのユーザーがOracle Enterprise Repository内のアセットを表示するときには、図11-59に示すように、同じメタデータ情報が表示されます。


図11-59 アセット: サンプル・コンポーネント

[image: 図11-59の説明が続きます]
  



Production TeamとMaintenance Teamのユーザーがアセットをダウンロードするときには、図11-60に示すように、コンパイル済コード・ファイルとソース・コード・ファイルの両方が表示されます。


図11-60 使用/抽出ダイアログ

[image: 図11-60の説明が続きます]
  



Consumerがアセットをダウンロードするときには、図11-61に示すように、コンパイル済コード・ファイルのみが表示されます。


図11-61 使用/抽出ダイアログ

[image: 図11-61の説明が続きます]
  






11.8.5.3.4 検証テスト

各ロールについて次の条件を検証してください。

	
Production_TeamおよびMaintenance_Team:

	
使用/ダウンロード・ボタンをクリックすると、ソース・コード・ファイルとコンパイル済コード・ファイルの両方が表示されます。


	
Oracle Enterprise Repository内のアセットを表示したときに「編集」ボタンが表示されます。





	
Consumer

	
使用/ダウンロード・ボタンをクリックすると、コンパイル済コード・ファイルのみが表示されます。


	
Consumerがコンパイル済コードにしかアクセスできない場合、そのアセットには「編集」ボタンは表示されません。Consumerがソース・コードを含むアセットの編集権限を持っている場合、アセット・エディタでConsumerにソース・コード・ファイルが表示されます。
















11.8.6 ユースケース6: 特定のグループへのブラウザ限定リポジトリ・アクセスの付与

この項では、特定のグループにブラウザ限定リポジトリ・アクセスを付与する方法を例示するユースケースについて説明します。この項には次のトピックが含まれます:

	
11.8.6.1項「利点」


	
11.8.6.2項「概要」


	
11.8.6.3項「ソリューション」


	
11.8.6.4項「検証テスト」






11.8.6.1 利点

このシナリオで説明する設定を使用すると、全員にブラウザ限定リポジトリ・アクセスを提供して、組織内でのリポジトリのロールアウトを制御できます。これは、大規模な開発者チームのグループに対してリポジトリの使用をプロモートする場合に役立ちます。アクセス管理者は、組織のポリシーに従って、必要に応じて追加のアクセス権限を適切なロールに割り当てることができます。






11.8.6.2 概要

このシナリオでは、すべてのリポジトリ・ユーザーにブラウザ限定アクセスが自動的に割り当てられます。ユーザーはLDAPに対して認証され、組織によって割り当てられた標準のログイン・ユーザー名およびパスワードを使用してリポジトリにアクセスするものと想定されます。これらのユーザーが追加の機能を必要とすることを決定した場合は、リポジトリ管理者が追加のロールを割り当てることができます。






11.8.6.3 ソリューション

この項では、このユースケースのソリューションについて説明します。

	
次のロールを作成します。

	
user - browse only





	
図11-62に示すように、このロールが新規ユーザーに自動的に割り当てられるようにします。


図11-62 ロールの編集: user-browse only

[image: 図11-62の説明が続きます]
  



	
図11-63に示すように、ユーザー・ロールを編集して、新規ユーザーに自動的に割り当てられないようにします。


図11-63 ロールの編集: user

[image: 図11-63の説明が続きます]
  



	
CAS Basic_Default_Assetsを編集します。


図11-64 カスタム・アクセス設定の編集: Basic_Default_Assets

[image: 図11-64の説明が続きます]
  



	
使用可能なすべてのロールを表示するオプションをクリックして、使用可能なロールの完全なリストを表示します。


	
該当するチェック・ボックスを選択して、「user - browse only」に表示アクセスを割り当てます。


	
CASを保存します。












11.8.6.4 検証テスト

システムに新規ユーザーを追加します。

	
新規ユーザーにブラウザ限定権限が割り当てられていることを確認します。


	
すべてのアセットを表示し、サブスクライブできます。


	
My Stuffにアクセスできます。


	
アセットを発行できません。


	
アセットをダウンロードできません。


	
アセットをレビューできません。













パスワードの暗号化






12 パスワードの暗号化


この章では、パスワードを暗号化する方法について説明します。

Oracle Enterprise Repositoryでは、パスワードの暗号化はデフォルトで有効になっていますが、JVM起動パラメータcmee.passwordencryption=falseを使用してパスワードの暗号化を無効にすることができます。

この章には、次のセクションがあります。

	
12.1項「暗号化されたパスワードの生成」


	
12.2項「構成ファイルのパスワードの暗号化」






12.1 暗号化されたパスワードの生成

Oracle Enterprise Repositoryの「診断」ページの使用とパスワード暗号化ツールの使用という2つの異なる方法を使用して、パスワードを暗号化できます。暗号化されたパスワードを生成するには、次の手順を実行する必要があります。

	
Oracle Enterprise Repositoryの「診断」ページにアクセスします。

http://host_name:port/application_name/diag/index.jspに移動します(host_nameは適切な場所に置き換えます)。




	
注意:

Oracle Enterprise Repository 12cリリースでは、Oracle Enterprise Repositoryの「診断」ページはデフォルトで無効になっています。
「診断」ページが現在無効かどうかを確認するには、http://host_name:port/application_name/diag/index.jspに移動します(host_nameは適切な場所に置き換えます)。「診断」ページが無効な場合は、次のメッセージが表示されます。

診断ページは現在無効です。Oracle Enterprise Repositoryに問い合せてください。

「診断」ページの有効化の詳細は、1.9項「Oracle Enterprise Repositoryの「診断」ページへのアクセス」を参照してください。










	
「ツール」セクションにスクロールして、パスワードの文字列の暗号化リンクをクリックし、パスワードの暗号化ページを表示します。


	
クリア・テキストのパスワードを暗号化する文字列テキスト・ボックスに入力します。


	
「問合せの発行」ボタンをクリックします。


	
暗号化されたパスワード文字列をコピーして、適切なコンテキスト・ファイルまたはプロパティ・ファイルに貼り付けます。




パスワード暗号化ツールは、<FMW_HOME>/oer/modules/tools/solutions/12.1.3.0.0-OER-PasswordTools.zipにあります。12.1.3.0.0-OER-PasswordTools.zipファイルには、次の2つのスクリプトがあります(Windows用とUNIX用)。

	
encrypt.bat/encrypt.sh - xml構成ファイルのパスワード要素の暗号化


	
encryptpassword.bat/encryptpassword.sh - コマンド行からの単一のパスワードの暗号化




この項には次のトピックも含まれます。

	
12.1.1項「Oracle Enterprise Repositoryのデプロイメントで使用される暗号化されたパスワード」


	
12.1.2項「その他のパスワード」






12.1.1 Oracle Enterprise Repositoryのデプロイメントで使用される暗号化されたパスワード

暗号化されたパスワードは、次のように使用することをお薦めします。

	
database.propertiesファイル内

データベースの接続パスワード。


	
Antタスク・プロパティ・ファイルまたはビルド・スクリプト

Oracle Enterprise Repositoryユーザーがログイン時に使用するパスワード。


	
ハーベスタのHarvesterSettings.xml構成ファイル内

HarvesterSettings.xmlファイル内に格納されるパスワード。


	
Oracle Registry Repository Exchange Utility構成(orrxu.xml)ファイル内

orrxu.xmlファイル内に格納されるパスワード。


	
Oracle Enterprise Repositoryワークフロー構成(workflow.xml)ファイル内

workflow.xmlファイル内に格納されるパスワード。


	
APIカタログへのエクスポート構成ファイル内

oac.xmlファイル内に格納されるパスワード。









12.1.2 その他のパスワード

システムのその他のパスワードは、自動的に暗号化されます。この操作はユーザーには表示されません。次に示すような、プロパティ・ファイルに格納される多くのフィールドは、デフォルトで暗号化されます。

	
ldap.bindPassword


	
enterprise.guest.password




この暗号化は、プロパティが編集されて保存されるときに行われます。アップグレード時のパスワードの自動暗号化は、現時点では使用できません。

アーティファクト・ストアとともに格納されるパスワードは、暗号化された形式でデータベースに格納されます。








12.2 構成ファイルのパスワードの暗号化

セキュリティを確実にするために、構成ファイル内のパスワードを暗号化する必要があります。次の構成ファイルのパスワードを暗号化する必要があります。

	
12.2.1項「ハーベスタ構成ファイル」


	
12.2.2項「Exchange Utility構成ファイル」


	
12.2.3項「ワークフロー構成ファイル」


	
第12.2.4項「APIカタログへのエクスポート構成ファイル」






12.2.1 ハーベスタ構成ファイル

セキュリティを確実にするために、ハーベスタ構成内のパスワードを暗号化する必要があります。oer/modules/tools/solutions/12.1.3.0.0-OER-PasswordTools.zipにあるパスワード暗号化ツール(encrypt.bat/encrypt.sh)を使用すると、ハーベスタ構成(HarvesterSettings.xml)ファイルに格納されるパスワードを暗号化できます。

	
<Harvester Home>ディレクトリに移動します。


	
次のように、コマンド・プロンプトからパスワード暗号化ツールを実行します。

> encrypt.bat HarvesterSettings.xml HarvesterSettings.xml

説明:

HarvesterSettings.xml = ハーベスタ構成ファイル。









12.2.2 Exchange Utility構成ファイル

セキュリティの強化のために、Exchange Utilityキットとともにパッケージ化されたパスワード暗号化ツール(encrypt.bat/encrypt.sh)がインストール・ディレクトリ内にあり、Oracle Registry Repository Exchange Utility構成(orrxu.xml)ファイルに格納されるパスワードを暗号化できます。

	
<ExchangeUtility Tool Home>ディレクトリに移動します。


	
図12-1に示すように、コマンド・プロンプトから次のようにパスワード暗号化ツールを実行します。


> encrypt.bat orrxu.xml orrxu.xml


説明:

orrxu.xml = Oracle Registry Repository Exchange Utility構成ファイル


図12-1 パスワード暗号化ツール

[image: 図12-1の説明が続きます]
  



図12-2のサンプル・イメージは、暗号化前にパスワード・フィールドがどのように表示されるを示しています。


図12-2 暗号化前のパスワードのサンプル・イメージ

[image: 図12-2の説明が続きます]
  



図12-3のサンプル・イメージは、パスワード暗号化ツールを実行した後にパスワード・フィールドがどのように表示されるかを示しています。


図12-3 暗号化後のパスワードのサンプル・イメージ

[image: 図12-3の説明が続きます]
  










12.2.3 ワークフロー構成ファイル

セキュリティの強化のために、12.1.3.0.0-OER-PasswordTools.zipファイルにあるパスワード暗号化ツール(encrypt.bat/encrypt.sh)を使用して、ワークフロー構成(workflow.xml)ファイルに格納されるパスワードを暗号化できます。

	
ORACLE_HOME/oer/modules/tools/solutionsディレクトリに移動します。


	
12.1.3.0.0-OER-PasswordTools.zipファイルをディレクトリに解凍し、コマンド・プロンプトを開いてこのディレクトリの場所に移動します。


	
次のように、コマンド・プロンプトからパスワード暗号化ツールを実行します。


> encrypt.bat workflow.xml workflow.xml


説明:

workflow.xml = ワークフロー構成ファイル









12.2.4 APIカタログへのエクスポート構成ファイル

セキュリティを確保するため、APIカタログへのエクスポート構成ファイル(oac.xml)内のパスワードは暗号化する必要があります。oer/modules/tools/solutions/12.1.3.0.0-OER-PasswordTools.zipにあるパスワード暗号化ツール(encrypt.bat/encrypt.sh)を使用すると、APIカタログへのエクスポート構成ファイル(oac.xml)に格納されるパスワードを暗号化できます。

	
ORACLE_HOME/oer/modules/tools/solutionsディレクトリに移動します。


	
12.1.3.0.0-OER-PasswordTools.zipファイルをディレクトリに解凍し、コマンド・プロンプトを開いてこのディレクトリの場所に移動します。


	
次のように、コマンド・プロンプトからパスワード暗号化ツールを実行します。

> encrypt.bat <Middleware_Home>/user_projects/domains/<oer_domain>/config_oer/oac.xml <Middleware_Home>/user_projects/domains/<oer_domain>/config_oer/oac.xml

説明:

oac.xml = APIカタログへのエクスポート構成ファイル

<Middleware_Home> = OERがインストールされる「ミドルウェア・ホーム」ディレクトリ

<oer_domain> = OERドメイン・ホーム・ディレクトリ。











高度なライフサイクル管理





第IV部



高度なライフサイクル管理

この部では、Oracle Enterprise Repositoryのライフサイクルの高度な管理タスクについて説明します。

この部は、次の章で構成されています。

	
第13章「Oracle Enterprise Repositoryエクスプレス・ワークフローの構成」


	
第14章「プリスクリプティブな再利用の構成」


	
第15章「コード・コンプライアンス・インスペクタとの統合」


	
第16章「ポリシー管理の構成」


	
第17章「Enterprise Manager統合ユーティリティ」


	
第18章「メトリックの構成」


	
第19章「進行中のアセットの構成」


	
第20章「契約管理の構成」


	
第21章「Oracle Service Registryとの間でメタデータを交換するためのOracle Enterprise Repositoryの構成」











Oracle Enterprise Repositoryエクスプレス・ワークフローの構成
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この章では、Oracle Enterprise Repository (OER)エクスプレス・ワークフローを設定および構成する方法について説明します。

この章の内容は、次の概念をよく理解していることを前提としています。


	
アセットとアセット・タイプ、アセット発行、アセット登録ステータス、アセット・カテゴリ分け。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Enterprise Repositoryコンセプト・ガイド』プリスクリプティブな再利用の構成







14 プリスクリプティブな再利用の構成


この章では、コンプライアンス・テンプレートの概要と、プリスクリプティブな再利用でのその役割について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
14.1項「概要」


	
14.2項「コンプライアンス・テンプレート・タイプの作成」


	
14.3項「コンプライアンス・テンプレートの作成」


	
14.4項「プロジェクトへのコンプライアンス・テンプレートの適用」


	
14.5項「コンプライアンス・テンプレートに関連付けられたアセット(規定されるアセット)の使用」


	
14.6項「プロジェクト・コンプライアンス・レポートの実行」






14.1 概要

Oracle Enterprise Repositoryは、プロジェクト評価に関わるステークホルダーとプロジェクトの実装に関わる開発者間の通信メカニズムとして機能します。ビジネス・アナリストまたは設計者は、プロジェクトの要件の確認を担当します。このプロセスで、プロジェクトの機能要件および非機能要件を満たす既存のサービスまたは機能が特定される場合があります。

Oracle Enterprise Repositoryを使用すると、これらのステークホルダーは、プロジェクトに関連する可能性がある既存のアセットのリストを含むコンプライアンス・テンプレートを作成できます。このプロセスはプリスクリプティブな再利用と呼ばれ、請負組織において非常に重要なものです。請負組織は、入札が顧客によって受け入れられる数か月前に、プロジェクトの具体化または入札を行う場合があります。コンプライアンス・テンプレートは、これらの組織が、プロジェクト入札の作成時に設定された想定を捕捉するための方法になります。入札が受け入れられると、作業を実行するチームは、再利用することが想定されたアセットを確認できます。

コンプライアンス・テンプレートという用語は、Oracle Enterprise Repositoryアーティファクトの特定のファミリを示します。具体的なコンプライアンス・テンプレート・タイプの例として、次のものがあります。

	
プロジェクト・プロファイル


	
アーキテクチャ設計図




コンプライアンス・テンプレートは、アセット要件セットまたはアセット・ソリューション・セットを内部またはアウトソーシングされたプロジェクト・チームに示すために使用されます。プロジェクト・プロファイルは、通常、個々のプロジェクトに対して作成されますが、アーキテクチャ設計図は複数のプロジェクトで使用できる再利用可能なソリューション・セットです。

コンプライアンス・テンプレートは、通常、アセットおよびプロジェクト・ポートフォリオを担当する個人またはチームによって生成されます。

	
プロジェクトの計画担当者がポートフォリオの各プロジェクトのプロジェクト・プロファイルを作成し、計画および見積りの想定の概要を示す場合があります。


	
プロジェクト設計者がプロジェクト・プロファイルを作成し、プロジェクトのビジネス要件を満たすアセットを特定する場合があります。


	
企業の設計者がアーキテクチャ設計図を作成し、これに新しいプロジェクトによって使用される標準のフレームワークおよびサーバーを指定する場合があります。


	
サービス指向アーキテクチャの担当者がアーキテクチャ設計図を作成し、特定のビジネス機能を編成するサービスを判定する場合があります。


	
製品ラインの設計者がアーキテクチャ設計図を作成し、これに特定の製品ラインで使用するアセットを指定する場合があります。




以前の製品バージョンからアップグレードする場合、インポート/エクスポート・ツールを使用してポリシー管理データパック内の例をインストールすることによって、コンプライアンス・テンプレートの例を取得できます。インポート/エクスポート・ツールの詳細は、第5章「インポート・エクスポート・ツール」を参照してください。






14.2 コンプライアンス・テンプレート・タイプの作成

この手順は、タイプ・マネージャで実行されます。タイプ・マネージャの実行の詳細は、第7章「タイプ・マネージャの使用」を参照してください。この例では、プロジェクト・プロファイルのコンプライアンス・テンプレート・タイプの作成を示します。




	
注意:

コンプライアンス・テンプレートを追加すると、Oracle Enterprise Repositoryシステムは永続的に変更されます。







データベースの整合性を維持するには、アセットが現在関連付けられていないコンプライアンス・テンプレートのみを削除できます。


タイプ・マネージャでコンプライアンス・テンプレート・タイプを使用できる場合:

	
「ファイル」メニューで「新規」を選択します。図14-1に示すように、新しいタイプの作成ダイアログが表示されます。


図14-1 新しいタイプの作成ダイアログ

[image: 図14-1の説明が続きます]





	
タイプ名テキスト・ボックスに適切な情報を入力します。


	
デフォルトのタイプ・リストで、リストからコンプライアンス・テンプレート・タイプを選択します。


	
「OK」をクリックします。図14-2に示すように、新しいタイプがタイプ・マネージャのサイドバーのツリーに表示されます。


図14-2 タイプ・マネージャ

[image: 図14-2の説明が続きます]








タイプ・マネージャでコンプライアンス・テンプレート・タイプを使用できない場合:

インポート/エクスポート・ツールを使用して、Oracle Enterprise Repositoryベース・データパックからコンプライアンス・テンプレートおよび例を取得できます。


別の方法が必要な場合に、新しいコンプライアンス・テンプレート・タイプを手動で生成する手順:

	
「ファイル」メニューで「新規」を選択します。新しいタイプの作成ダイアログが表示されます。


	
タイプ名テキスト・ボックスに適切な情報を入力します。


	
デフォルトのタイプ・リストで、リストから任意のタイプを選択します。


	
「OK」をクリックします。新しいタイプがタイプ・マネージャのサイドバーのツリーに表示されます。


	
タイプ・マネージャで新しいコンプライアンス・テンプレート・タイプを開きます。


	
新しいコンプライアンス・テンプレート・タイプのエディタ・タブをクリックします。


	
図14-3に示すように、エディタ・タブの「一般」セクションのアーキタイプ・リストでコンプライアンス・テンプレート・タイプを選択します。


図14-3 エディタ・タブ

[image: 図14-3の説明が続きます]





	
「ファイル」メニューで「保存」をクリックします。


	
図14-4に示すように、タブ・セクションにリストされるタブのいずれかを選択します。


図14-4 タブ・セクション

[image: 図14-4の説明が続きます]





そのタブに割り当てられている要素が「要素」セクションのリストに表示されます。


	
「要素」セクションの「追加」ボタンをクリックします。図14-5に示すように、追加する要素タイプの選択ダイアログが表示されます。


図14-5 追加する要素タイプの選択ダイアログ

[image: 図14-5の説明が続きます]





	
追加する要素タイプの選択ダイアログのリストからテンプレートの適用先プロジェクトを選択します。


	
「OK」をクリックします。追加する要素タイプの選択が閉じます。


	
図14-6に示すように、プロンプトに従って新しい要素のラベルを入力します。


図14-6 テンプレートの適用先プロジェクトの編集ダイアログ

[image: 図14-6の説明が続きます]





	
「OK」をクリックします。新しい要素が「要素」セクションのリストに表示されます。


	
「ファイル」メニューで「保存」をクリックします。


	
新しいコンプライアンス・テンプレート・タイプの「ビューア」タブをクリックします。


	
図14-7に示すように、非表示要素のリストで新しい要素を見つけて選択します。


図14-7 非表示要素セクション

[image: 図14-7の説明が続きます]





	
グループでの表示ボタンをクリックします。図14-8に示すように、要素の移動ダイアログが表示されます。


図14-8 要素の移動ダイアログ

[image: 図14-8の説明が続きます]



	
要素の移動ダイアログのリストを使用して、新しい要素の場所を選択します。


	
「OK」をクリックします。新しい要素が「ビューア」タブの「要素」セクションのリストに表示されます。


図14-9 「要素」セクション

[image: 図14-9の説明が続きます]





	
「ファイル」メニューで「保存」をクリックします。









14.3 コンプライアンス・テンプレートの作成

この手順は、アセット・エディタで実行し、9.4項「高度なアセット発行」で説明されている高度なアセット発行に非常に似ています。

	
「ファイル」メニューで「新規」を選択します。図14-10に示すように、アセットの新規作成ダイアログが表示されます。


図14-10 アセットの新規作成ダイアログ

[image: 図14-10の説明が続きます]





	
「名前」テキスト・ボックスと「バージョン」テキスト・ボックスに適切な情報を入力します。


	
リストから適切な「タイプ」テンプレートを選択します。


	
「OK」をクリックします。図14-11に示すように、新しいコンプライアンス・テンプレートがアセット・エディタに表示されます。


図14-11 アセット・エディタ

[image: 図14-11の説明が続きます]





	
分類タブをクリックし、「リレーションシップ」セクションで、「追加」をクリックしてリレーションシップを追加します。


	
プロジェクトで使用する必要があるアセットを選択します。


	
必要に応じて、適切なリレーションシップ(規定されるアセット、規定されるプロセスおよび規定される環境)を割り当てます。


	
アセット・エディタで、「ファイル」メニューの「保存」をクリックします。




レビューと登録を行うアセットが発行されます。

この手順に従って、プロジェクト・プロファイル、アーキテクチャ設計図などのコンプライアンス・テンプレートを作成します。






14.4 プロジェクトへのコンプライアンス・テンプレートの適用

この手順は、Oracle Enterprise Repositoryの「アセット」画面で開始します。

	
「検索」またはその他の方法を使用して、プロジェクトに適用するコンプライアンス・テンプレートを見つけます。(「検索」セクションの「タイプ」リストで目的のコンプライアンス・テンプレートを選択して、検索結果をフィルタ処理します。)


	
「プロジェクトに適用」をクリックします。図14-12に示すように、プロジェクトに適用ダイアログが表示されます。


図14-12 プロジェクトに適用ダイアログ

[image: 図14-12の説明が続きます]





	
「すべてのプロジェクトをリスト」をクリックするか「検索」を使用して、プロファイルが適用されるプロジェクトを見つけます。使用可能なプロジェクト列にリストが表示されます。


	
プロファイルが適用されるプロジェクトを選択します。


	
右矢印ボタンをクリックして、使用可能なプロジェクト列から適用先プロジェクト列にプロジェクトを移動します。使用可能なプロジェクトから適用先プロジェクトにプロジェクトが移動します。


	
「保存」をクリックします。図14-13に示すように、確認ダイアログが表示されます。


図14-13 プロジェクトに適用の確認ダイアログ

[image: 図14-13の説明が続きます]





	
「閉じる」をクリックします。


	
Oracle Enterprise Repositoryのメニュー・バーの「プロジェクト」リンクをクリックします。「プロジェクト」画面が表示されます。


	
「検索」またはその他の方法を使用して、プロジェクト・プロファイルが適用されたプロジェクトを見つけます。


	
プロジェクトの詳細でコンプライアンス・テンプレート・タブをクリックします。適用されたコンプライアンス・テンプレートがコンプライアンス・テンプレート・タブに表示されます。









14.5 コンプライアンス・テンプレートに関連付けられたアセット(規定されるアセット)の使用

コンプライアンス・テンプレートを使用して、そのコンプライアンス・テンプレートが適用される任意のプロジェクトで使用される特定のアセットを規定できます。この項では、規定されるアセットを使用するためのプロセスについて説明します。

この手順は、Oracle Enterprise Repositoryの「プロジェクト」画面で開始します。

	
図14-14に示すように、「検索」またはその他の方法を使用してプロジェクトを見つけます。


図14-14 「プロジェクト」画面

[image: 図14-14の説明が続きます]





	
図14-15に示すように、プロジェクトに適用されるコンプライアンス・テンプレートがプロジェクト詳細のコンプライアンス・テンプレート・セクションに表示されます。


図14-15 コンプライアンス・テンプレート

[image: 図14-15の説明が続きます]





	
リストされているコンプライアンス・テンプレートの名前の右側にある「アセットを使用」をクリックします。図14-16に示すように、使用 - ダウンロード・ダイアログが表示されます。


図14-16 使用 - ダウンロード・ダイアログ

[image: 図14-16の説明が続きます]








	
注意:

アセットを使用ボタンは、プロジェクトに割り当てられているユーザーにのみ表示されます。








	
「使用」列のオプションを使用して、ダウンロードするアセットを選択します。


	
「次」ボタンをクリックします。図14-17に示すように、「使用 - ダウンロード」ダイアログに、アセットの選択の確認が表示されます。


図14-17 使用 - ダウンロード・ダイアログ

[image: 図14-17の説明が続きます]





	
下矢印ボタンをクリックして、選択したアセットのペイロードをダウンロードします。


	
終了したら、「閉じる」をクリックします。図14-18に示すように、ダウンロードされたアセットが、プロジェクト詳細の使用されるアセット・セクションにリストされます。


図14-18 「使用されるアセット」タブ

[image: 図14-18の説明が続きます]












14.6 プロジェクト・コンプライアンス・レポートの実行

プロジェクト・コンプライアンス・レポートは、コンプライアンス・テンプレートで使用が規定されたアセットに対するプロジェクトの準拠を検証する方法です。

この手順は、Oracle Enterprise Repositoryの「レポート」画面で実行します。

	
図14-19に示すように、「レポート」のサイドバーでプロジェクト・コンプライアンス・リンクをクリックします。


図14-19 「レポート」セクション

[image: 図14-19の説明が続きます]





図14-20に示すように、プロジェクト・コンプライアンス・レポート・フォームがメイン・ペインで開きます。


図14-20 プロジェクト・コンプライアンス・レポート・フォーム

[image: 図14-20の説明が続きます]





	
「日付範囲」、「ソート順序」および「出力形式」のリストを使用して、レポート・パラメータを設定します。




	
注意:

「日付範囲」は、プロジェクトの作成日に基づきます。








	
「レポートの実行」ボタンをクリックします。図14-21に示すように、選択した形式でレポートが表示され、各プロジェクトがリストされ、使用されているコンプライアンス・テンプレート、規定されるアセット、規定されるアセットの使用ステータス、およびプロジェクトで使用されるその他のアセットが示されます。


図14-21 プロジェクト・コンプライアンス・レポート

[image: 図14-21の説明が続きます]





















コード・コンプライアンス・インスペクタとの統合






















[bookmark: BHAFGCGF]
15 コード・コンプライアンス・インスペクタとの統合
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この章では、概要について説明し、Oracle Enterprise Repository (OER)でコード・コンプライアンス・インスペクタ(CCI)を使用する方法について解説します。

この章では、次の項目について説明します。


	
概要



	
コンプライアンスのチェックおよびOERのレポート・データの同期



	
OERの「レポート」メニューからのアクセスに関するレポートの構成





[bookmark: A1116589]

15.1 概要

オープンな標準を遵守し、正しいコーディングを実行することは、SOAガバナンスの重要な原則です。コード・コンプライアンス・インスペクタは、SOAスイート・プロジェクトで正しいコーディングが行われているかどうかをチェックするツールです。

CCIは、設計の一貫性および正しいコーディングとドキュメントをチェックするためのWeb Services Interoperability Organization Basic Profile (WS-I BP)に基づいた事前定義済のアサーションのセットとともに提供されます。CCIでは、コードを、オープンな標準とベスト・プラクティスに対して、準拠性、一貫性または完全な一貫性があると評価します。

結果はコード・コンプライアンス・レポートに表示されます。これには、コンプライアンスのレベルや合格と不合格の割合が示され、優先度とポリシーで結果をグループ分けするグラフィカルな棒グラフが表示されます。結果には、上位10の違反コンポジットも記載されます。SOAスイート・プロジェクトの全体のコンプライアンス・スコアは、レポートのヘッダー部分に表示されます。

コード・コンプライアンス・インスペクタは、Oracle Application Integration Architecture (AIA)統合プロジェクトで正しいコーディングが行われているかどうかをチェックするために使用することもできます。WS-I BPに基づいたアサーションに加えて、コード・コンプライアンス・インスペクタでは、設計の一貫性およびコーディングをチェックするためのAIA統合開発者のガイドラインに基づいたアサーションも提供されます。CCIのコンプライアンス結果およびレポートは、AIAコンポジットに対してもサポートされています。

図15-1に、全体のコード・コンプライアンス・レポートの例を示します。このレポートは、OERの「レポート」ページを介してリンクされています。コンポジットをクリックすると、コンポジットの詳細を表示できます。OERの「アセット詳細」ページを使用すると、各コンポジットを個別に表示することもできます。さらに、レポート・ファイルをサーバーにポストし、同僚とコンプライアンスの結果を共有できます。

[bookmark: BHAJJAAB]
図15-1 全体のコード・コンプライアンス・レポート

[image: 図15-1の説明が続きます]
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15.1.1 CCIレポートの生成およびOERへの公開の手順の概要

この項では、OERで収集されたコンポジットと関連付け、OERユーザーによる表示用に公開する準備ができたCCIレポートを収集するために必要な手順の概要を説明します。

OERのCCIは、OERで公開できるレポートを生成するためにビルド管理者が使用する2つのコマンド行ユーティリティで構成されます。


	
checkComplianceコマンドでは、HTMLコンプライアンス・レポート・ファイルを作成します。



	
cci-oerSynchコマンドでは、結果をリポジトリと同期し、ユーザーがOERコンソールからレポートにアクセスできるようにします。





[bookmark: OERCG13431]
概要手順


	
OERアーティファクト・ストアを構成します。

詳細は、15.2.1項「CCIレポートのOERアーティファクト・ストアの構成」を参照してください。



	
ビルド環境で、cci-oerSynch.propertiesファイルを構成します。

詳細は、15.2.2項「cci-oerSynch.propertiesファイルの構成」を参照してください。



	
ビルド環境から、コマンド行コンプライアンス・スクリプトを実行してプロジェクトのCCIレポートを生成し、OER公開用にレポートを準備します。コマンド行ツールを実行してOERとの同期を有効にする必要があります。

詳細は、15.2.3項「checkComplianceコマンドの実行」を参照してください。



	
レポートの生成元のSOAまたはAIAプロジェクトがOERに収集されていることを確認します。

収集の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Enterprise Repository構成ガイド』の設計時環境およびランタイム環境での自動収集の構成と使用





ポリシー管理の構成






















[bookmark: BABDGEHI]
16 [bookmark: sthref703]ポリシー管理の構成

[bookmark: OERCG12920]
この章では、ポリシー管理の様々な側面およびOracle Enterprise Repositoryでのポリシーの使用方法について説明します。

この章には次の項が含まれます:


	
16.1項「概要」



	
16.2項「ポリシー管理機能のアクティブ化」



	
16.3項「ポリシー・タイプの作成」



	
16.4項「ポリシー・タイプへのポリシー・アサーション要素の追加」



	
16.5項「ポリシーの作成」



	
16.6項「適用されたアセット・ポリシー要素のタイプへの追加」



	
16.7項「アセットへのポリシーの適用」



	
16.8項「ポリシー・ステータスの表示」



	
16.9項「ポリシー・アサーションの検証」



	
16.10項「Oracle Enterprise Repositoryポリシー・レポートの実行」





[bookmark: CDDFIIDD]

16.1 概要

[bookmark: sthref704]ポリシーは、設計および開発の段階で考慮する必要があるアセット要件を伝えたり、ガバナンス、アーキテクチャおよびその他の組織標準にアセットを準拠させ、その状況を監視する手段を管理者に提供する目的で、アセットに適用されます。たとえば、アセットを実行するプラットフォームや許容される不具合密度レートを指定して、企業品質標準を規定するポリシーなどがあります。

ポリシーは複数のアセットに適用できます。複数のポリシーを任意のアセットに適用できます。各ポリシーは、少なくとも1つのアサーション文から構成されます。


	
各アサーションには名前と説明があり、技術的な定義が含まれています。技術的な定義には追加のメタデータが含まれており、これは、サード・パーティのテスト/検証ツールを使用してアサーションを自動的に検証する場合に必要となることがあります。このメタデータは、Webサービス固有のポリシー情報、XML、または外部システムで読取り可能な他の形式である場合があります。



	
たとえば、不具合密度に関するアサーション文では、不具合密度を1%未満にする必要がある旨を宣言できます。





Oracle Enterprise Repositoryベース・データパックにはサンプル・ポリシーが用意されており、それらをOracle Enterprise Repositoryインスタンスにインポートできます。Oracle Enterprise Repositoryのインポート/エクスポート機能の詳細は、第5章「インポート・エクスポート・ツール」を参照してください。




[bookmark: CDDBJAJC]

16.2 [bookmark: sthref705]ポリシー管理機能のアクティブ化

ポリシー管理機能をアクティブにするには、次の手順を実行します。

[bookmark: BABBHJCD][bookmark: OERCG934]
手順1: ポリシー管理システム設定の有効化

この手順は、Oracle Enterprise Repositoryの「管理」画面で実行します。


	
左ペインの「システム設定」をクリックします。



	
図16-1に示すように、「ポリシー管理」セクションにナビゲートします。

[bookmark: BABHBIID]
図16-1 ポリシー管理

[image: 図16-1の説明が続きます]
  




	
アセット・ポリシーの有効化プロパティがTrueに設定されていることを確認します。



	
ポリシー・アサーションを閉じるプロパティについて適切なオプションを選択します。


	
Trueの場合、アサーションのデフォルトのアセット詳細表示が閉じます。



	
Falseの場合、アサーションのデフォルトのアセット詳細表示が開きます。







	
アセット・ポリシー・リレーションシップのリストからポリシーの適用先を選択します。



	
終了したら、「保存」ボタンをクリックします。これで、ポリシー管理機能がアクティブになります。











	
注意:

この設定は、インストール時にはデフォルトでオフの状態で表示されます。この機能をオンにするには、ドキュメントの説明に従って、ユーザーがプロパティを適切な値に設定する必要があります。










[bookmark: BABDGCAC][bookmark: OERCG937]
手順2: ポリシー管理ソリューション・パックのインポート

ポリシー管理システム設定の構成が終了したら、<ORACLE_HOME>/oer/modules/tools/solutionsからPolicy-Management-Solution-Pack.zipをインストールし、インポート/エクスポート・ツールにより対象環境にインポートすることによって、サンプル・ポリシー・タイプとポリシーの例を入手できます。







	
注意:

ポリシー管理ソリューション・パックは、「手順1: ポリシー管理システム設定の有効化」に従ってシステム設定を有効化した後にインポートしてください。これらの設定を有効化する前にソリューション・パックをインポートすると、問題が発生する可能性があります。













[bookmark: CDDECECC]

16.3 [bookmark: sthref707]ポリシー・タイプの作成

必要に応じて、ベース・データ内のポリシー・テンプレートを使用するかわりに独自のポリシーを作成することもでき、この項ではその方法について説明します。ポリシー・タイプ・テンプレートは、既存のアセット・タイプまたはコンプライアンス・テンプレート・タイプを基準に作成できます。ポリシー・タイプはポリシー管理ソリューション・パックに含まれています。


	
Oracle Enterprise Repositoryの「アセット」画面にある「アセットの編集/管理」をクリックしてアセット・エディタを起動します。

[bookmark: sthref708]
図16-2 「アセット」セクション

[image: 図16-2の説明が続きます]
  




	
アセット・エディタの「アクション」メニューを開きます。



	
「タイプの管理」をクリックしてタイプ・マネージャを起動します。



	
「ファイル」メニューを開き、「新規」をクリックします。新しいタイプの作成ダイアログが表示されます。



	
図16-3に示すように、「タイプ名」フィールドに「Policy」と入力し、デフォルトのタイプのリストからテンプレートを選択します。

[bookmark: BABFEAFC]
図16-3 新しいタイプの作成ダイアログ

[image: 図16-3の説明が続きます]
  




	
「OK」をクリックします。



	
タイプ・マネージャのエディタ・タブで、アーキタイプのリストから「ポリシー・タイプ」を選択します。

[bookmark: sthref711]
図16-4 タイプ・マネージャ

[image: 図16-4の説明が続きます]
  



独自のポリシー・タイプが正常に作成されます。








[bookmark: CDDDEGIG]

16.4 [bookmark: sthref713]ポリシー・タイプへのポリシー・アサーション要素の追加

ポリシー・アサーションは、アセットに関する条件を満たす必要があることを宣言するものです。たとえば、アセットの不具合密度レートが1%未満であることを条件とするようにポリシー・アサーションで宣言します。各アサーションは個別に検証されます。アセットがすべてのアサーションを満たした場合(つまり、Oracle Enterprise Repositoryですべてのアサーションが可ステータスになった場合)、適用対象ポリシーにアセットが準拠していることになります。新規ポリシー・テンプレートが正しく機能するようにするには、ポリシー・アサーション要素を追加する必要があります。この単純な手順は、タイプ・マネージャで実行します。

ポリシー・アサーション要素は、ポリシー・テンプレートの任意のタブに追加できます。次の説明では、「概要」タブにポリシー・アサーション要素を追加しています。


	
タイプ・マネージャのタブ・セクションで「概要」を選択します。

図16-5に示すように、「概要」タブにすでに割り当てられている要素がタイプ・マネージャの「要素」セクションに一覧表示されます。

[bookmark: BABGIEGI]
図16-5 「要素」セクション

[image: 図16-5の説明が続きます]
  




	
「追加」をクリックします。追加する要素タイプの選択ダイアログが表示されます。



	
図16-6に示すように、「要素タイプ」リストからポリシー・アサーションを選択します。

[bookmark: BABDIBFF]
図16-6 追加する要素タイプの選択

[image: 図16-6の説明が続きます]
  




	
「OK」をクリックします。図16-7に示すように、ポリシー・アサーションの編集ダイアログが表示されます。



	
「表示名」テキスト・ボックスにポリシー・アサーションの名前を入力します。(次の例では、要素の名前として「Policy Assertions」を使用しています。)

[bookmark: BABIBIJG]
図16-7 ポリシー・アサーションの編集

[image: 図16-7の説明が続きます]
  




	
「OK」をクリックします。これで、ポリシー・アサーション要素が「要素」リストに表示されるようになります。







	
注意:

ポリシーに関連付けられたアセットを扱うアセット・タイプでは、ポリシー・アサーション要素が必要になります。

















[bookmark: CDDEAHJC]

16.5 [bookmark: sthref717]ポリシーの作成

ポリシーは、他のアセットと固有のリレーションシップを持つ特殊なタイプのアセットです。ポリシーはポリシー・タイプに基づいて作成されます。

この手順は、アセット・エディタで実行されます。


	
「ファイル」メニューを開き、「新規」をクリックします。アセットの新規作成ダイアログが表示されます。



	
図16-8に示すように、「名前」テキスト・ボックスにポリシーの名前を入力します。

[bookmark: BABJIGCB]
図16-8 アセットの新規作成ダイアログ

[image: 図16-8の説明が続きます]
  




	
バージョン番号を入力します(オプション)。



	
「タイプ」プルダウンから適切なポリシー・タイプを選択します。



	
初期状態プルダウンから適切な状態を選択します。



	
「OK」をクリックします。ポリシーがアセット・エディタに開きます。

[bookmark: sthref719]
図16-9 「概要」タブ

[image: 図16-9の説明が続きます]
  




	
ポリシー・アサーション・セクションで「追加」をクリックします。「編集」ダイアログが表示されます。



	
「名前」、「説明」および技術的な定義の各セクションに適宜入力します。

[bookmark: sthref721]
図16-10 「編集」ダイアログ

[image: 図16-10の説明が続きます]
  









	
注意:

「名前」と「説明」は、人間が読める情報です。技術的な定義は、アサーションをその他のプロセスやツールに渡して検証できるように、マシンで読取り可能な(XMLのような)情報にする必要があります。












	
「OK」をクリックします。新規ポリシー・アサーションがポリシー・アサーション・セクションに表示されます。

[bookmark: sthref723]
図16-11 ポリシー・アサーション

[image: 図16-11の説明が続きます]
  




	
同じ手順を繰り返して、ポリシーに別のアサーションを追加します。








[bookmark: CDDHJHEH]

16.6 [bookmark: sthref725]適用されたアセット・ポリシー要素のタイプへの追加

ポリシーは、適用されたアセット・ポリシー要素が追加されているタイプのアセットにのみ適用できます。たとえば、企業品質ポリシーがすべてのサービスに当てはまる場合、そのポリシーが適用されるようにするには、「サービス」アセット・タイプに、適用されたアセット・ポリシー要素を追加する必要があります。

適用されたアセット・ポリシー要素を追加する手順は、タイプ・マネージャで実行し、「ポリシー・タイプへのポリシー・アサーション要素の追加」の手順とほぼ同じです。







	
注意:

Oracle Enterprise Repositoryでポリシーを有効化する前に、次の手順を記載の順序で実行してください。

	
「手順1: ポリシー管理システム設定の有効化」ですでに実行したとおり、ポリシー有効化のシステム設定をtrueを設定します。



	
Harvester Solution Packをインポートします。Harvester Solution Packのインポートの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Enterprise Repositoryインストレーション・ガイド』





Enterprise Manager統合ユーティリティ






















[bookmark: CHDFBHDF]
17 [bookmark: sthref751]Enterprise Manager統合ユーティリティ

[bookmark: OERCG13452]
この章では、Enterprise Manager統合ユーティリティを使用および構成して、Oracle Enterprise ManagerとOracle Enterprise Repositoryを統合する方法について説明します。

この章では、次の項目について説明します。


	
概要



	
Enterprise Manager統合ユーティリティの使用



	
Enterprise Manager統合ユーティリティの構成



	
構成ファイルのパスワードの暗号化



	
既知の問題





[bookmark: CHDGJFAD]

17.1 [bookmark: sthref752]概要

Oracle Enterprise Manager(EM)は、包括的な監視ツールです。これは、OracleのSOA製品、J2EEサーバー、データベース、JVMおよびオペレーティング・システムの監視をサポートしています。

EM統合ユーティリティでは、EMからOracle Enterprise Repositoryに実行時のパフォーマンス・メトリックの要約を提供することで、実行時と設計時の間のループを終了させます。EM統合ユーティリティは、EMからメトリックをプルし、Oracle Enterprise Repositoryにプッシュします。EM統合ツールは現在、EM 12cをサポートし、連携しています。

EMでは、1つのEMGCインスタンスで複数のバージョンの製品またはターゲットを同時に監視できます。たとえば、Oracle Service Bus 11gおよび12cはEMで同時に監視できるため、これらの両方のインスタンスのメトリックを1つのOracle Enterprise Repositoryインスタンスにプルでき、これには、Oracle Service Bus 11gまたは12cから収集したプロジェクトが含まれます。Oracle Enterprise RepositoryとEMの統合では、Oracle Enterprise Repositoryへの複数の製品バージョン・ターゲットのメトリックの収集もサポートされます。

[bookmark: CHDGICBJ]

17.1.1 [bookmark: sthref753]前提条件

EM統合ユーティリティを使用する前に、次の前提条件を実行する必要があります。


	
EM統合ユーティリティでは、OERハーベスタ・データパックをOracle Enterprise Repositoryにインストールする必要があります。



	
EMからメトリックを受け取るアセットが、Oracle Enterprise Repositoryに存在している必要があります。これらは、Oracle Enterprise Repositoryハーベスタを使用して、SOAスイート/BPEL-PM、WebLogicまたはOracle Service BusからOracle Enterprise Repositoryに発行されます。

収集の詳細は、第8章「自動収集の構成および使用」を参照してください。



	
EM統合ユーティリティでは、Enterprise Managerの共有データベース・ビューへの読取り権限が必要です。



	
EM統合ユーティリティでは、Java SDKバージョン6以上が必要です。



	
EM 12cをインストールして、EM統合ツールでメトリックをOracle Enterprise Repositoryに収集できるようにします。Oracle Enterprise RepositoryとEMの統合ツールは、EMと統合し、11gおよび12cバージョンのSOAと連携します。



	
EM 12cと統合する場合、em-integration-settings.xml構成ファイルを使用します。ただし、いくつかの変更が必要です。


	
SOASuiteメトリックの場合、metricName属性をsoainfra_binding_rollupからsoa_composite_services_rollupに変更します。



	
Weblogic Webサービスの場合、metricName属性をj2ee_app_jee_ws_port_rollupからj2ee_app_jrf_ws_port_propertiesに変更します。



	
ターゲットのマッピングで、ターゲット・タイプがj2ee_applicationの場合、primaryMetrics metricNameをj2ee_app_jee_ws_port_propertiesからj2ee_app_jrf_ws_port_propertiesに変更します。



	
ターゲットのマッピングで、ターゲット・タイプがoracle_soa_compositeの場合、次のtargetMetricを追加します。

<targetMetric name="primaryMetrics" metricName="soainfra_composite_label_rollup_by_revision" metricColumn="soainfra_composite" />












[bookmark: CHDBJAAH]

17.1.2 [bookmark: sthref754]Enterprise Manager統合ユーティリティの取得

Enterprise Manager統合ユーティリティを取得するには、次の手順を実行します。


	
コンピュータのOracle_HOME\oer\modules\tools\solutionsディレクトリに移動します。Oracle Enterprise Repositoryのすべてのソリューション・パックの一覧が表示されます。



	
12.1.3.0.0-EM-Integration.zipファイルを一時ディレクトリに解凍します。



	
インポート/エクスポート・ツールを使用して、12.1.3.0.0-OER-Harvester-Solution-Pack.zipファイルをOracle Enterprise Repositoryにインポートします。詳細は、第5章「インポート・エクスポート・ツール」を参照してください。








[bookmark: CHDGDDEF]

17.1.3 [bookmark: sthref755]高レベルなユースケース

EM統合ユーティリティは次の用途に使用できます。


	
EMのOracle Service Busサービスから既存のOracle Enterprise Repositoryアセットにメトリックを発行します。



	
EMのBPEL-PMプロセスから既存のOracle Enterprise Repositoryアセットにメトリックを発行します。



	
EMのWebサービスから既存のOracle Enterprise Repositoryアセットにメトリックを発行します。



	
Oracle Enterprise RepositoryのエンドポイントおよびDeployment: BPELアセットをEMのデプロイメント情報から発行します。



	
Oracle Enterprise RepositoryのWeb UIからEMの詳細なメトリックへのリンクをサポートします。



	
EMの新しいターゲットをOracle Enterprise Repositoryアセットにマップできるように、構成可能性と拡張性をサポートします。



	
EMのOracle SOA Suiteコンポジットのターゲットのメトリック取得をサポートします。EM統合を行うと、サービスを起動し、EMで監視される、コンポジットのメトリックを発行できます。ただし、Oracle Service Bus、BPELまたはWebLogicなどのターゲットと異なり、サービス・エンドポイントがOracle Enterprise Repositoryに存在しない場合、これは統合プロセス中に作成されません。アセットが存在する場合、これらはメトリックで更新されます。










[bookmark: CHDJCEGE]

17.2 [bookmark: sthref756]Enterprise Manager統合ユーティリティの使用

この項では、Enterprise Manager統合ユーティリティの使用方法について説明します。

[bookmark: CHDCCJAJ]

17.2.1 [bookmark: sthref757]コマンド行からの実行

EM統合ユーティリティはコマンド行で実行できます。Windowsでは、em-integration.batユーティリティを、LinuxとUNIXでは、em-integration.shを使用します。

em-integration.batまたはem-integration.shを実行する前に、表17-1で示された環境変数が設定されていることを確認します。

Windowsでは、コマンド・ウィンドウからset JAVA_HOMEと入力して、変数JAVA_HOMEの値を表示し、set JAVA_HOME=C:\Jdk6\bin\javaと入力してJAVA_HOMEの値にC:\Jdk6\bin\javaを設定します。

Linuxでは、echo $JAVA_HOMEと入力して変数JAVA_HOMEの値を表示し、設定されていない場合、export JAVA_HOME=/usr/bin/javaを使用して、JAVA_HOMEに値/usr/bin/javaを設定します。

[bookmark: sthref758][bookmark: CHDBCCGB]
表17-1コマンド行スクリプト






	環境変数
	説明





	
JAVA_HOME


	
JAVA_HOME環境変数がインストール済のJavaランタイム(JRE)またはSDKを指していることを確認します。Javaバージョン5以上である必要があります。





	
JAVA_OPTS


	
次のようにJAVA_OPTSパラメータが設定されていることを確認します。

set JAVA_OPTS=-Dhttp.proxyPort=80 -Dhttp.proxyHost=www-proxy.example.com -Dhttp.nonProxyHosts= "*.example.com¦localhost" ..."

JAVA_OPTSは、Java実行可能ファイルの追加のオプションです。通常、この変数を設定する必要はありません。ただし、コンピュータがファイアウォール内にある場合や、外部サーバーへのアクセスにHTTPプロキシを使用する必要がある場合には、この変数を設定してください。

関連項目: http://java.sun.com/javase/6/docs/technotes/guides/net/proxies.html











表17-2に、EM統合コマンド行ユーティリティを使用して指定できるオプションを示します。

[bookmark: sthref759][bookmark: CHDFIIJD]
表17-2 [bookmark: sthref760]EM統合のコマンド行オプション






	EM統合オプション
	説明





	
-settings <file>


	
XMLファイルで指定された構成設定のことです。





	
-er_url <URL>


	
Oracle Enterprise RepositoryインスタンスのURLを指定します。





	
-er_user <User Name>


	
Oracle Enterprise Repositoryユーザーの名前を指定します。





	
-er_password <Password>


	
Oracle Enterprise Repositoryユーザーのパスワードを指定します。

セキュリティを確実にするために、パスワードを暗号化する必要があります。

Oracle Enterprise Repository Webコンソールには、次のようなパスワードを暗号化するツールがあります。http://<host>:<port>/<domain>/diag/encryptstrings.jsp





	
-em_url <URL>


	
EMデータベースのJDBC URLを指定します。





	
-em_user <User Name>


	
EMデータベースのユーザー名を指定します。





	
-em_password <Password>


	
EMデータベースのパスワードを指定します。

セキュリティを確実にするために、パスワードを暗号化する必要があります。

Oracle Enterprise Repository Webコンソールには、次のようなパスワードを暗号化するツールがあります。http://<host>:<port>/<domain>/diag/encryptstrings.jsp

コマンド行からのパスワードの暗号化の詳細は、17.4項「構成ファイルのパスワードの暗号化」を参照してください。





	
-version


	
バージョン情報を表示します。





	
-help


	
EM統合ユーティリティのオンライン・ヘルプを表示します。

















	
注意:

前述のオプションは必須ではなく、省略可能です。オプションが省略された場合、ユーティリティはem-integration.batが存在するカレント・ディレクトリのem-integration-settings.xmlファイルにある情報を使用します。コマンド行パラメータが指定された場合、em-integration-settings.xmlの情報よりも優先されます。










図17-1に、em-integration.sh -helpコマンドで表示されるコマンド行ユーティリティのオプションとオンライン・ヘルプを示します。

[bookmark: CHDCJBED]
図17-1 Enterprise Manager統合のコマンド行ユーティリティのオプション

[image: 図17-1の説明が続きます]
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17.2.2 [bookmark: sthref762]Enterprise Managerからのスケジュール

Enterprise Managerでは、コマンド行アプリケーションが定期的に実行されるようにスケジュールできます。EM統合ユーティリティも、このように実行されるようにスケジュールできます。

詳細は、Oracle Enterprise Manager管理者ガイドメトリックの構成







18 メトリックの構成


この章では、組織のメトリックを構成する方法について説明します。

この章には、次のセクションがあります。

	
18.1項「概要」


	
18.2項「アセット・タイプの要素の検証」


	
18.3項「データベースに対する問合せの実行」






18.1 概要

この項では、Oracle Enterprise Repositoryで使用できるメトリックの拡張について説明します。このガイドの情報は、メトリック・フィールドがないアセット・タイプにメトリック・フィールドを追加するユーザーに役立ちます。このガイドで説明するメトリック・フィールドは、合計開発時間(TDH)、本番投資(Pinv)、消費係数(Cfac)、年間再利用機会の予測数(n)および1時間当たりの間接費配賦率(B)です。これらのフィールドは、通常、アセット・エディタの「メトリック」タブに表示されます。



18.1.1 メトリック要素

この項では、メトリック要素をタイプに追加する方法について説明します。これらのメトリックは、各アセットの価値を予測し、アセット・ポートフォリオのROIを判断するために使用します。

合計で5つのメトリック要素を追加する必要があり、「開発時間」要素がタイプにすでに存在している必要があります。存在しない場合または削除されている場合は、これも追加する必要があります。必要な変更はタイプ・マネージャおよびデータベースで行います。ここでは、両方の手順について説明しています。新しいメトリック要素を次に示します。

	
合計開発時間(TDH) - このアセットを作成するために費やされる開発作業の合計。


	
本番投資(Pinv) - アセットの構築または収集や、アセットを再利用可能にするためのパッケージ化およびドキュメント化に関係する追加の時間または作業。この値は、アセットを1回の使用を目的として構築するために最初に必要となった時間に占める割合として表されます。


	
消費係数(Cfac) - アセット・コンシューマがアセットの検索、評価および使用に費やす時間であり、アセットを最初から構築するために必要な時間の割合として表されます。


	
年間再利用機会の予測数(n) - 1年間にアセットが使用される回数の予測を示します。


	
1時間当たりの間接費配賦率(B) - アセットを作成した個人の1時間当たりの間接費。




メトリックは、システムに追加された他のアセット・タイプに加えて、次の10個の基本アセット・タイプに含まれている必要があります。

	
アプリケーション


	
ビジネス・プロセス


	
通信アダプタ


	
コンポーネント


	
環境


	
フレームワーク


	
パターン


	
プロセス


	
サービス


	
XMLスキーマ









18.1.2 再利用可能なメトリックのタブの追加

Oracle Enterprise Repositoryを初めてインストールしている場合は、この手順を実行する必要はありません。これらのメトリックが含まれていなかった古いバージョンの製品にのみ、再利用メトリックを追加する必要があります。この手順は、アセット・エディタで実行されます。

このテキストを使用し、要素名を切り取って貼り付けます。

	
合計開発時間(TDH)


	
本番投資(Pinv)


	
消費係数(Cfac)


	
年間再利用機会の予測数(n)


	
1時間当たりの間接費配賦率(B)







	
注意:

ValidateMetrics.sqlファイルをデータベースに対して実行する必要があります。







	
「アクション」メニューで、タイプの管理を選択します。タイプ・マネージャが起動します。


	
タイプ・マネージャのサイドバーから、メトリックの追加先となるタイプを選択します。


	
エディタ・ビューを選択します。


	
タブ・セクションで、「メトリック」をクリックします。


	
「要素」セクションで、「追加」をクリックします。


	
リストから数値テキスト・フィールドを選択し、「OK」をクリックします。数値テキスト・フィールドの編集ダイアログが表示されます。


	
要素名をコピーして「表示名」テキスト・ボックスに貼り付けます。


	
図18-1に示すように、小数点以下の桁数の値を0に変更します。


図18-1 数値テキスト・フィールドの編集ダイアログ

[image: 図18-1の説明が続きます]





	
「OK」をクリックします。


	
メトリックごとに手順4 - 9を繰り返します。


	
すべてのメトリックがタイプに追加されたら、「保存」をクリックします。

	
現時点では、「ビューア」タブに要素を追加しないでください。





	
基本アセット・タイプそれぞれに対して、このプロセスを繰り返します。











18.2 アセット・タイプの要素の検証

アセット・タイプの要素を検証するには、次の手順を実行します。

	
変更したアセット・タイプのいずれかに属するアセットを選択します。そのようなアセットを見つける最も簡単な方法は、アセット・エディタで「登録済」フォルダを右クリックし、アセット・タイプでソートすることです。


	
アセットの各メトリック要素に一意の値を追加します。図18-2に示すように、推奨値は1、2、3、4および5です。


図18-2 「管理」タブ

[image: 図18-2の説明が続きます]





	
編集したアセットのステータス・バーで、アセット名、バージョンおよびアセット・タイプ名を確認します。


	
アセットを保存します。









18.3 データベースに対する問合せの実行

次のデータベース問合せを使用して、メトリック・フィールドが正しく追加されたことを検証できます。

次に示す手順を実行することで、データベースに対して次のメトリック問合せを実行できます。


-- Metrics SQL (for Oracle, UDB and MsSQL Server)
-- Total Development Hours
select a.name as AssetName, a.version as Version, at.name as
AssetTypeName, axi.stringvalue as tdh
from assetxmlindex axi, assets a, assettypes at
where axi.assetid = a.id and axi.assettypeid = at.id
and axi.fieldid in
        (select id from assetxmlindexmappings where fieldname =
'/custom-data/total-development-hours--tdh-')
order by a.name, a.version;
-- Production Investment
select a.name as AssetName, a.version as Version, at.name as
AssetTypeName, axi.stringvalue as Pinv
from assetxmlindex axi, assets a, assettypes at
where axi.assetid = a.id and axi.assettypeid = at.id
and axi.fieldid in
        (select id from assetxmlindexmappings where fieldname =
'/custom-data/production-investment--pinv-')
order by a.name, a.version;
-- Consumption Factor
select a.name as AssetName, a.version as Version, at.name as
AssetTypeName, axi.stringvalue as Cfac
from assetxmlindex axi, assets a, assettypes at
where axi.assetid = a.id and axi.assettypeid = at.id
and axi.fieldid in
        (select id from assetxmlindexmappings where fieldname =
'/custom-data/consumption-factor--cfac-')
order by a.name, a.version;
-- Predicted Number of Annual Reuse Opportunities
select a.name as AssetName, a.version as Version, at.name as
AssetTypeName, axi.stringvalue as n
from assetxmlindex axi, assets a, assettypes at
where axi.assetid = a.id and axi.assettypeid = at.id
and axi.fieldid in
        (select id from assetxmlindexmappings where fieldname =
'/custom-data/predicted-number-of-annual-reuse-opportunities--n-')
order by a.name, a.version;
-- Hourly Burden Rate
select a.name as AssetName, a.version as Version, at.name as
AssetTypeName, axi.stringvalue as B
from assetxmlindex axi, assets a, assettypes at where axi.assetid =
a.id and axi.assettypeid = at.id
and axi.fieldid in
        (select id from assetxmlindexmappings where fieldname =
'/custom-data/hourly-burden-rate--b-')
order by a.name, a.version;
-- Predicted Net Hours Saved
select a.name as AssetName, a.version as Version, at.name as
AssetTypeName, axi.stringvalue as PNHS
from assetxmlindex axi, assets a, assettypes at
where axi.assetid = a.id and axi.assettypeid = at.id
and axi.fieldid in
        (select id from assetxmlindexmappings where fieldname =
'/custom-data/development-hours')
order by a.name, a.version;
-- End Metrics SQL




18.3.1 dbqueries

この項では、メトリック問合せを実行する手順について説明します。

	
データベースへの接続を開き、前述の6個の問合せを実行します。アセット名、バージョン、アセット・タイプおよびメトリックが結果として返されます。メトリックが返されない場合は、メトリック名が正確にコピーされて貼り付けられていない可能性があります。各メトリックには固有の問合せがあり、これらの問合せは個別に実行することをお薦めします。予測した結果が返されるメトリックは、検証されています。


	
メトリック問合せが失敗した場合は、要素を